
社会文化体験演習活動報告書 第 3分冊（キャリア分野） 

現場を知る、キャリアを築く 

国内外の体験学習を通して 

 2014 年 3 月 

目 次 

序 社会文化体験演習（キャリア分野）の試み        箕 曲 在 弘･････････････････ 1 

 

◇ 第１部 国内インターンシップ 

能登スタイルストアにおけるインターンシップ          川 嶋 あ ゆ み･･････････････14 

 

熊本県高森町地域づくりインターンシップ        石 井 か お り･･････････････25 

 

地域づくりインターンを通して         潤 間 有 美･････････････････42 

 

「好き」をキャリアにつなげる         神 田 つ か さ･･････････････56 

 

いたばし総合ボランティアセンターにおけるインターンシップの経験 

            田 中 風 香･････････････････69 

 

（株）Vicovico におけるインターンシップから得たもの  池 田 つ か さ･･････････････80 

 

（株）秀實社におけるインターシップの経験        戸 澤 雪 美･････････････････92 

 

◇ 第２部 ラオス・フェアトレード・スタディーツアー 

ラオス・フェアトレード・スタディーツアーの概要        箕 曲 在 弘････････････････104 



訪問場所            スタディーツアー・コーヒー班････････109 

 

家計調査結果 

ノンルワン村          大 畠 真 由・長 嶺 ゆ い･････125 

カプ村           大 島 真 理 子・牛 山 絢 香･･132 

プードムクワン村       折 戸 夏 菜・濱 田 彩･･･････137 

 

個人感想 

ラオス、スタディツアーを終えて        大 島 真 理 子･･････････････143 

 スタディツアーに参加して         大 畠 真 由･････････････････145 

 ラオスで見えたもの         折 戸 夏 菜･････････････････148 

 ラオスで見たもの       長 嶺 ゆ い･････････････････150 

 ラオスでの生活を終えて         濱 田 彩････････････････････153 

ラオススタディツアーの感想        牛 山 絢 香･････････････････157 

 ラオス研修報告          三 石 庸 子･････････････････160 

 

◇ 第３部 資生堂未来椿プロジェクト 

資生堂未来椿プロジェクトの概要        箕 曲 在 弘･････････････････164 

 

資生堂未来椿プロジェクトの報告        芝 山 文 香･････････････････170 

 

◇ 第４部 講演録 

食べもので生産者と消費者をつなぐ       小 林 和 夫・名 和 尚 樹･････176 

 

The Management Philosophy of Jhai Coffee House      Tyson Adams････････････････197 

 

            巻末資料 

マイプロジェクトワークシート         ･･･････････････････････････214 



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

1 

 

序 体験型キャリア教育の試み 

――キャリア分野 2013 年度の活動紹介―― 

 

箕 曲 在 弘 

東洋大学社会学部 

 

はじめに 

 本稿は 2013 年度より開講された「社会文化体験演習」の 3 分野のうち、キャリア分野の活

動に絞り、その目的や一年間の活動、実施体制、成果と課題などについて説明していく。本演

習は、東洋大学の研究・教育活動改革支援予算による支援を受け、社会学部社会文化システム

学科が 2011 年度から展開している「体験型教育プログラムによる地域連携の推進」プロジェ

クトの一環として実施されてきた諸活動を踏まえて開講された。同プロジェクトの特徴は、机

上における学びを地域社会におけるさまざまな活動の場で活かすとともに、その活動の場にお

ける学びを机上の学習へと結び付けていく現場と教室の往還にある。 

キャリア分野では、平成 21 年度より、社会貢献的活動を行う国内のベンチャー企業等での

インターンシップに参加し、その経験を通して働くことの意義を理解してもらうプログラムを

実施してきた。本年度は、この国内インターンシップの活動に加えて、海外でのインターンシ

ップを展開しようと試みてきたが、プログラム作りにおいてさまざまな困難に直面した。以下

では、主に国内と海外の 2 つ領域に分けて、それぞれのプログラムの内容や成果、課題につい

てまとめていく。 

I  取り組みの目的 

 本年度から開講された「社会文化体験演習」の目的は、以下のように記されている。 

 

学生が大学教育で習得した知識を総合的に活用し、学外の「現場」に出て現実の社会に起

きている問題を自らの力で発見・分析し、さらに問題解決能力を向上させ、それによって既

存の社会システムにとらわれない、新しい発想での地域連携や社会貢献そして国際交流を図

る人材を養成していく。同時に、継続的なプロジェクトを活動の母体とすることで、学生同

士、また学生と地域の人々が協同して活動することを通じて、学生のコミュニケーション能
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力を涵養し、組織力をもち、かつ自主性をもった実践的人材の育成を果たす。 

   

まず、「受動的な学習」から「能動的な学習」への転換を促し、与えられた知識を吸収していく

よりもむしろ、地域社会で起きている問題を自ら発見し、解決へと導くことのできる創造的な

人財を育成することが謳われている。一方、現場での協同活動を通じて、コミュニケーション

能力を育成し、組織をマネジメントできる人財を育成していくことも目指されている。 

 3 分野ある「社会文化体験演習」のなかでもキャリア分野は、この上位目標を踏まえて、キ

ャリア教育に軸足を置き、企業や NPO 等の社会団体と連携しながら、地域社会に貢献するプ

ロジェクトを立ち上げ、大学教育の「知」と有機的な連関を有したキャリア形成活動を行うこ

とを、目的としている。 

Ⅱ  今年度の内容 

１ 国内領域 

国内領域は、インターンシップへの参加が主な内容となる。上記のようにインターンシップ

を希望する受講生が各自、インターン先を探し、基本的には夏季休暇中に 2 週間以上、あるい

は秋学期以降も含めて週 2、3 回、3 か月間程度のインターンシップを経験する。 

実際には受講生が選んできたインターンシップ先は、「地域づくりインターンの会」や NPO

法人 ETIC が主催する「地域ベンチャー留学」といった夏季休暇中を利用して地方の自治体や

ソーシャルベンチャー企業である場合が多かった。どちらも町おこしを目的としており、短期

集中型のプログラムである。一方、秋学期も含めて継続的にインターンに行った者は、地域の

公民館や社会福祉施設から、小規模な広告代理店や人材紹介業社などの一般企業まで多様な団

体を選んでいる（第 1 部参照）。 

 

２ 海外領域 

 海外領域は、授業担当者である箕曲の調査地であるラオスのコーヒー農村において 1 週間程

度のスタディツアーを敢行するという内容にした。当初、この海外プログラムは「海外インタ

ーンシップ」と名付けられていたが、インターンシップとは職場体験を意味し、箕曲がコーヒ

ー生産者のもとに 1 週間程度、10 名近くの受講生を連れて行っても職場体験とは程遠い内容に

なると判断したため、「スタディツアー」という名称に改めた。 

 このスタディツアーは次年度から始まるフェアトレードコーヒーの製造販売プロジェクトの
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ための事前調査にあたる。次年度以降も参加する予定の受講生にまずは生産現場を見せて、プ

ロジェクトを運営していくやる気を涵養することがねらいである。 

そもそもスタディツアーだけでは、キャリア育成という趣旨に合致しておらず、「企業や NPO

等の社会団体と連携しながら、地域社会に貢献するプロジェクトを立ち上げ、大学教育の『知』

と有機的な連関を有したキャリア形成活動を行う」という目的を満たすことはできない。そこ

で、海外経験を組み込む形でコーヒーの製造販売に関する体験型のキャリア育成プログラムを

構築することを提案した。その具体的な内容は、後述する「6. 次年度の試み」に譲る。一方、

本年度開催したスタディツアーの詳細については、第 2 部に譲りたい。 

 

３ 資生堂未来椿プロジェクト 

 本プロジェクトは、当初の予定にはなかったものであるが、授業担当者の箕曲が（株）資生

堂経営企画部の CSR 企画に参加させてもらえることになり、急きょ実現した。このプロジェ

クトには国内と海外の両領域の全受講生が参加した。 

 詳しい内容については第 3 部をご覧いただきたい。 

 

４ 公開講演会の開催 

 毎年開催している公開講演会は、来年度から実施される海外領域の体験型キャリア教育プロ

グラムを踏まえて、このプログラムに協力していただく予定の(株)オルター・トレード・ジャ

パン（ATJ）に依頼した。「食べもので生産者と消費者をつなぐ―発展途上国の貧困問題と民衆

交易」と題する本講演会は、1 年生を対象として 11 月 22 日（金）に開催された。講演では、

フィリピンのバランゴンバナナや東ティモールのコーヒーの交易といった具体的な事例を通し

て、ソーシャルベンチャー企業である ATJ がどういった問題意識のもとに設立され、いかなる

思想を実現しようとしているのかを語ってもらった。 

 第 4 部に本講演の講演録を収録しているので、ご覧いただきたい 

Ⅲ  今年度の授業内容 

１ 国内領域 

 国内分野では、以下の授業を実施することによって上記の目標を目指した。 

 

① インターン経験者の話 
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 春学期には、3 名のインターンシップ経験者に、自身の体験について話してもらった。一人

目である早稲田大学 5 年の市川由梨さんには、国際インターンシップ斡旋団体であるアイセッ

クを通して行ったウガンダの NGO での 6 か月の体験を話してもらった。二人目である東洋大

学 4 年の斧澤宇宙さんには、同じくアイセックを通して行ったウガンダのバイク販売店での 6

か月の体験を話してもらった。一方、三人目である武蔵大学 3 年の横田寛さんには、NPO 法

人 ETIC を通して行ったフェアトレードラベルジャパンでの 6 か月の体験を話してもらった。 

二名がたまたまウガンダという同じ国となったが、NGO と一般企業の比較が可能になり、

受講生もさまざまな角度からインターンシップの体験を共有できたといえる。横田さんには日

本でのインターン経験を話してもらい、受講生はインターンシップをより身近なものとして捉

えることができたであろう。 

 

② インターンの注意事項 

 その後、3 回にわたって『インターンシップ―キャリア教育としての就業体験』（古関博美著、

2011 年、学文社）の「実践編」のパートを用いて、インターンシップの心構えについて話した。

受講生は名刺の渡し方や電話応対の仕方、メールの書き方、お辞儀の仕方など、社会人になっ

てからも役立つさまざまなノウハウを学んだ。 

 

③ 口頭発表 

 夏季休暇後の秋学期には、多くの受講生がインターンの経験を終えており、毎週一人ずつ、

その経験を語ってもらった。指定した時間は 40 分で、以下の内容を含み込みパワーポイント

を作成するように伝えた。 

１．概要 

・インターン先の名称 

・インターン先の業務（地域の概要） 

２．動機、目標設定、活動、目標達成度 

・インターンに応募した理由・きっかけ 

・当初の目標 

・自身の活動内容（活動日数・期間） 

・目標がどれだけ達成できたか 

３．困難の乗り越え 

・現地で経験した困難 
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・困難をどのように乗り越えたか 

４．発見・学習 

・新しく発見したこと 

・新しく学んだこと 

５．まとめ 

・今後どのような取り組みをしたいか 

 

 授業では 7 名の受講生が発表し、その後、質疑応答と発表者へのコメント執筆（200～400

字程度）の時間を設けた。ちなみに質問は一人ひとつずつ必ず質問をするという決まりを作っ

た。一方、コメントは PDF 化し発表者に送り、次の週に執筆者に返却した。この過程を経て、

発表者は自分の発表内容が、他者からどのように見られているのかを学べるようにした。 

 

④ 報告書執筆 

 口頭発表を経て、次は報告書の執筆に移った。報告書は基本的に口頭発表の内容をそのまま

文章化したものとし、A4 版（40 字×36 行）10 枚以上という指定を与えた。文章は、①段落

わけをしっかりすることと、②常体で書くことという指示もした。同時に 12 月 16 日（月）の

5 時限の授業が始まる前までに提出するように求めた。年明けに添削を受けたものを、一回修

正してもらった。 

完成した報告書は、第一部に掲載しているのでご覧いただきたい。 

 

⑤ マイプロジェクトの提案 

 2014 年 1 月の第 14 回の授業では、これまでのインターンシップの経験を踏まえて将来のア

クションに結びつけるためにマイプロジェクトについて考えてもらった。この回には、マイプ

ロジェクトを提案するためのワークシート（巻末資料参照）を配布し、各自でこれまでのイン

ターンシップの経験から何を学び、その学びを次年度にどのように展開していきたいのかとい

うアクションプランを考えてもらった。 

 このワークシートにしたがって考えることによって、自然と過去の経験から学び取ったこと

を次のアクションにつなげるためのストーリーが無駄なく簡潔に提示できるようになっている。

最終回の授業では、各自がこのマイプロジェクトのワークシートを完成させ、受講生の前でス

ピーチをした。 

 キャリア形成とは、過去の経験を反省し、自らの進むべき方向性を定め、その方向性に向か
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って自らが歩み進めることであり、キャリア育成とはこのように自らが歩み進めるのを周囲の

人びとが手助けすることにある。その意味では、このマイプロジェクトを実施することによっ

てはじめて、インターンシップの経験がキャリア形成に寄与することになる。 

 

 国内領域については、以上のような 1 年間にわたる一連の仕組みを作り上げることによって、

体験型のキャリア育成プログラムに仕上げた。 

 

２ 海外領域 

 本年度の海外領域で実施するラオスのフェアトレードコーヒー生産者のもとを訪れるスタデ

ィツアーには、キャリア分野正規受講生 3 名に加えて、来年度から社会文化体験演習（キャリ

ア分野）を受講し、コーヒーの製造販売プロジェクトに参加する予定の 3 名、さらに国際理解

分野から 5 名を加えて、全 11 名が参加した。 

 海外領域の実施方法については、以下のとおりとなる。スタディツアー参加者には正規授業

時間以外に事前授業を 9 回受講してもらい、ラオスに関する歴史や文化などの背景知識を習得

してもらった。その後、9 日間のスタディツアーに参加してもらい、帰国後、事後授業を 1 回

受けたうえで報告書の執筆を依頼した。 

本章冒頭の社会文化体験演習の目的およびキャリア分野の目的を達成するためには、ただ参

加者を現地に滞在させるだけでは不十分であり、しっかりとした意図に基づいてプログラムを

構築していかなくてはならない。事前学習や事後学習を組み込むことはさることながら、こう

いった学習が現場での学びと有機的に結びついていなくては効果が半減してしまうだろう。 

 まずは事前学習のしくみについて説明する。上記のとおり、事前学習は①テーマに関するも

の、②現地社会に関するもの、③調査技法に関するものの 3 種類が必要となる。なかには訪問

予定の地域に関する知識だけしか学ばない場合も見られるが、これだけでは批判的思考力は育

たない。 

たとえば「フェアトレード」をテーマにする場合、フェアトレードの一般的な考え方を学ん

でおけば、参加者はラオスで見た現実と事前に学んだことが異なることに気づくだろう。一方、

別の地域のフェアトレードの事例について知っていれば、それとラオスで見たものを比較する

こともできる。このように、テーマに関する理解があれば、現場で見たものを批判的に見るこ

とが可能になる。「課題発見」を目的とするならば、対象地域に対する基礎知識の習得だけでは

不十分であり、地域を越えた「テーマ」を設定し、その基礎知識も習得しておくべきである。 

 一方、現地活動の中身は、事前学習の内容が活かさせるプログラムになっていなくてはなら
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ないのは当然だが、ただ現地を見学させるだけでは、現場で考える力を養うことはできない。

現場で考える作業を抜かせば、当然、課題発見はできないだろう。そこで本スタディツアーで

は、家計調査を中心に据えている。もっとも事前に箕曲が作成した家計調査の質問票を使った

調査のため調査者の自由度は少なくなるものの、初めて訪れた土地で、まったく何も調査の枠

組みもなければ何を聞いてよいかわからず、よくても表面的なことしか聞けない恐れがある。

こういった欠点を補うには、調査者の自由度を制約しつつも、質問票にしたがって調査をして

いく方が調査対象について深く知ることができる。 

 また、現地活動では、一晩、現地の家庭に寝泊まりすることで、コーヒー生産者の日常の一

端を体感できるようにしている。同時にこのホームステイの際に、コーヒーの収穫体験を組み

込んでいる。この収穫体験をする時までに、すでに参加者たちはコーヒーの売却価格の相場や

収穫作業における労賃がいくらなのかを調査している。したがって、この前提情報を踏まえて、

実際に収穫してもらい、労多くしてどれほど益が少ないのかを実感してもらえるような流れを

つくっている。 

スタディツアーの効果的なプログラム作りのノウハウについての詳述は別紙に譲るとして、

第 3 部では、事前授業、渡航中の日程、事後授業の具体的な内容について説明しているので、

ご覧いただきたい。 

 

３ 資生堂未来椿プロジェクト 

 資生堂未来椿プロジェクトの実施方法については、事前授業を 2 回行い、その後、ワークシ

ョップを受けるという流れとなった。事前授業の段階で参加者 10 名を 2 つの班に分けて、当

日もこの 2 つの班でワークショップに臨んだ。 

Ⅳ 授業の実施体制 

 本年度から開講した社会文化体験演習は助教である箕曲在弘が担当し、受講生 11 名のキャ

リア育成支援を行ってきた。そのうち国内領域希望者は 8 名、海外領域希望者は 3 名であった。

国内インターンシップについては希望者各自がインターンシップ先を自由に探すように促し、

最終的には希望者 8 名中 7 名がインターン先を見つけてくることができた。 

Ⅴ  成果と課題 

１ 国内領域 
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今年度からインターンシップ参加者の単位取得が可能となったわけだが、数々の運営上の困

難に直面しつつも、十分な成果が得られたのではないかと考えている。まず、受講生たちがし

っかり言葉にして発表したり、文字にしたりして自分のインターンシップの経験を振り返り、

頭のなかで整理し、そこに意味を持たせることができた。経験は、言語化にして初めて意味を

もつ。言語化しなければ、その経験にどういう意味があったのかを事後的に振り返ることがで

きず、将来のキャリアを構築していくための素材にはなりえない。したがって、本報告書に７

名のインターンシップの経験が載せられたことは、一つの成果だといえる。 

つぎに受講生によるインターンシップの経験が、自分のキャリアを主体的に考えるきっかけ

となったことが挙げられる。最終回のマイプロジェクトは本年度の授業の総仕上げとなり、現

実社会において問題を発見し、それを解決して地域社会に貢献していく人財を育成するという

社会文化体験演習の授業目標に一歩でも近づける試みである。受講生たちは各々の課題をもち、

近い将来に実現したい計画を具体的に示すことができた。これはもう一つのキャリア分野の成

果だといえよう。 

とはいえ、授業運営上の困難があったことは否めない。その困難とは以下の 3 点である。 

 

① 2 年以上にわたって 1 つのプロジェクトを運営するという全体の方針にそぐわない点 

本演習の 3分野に共通する要素として「2年以上にわたって 1つのプロジェクトを運営する」

という方針がある。だが、インターンシップはその性質上、各々が別々の「働く場」に参与し

なくてはならず、1 つのプロジェクトを受講生全員が運営していくというものにならない。こ

こは次年度以降に改善していくつもりである。 

 

② インターン先決定時期と授業期間の兼ね合いに関する点 

ほとんどの受講生のインターン先が決まったのが 7 月以降であり、春学期の授業ではインタ

ーン先ごとに事前学習をする余裕がなかった。春学期はインターン経験者の話を聞いて、意識

を高めるという方針をとったが、たんにインターン経験者の話を聞くだけで単位を与えること

になってしまい、何の体験活動もできなかった点は反省点である。 

 

③ インターンシップの最低実施期間をどのように設定するか 

 本年度はインターンシップの最低実施期間を設定しなかったが、場合によっては 1 日か 2 日

程度のインターンシッププログラムに参加するような受講生が出てくるかもしれない。こうい

った場合は、他の受講生と比べて極端に短すぎるので単位を認定するべきではない。あらかじ



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

9 

 

め 2 週間（14 日）以上といった基準を設けるべきであろう。 

 

２ 海外領域 

 海外領域では、スタディツアーの成果が非常に強く表れた。 

 

① 英語力の向上 

まず挙げられるのは、英語力の向上である。本スタディツアーでは、3 名～5 名につき 1 名

のラオス人通訳がついた。ラオスでは英語を話す者は稀で、英語とラオス語の通訳を通さねば

ならない。したがって、参加者は現地での調査の最中、必然的に毎日通訳と話す状況に置かれ

る。初日はあまり英語を話さなかった者が多く、ある通訳も参加者が英語を話そうとしないと

嘆いていた。だが、日ごとにこの状況は改善し、この通訳も日に日に上達していると述べてお

り、参加者の多くは英語でのコミュニケーションに抵抗感がなくなっていったようだ。それが

よく見てとれたのは、渡航後半にアメリカ人のタイソン氏の講義を受けた時だった。タイソン

氏の講義の後、質問を募ったところ、数名の参加者が積極的に英語で質問していた。一方、参

加者の一人も最初は英語が苦手で仕方なかったが、毎日、調査をしていくうちに、通訳の英語

に自然と英語で言葉を返すことができて、「自分でもオッと思った」と発言していた。参加者は、

日々英語で話さねばならない状況に置かれることで、小さいながらも確実に成長していたとい

える。 

 

② 英語を使った調査能力の向上 

 また、家計調査についても確実に上達した。本スタディツアーは、一般的に行われるものと

異なり、見学や講義が主体ではなく学生自身の調査が主体となっている。もっとも家計調査票

を使って異国の地で英語を駆使して調査するのは、参加者にとって大変な困難だと言える。実

際ほとんどの参加者は、初日の調査では項目を埋めるだけで精一杯で、その項目の意味もよく

わかっていなかったようだ。だが、3 回の調査を経て、コツが分かり、収入と支出の全体像を

考えながら、一つ一つの質問ができるまでになっていった。ある参加者は最初調査が嫌いでや

りたくなかったけど、3 回終わってみて、調査の楽しさがわかったと述べるまでに至った。 

 

③ 自己肯定感の増加 

 英語を話す経験や英語を使って調査をする経験は、参加者にとってはかなりハードルの高い

目標であったといえるが、毎日、初日はほとんどできなかったことが、この経験を繰り返すこ
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とによって少しずつできるようになっていった。第 2 部の個人感想を読んでいただければわか

るように、こういった高いハードルを乗り越えていく経験は、自己肯定感を高めることにつな

がる。参加者は「自分はできない」と思い込みすぎであるが、この経験を通して少しでも成功

体験があれば、それだけでさらにできるようになろうという意欲が増してくる。この感覚を持

続させれば、参加者は自らの探求心に従って学んでいく構えが身につくであろう。 

 

④ 問題意識の涵養 

一方で、発展途上国へのスタディツアーが参加者の人生に大きな影響を与えることは、これ

までの筆者の経験から明らかであったが、今回のツアーは次年度から始まるコーヒーの製造販

売プロジェクトの一環として行われていたこともあり、その関連で参加者が主体的に行動を起

こそうとする萌芽がみられた点は特筆すべきである。 

 このような萌芽を確認できたのは、帰国後の事後授業の後のことであった。参加者数名が筆

者に言いたいことがあると恐る恐る研究室を訪れた。聞けば、渡航中の後半のある夜、参加者

数名が集まりおしゃべりをしていたところ、いつの間にかまじめな話になり、次年度のプロジ

ェクトをどう進めていくかというアイディアを出し合うようになったのだという。その時のメ

モを見せてもらったが、当時の熱気が伝わるような濃い内容が記されていた。 

 参加者の一人は、既存のフェアトレードの団体では「またか」と思われてしまうし、自分は

コーヒーが飲めないので味について言われてもよくわからないので、プロジェクトはコーヒー

を通して現地の子どもたちを支援するものにしたいという。思えば、参加者たちはつねに子ど

もと戯れており、関心の方向性が小学生くらいの子どもたちにあったことに筆者は気付いた。

一方で、それだけでなくさまざまなアイディアがその日は出されたようで、カフェを経営して

みたいなど壮大な夢をも語ってくれた。 

 これは筆者が打ち出したコーヒーの製造販売という構想を、参加者たちが自分たちのプロジ

ェクトとして引き受け、自分たちなりの構想を加えて肉付けしてくれた瞬間であった。いわば、

筆者が投げたボールを、予想外の方向へ打ち返してくれたようなものだ。これはまさに現場に

おける経験から課題を発見し、自ら問題解決を図り、地域社会に貢献していこうとする鋭意に

他ならない。 

 もちろん、まだまだ問題意識は深まっていないし、どのようにコーヒーの製造販売を通して

教育支援をするのかという具体的な構想までは考え抜かれていない。だが、この夜のメモは今

後の活動の原点となり、活動を繰り広げていく中で迷った時の道標となるはずだ。参加者たち

は、この夜の高揚感を絶対に忘れてはならない。教員側はこの夜に語り合ったアイディアを具
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体化していく手助けをすればよく、道を見失いそうになった時には励ませばいいのである。 

 

 とはいえ、海外領域においても今後解決しなければならない問題がある。その問題とは次の

2 点である。 

 

① 成績評価の問題 

 スタディツアーを単位として認める場合、参加者の成績をどのようにつけるかがまだ議論さ

れていない。スタディツアーのような体験型の学習プログラムは、参加者の内面や行動が渡航

前と後でどのように変化したか、また「社会文化体験演習」の目的に照らし合わせて、参加者

がその目的にどれほど近づいたかといった観点から成績を付けるのが望ましい。だが、その場

合、評価者の主観のみに依存する恣意的な評価を行うのは避けるべきである。近年では、ルー

ブリック評価を導入している授業も多くなってきているが、項目別の段階評価ができるよう、

何からの指標を開発すべきであろう。 

 

② 国際理解分野との関係 

 本年度のスタディツアーでは、国際理解分野の受講生も参加したのだが、目的が異なる受講

生に同時に対応するのは、無理ではないが困難である。両分野が同じ場所に滞在すること自体

は問題ないが、目的が違う以上、事前学習の内容にも差が出てきたり、現地活動の場所も異な

ってきたりする。やはり、両分野で別々の教員がつくのが望ましい。本年度は、三石先生が国

際理解分野の受講生に同行する形となったが、本来、三石先生が国際理解分野担当ではないた

め、次年度以降は、それぞれの担当者が事前学習の部分から受講生をサポートすべきであろう。 

Ⅵ  来年度の方向性 

１ 国内領域 

国内領域では、個人活動となっていたインターンシップの試みを集団化し、一つのプロジェ

クトとして再スタートする予定である。次年度は継続受講する者がいるため、この受講生たち

のマイプロジェクトを支援しつつ、新規の 2 年生を含めて「インターンシップ推進イベント」

を企画運営することを目指す。 

この試みの意図は、インターン経験者がその重要性を外部に発信することで、その魅力を伝

えるプレゼンテーション力を臨地で養成していけることにある。同時に、これからインターン
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に行く 2 年生がイベントをサポートすることによって、2 つの学年が交流することになり、3

年生からの 2 年生にインターンの心得などが自然と伝わりやすくなる。一方で、一つのプロジ

ェクトを学生主体で企画運営することによって、主体的な行動力と、その活動をしていく際に

生じる問題を解決していく力を身につけられる。 

このプロジェクトを進めるにあたって、受講生たちが自ら現代の雇用や労働問題について学

べるようにするなど、教員側は問題意識を深めるよう受講生に促す。こういった学びの発表の

場としても、「インターンシップ推進イベント」を機能させるつもりである。 

 

２ 海外領域 

 海外領域では、先述の通り「コーヒーの製造販売プロジェクト」を実施していくつもりであ

る。すでに今年度、ラオスのスタディツアーに参加した者たちは次年度も継続することになっ

ており、現地の生産者の想いを日本の人びとに届けていく動機づけはできている。 

 具体的には、4 月にプロジェクトの方針を固め事業計画書を作り、学科教員からの融資を受

ける。同時に、静岡の焙煎業者を訪れ、焙煎からパッケージングまでの過程を学び、製品化の

ための打ち合わせを行う。その後、ウェブや SNS を駆使した広報活動を行う。夏季休暇中は

販売活動を行い、秋学期にはカフェイベントを主催したり、国際協力系のイベントに出店した

りするなどの展開を準備している。12 月には会計報告を行い、年末にラオスを訪れ、利益を生

産者に還元する予定である。 

 本プロジェクトには、社会文化システム学科の 2、3 年生ばかりでなく、多様な学科の学生

が自分たちの得意分野を生かして切磋琢磨してもらいたく、他学部学科（あるいは他学年）か

らの参加者も募集する（単位は社会文化システム学科の学生のみに与える）。 

またこの活動の一方で、「南北問題」や「フェアトレード」、「ラオスの歴史や文化」、「国際

協力」といった分野の基礎的な知識を身につけてもらうための勉強会も準備するつもりである。

ここには単に販売活動をさせるだけでなく、知識を現場での活動に活かし、かつ現場での活動

から知識に現実味を持たせて定着させる意図がある。 

 本プロジェクトは、フェアトレードや国際協力についての机上の空論から脱却させるだけで

なく、自らのキャリアを築くための礎として機能するであろう。 
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能登スタイルストアにおけるインターンシップ 

 
川 嶋 あ ゆ み 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ 概要 

１ 能登スタイルストアとは 

能登スタイルストアでのインターンシップを報告する。能登スタイルストアとは、㈱御祓川

が運営する、能登の特産品を販売する Web ショップである（図 1）。当初は能登半島地震をき

っかけとしておこった官民合同プロジェクトだったが、地震から 5 年後に民営化された。販売

されている商品は、飲食品，雑貨類，美用品など多岐にわたる。売り上げが多い商品の例とし

て挙げられるのは、能登で多く獲ることができる赤なまこのエキスが入っている「赤なまこ石

けん」（図 2）、昔ながらの製塩方法である揚げ浜式製塩でつくられた「揚げ浜塩」（図 3）など

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１ 能登スタイルストア HP のメインページ  

（出典：能登スタイルストア HP http://www.notostyle.biz/） 

 

能登スタイルストアのメインページ 参照：能登スタイルストア HP 
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運営をしている㈱御祓川は能登半島の中心都市である七尾市に位置する、民間まちづくり会

社である（写真 1）。資本金 6800 万円（設立時は 5000 万円、平成 11 年 8 月 20 日増資）、で平

成 11 年 6 月 23 日に設立された。取締役社長の森山奈美さんは、七尾市で生まれ、高校までを

七尾市で育った七尾人であり、能登半島と七尾をこよなく愛している。事業方針は 3 つの柱で

なりたっている。一つ目は、七尾駅近くを通り七尾湾に流れ込む、七尾市の象徴・御祓川の浄

化などを行う「まち育て」である。二つ目は出店のプロデュース、能登の商品開発を行う「み

せ育て」である。その一環として能登スタイルストアも運営されている。三つ目は川を中心と

したコミュニティ再生などを目指す「ひと育て」である。インターン生を採用しているのも「ひ

と育て」の事業方針に沿っているといえる（図 4）。 

 

図 2 赤なまこ石けん            図 3 揚げ浜塩 

（出典：能登スタイルストア HP http://www.notostyle.biz/） 

図 4 事業方針 

（出典：(株)御祓川 HP 

http://www.misogigawa.com/） 

写真 1 御祓川とオフィスの建物 

（川嶋あゆみ撮影、以下同様） 
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２ 能登半島・七尾市について 

 能登半島は石川県北部に位置する。能登半島

は観光資源が豊富である。例としては有名な旅

館が数多く存在する和倉温泉街、輪島の朝市な

どがあげられる。また、2007 年には「能登の里

山里海」が日本で初めての世界農業遺産に登録

されている。世界農業遺産とは、国際組織「国

際連合食糧農業機関」によって運営されている

プロジェクトである。近代化の中で失われつつ

あるその土地の環境を生かした伝統的な農業・

農法、生物多様性が守られた土地利用、農村文

化・農村景観などを「地域システム」として一

体的に維持保全し、次世代へ継承していくこと

を目的としている。「能登の里山里海」は、棚田

（写真 2）や里山の景観、海女漁や製塩などの

里海の資源を活用した伝統技術が受け継がれて

いることや、農村の暮らしと結びついた風習や

文化が存続していることを評価され、登録され

るにいたった。 

 七尾市は能登半島の中心都市で、七尾湾を中

心とした港町である。また、1420 年代に築かれ

た七尾城の城下町であった経緯もあり、今でも

古くから続くその歴史を感じさせる町並みが残

っている。 

 その他、七尾を紹介する際にはずすことがで

きないのが「祭り」である。これは能登半島全

体に共通することだが、能登・七尾では祭りが

盛んであり、様々な祭りが行われ多くの人々が

熱意を持って参加している。七尾市で一番大き

な祭りは『青柏祭』という五月のゴールデンウ

写真 3 青柏祭の様子 

（出典：七尾市観光協会公式 HP  

http://www.nanaoh.net/p100.html） 

図 5 能登半島地図 

（出典：http://www.nanao-cci.or.jp 

/maeda/index.html） 

写真 2 能登の棚田の風景（千枚田） 
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ィーク中に行われる例大祭だ（写真 3）。高さ 12m、重さ 20ｔの日本一大きな山車「でか山」3

台を狭い町なかを曳き廻すという、迫力満点な祭りである。この時期になると観光客はもちろ

んのこと、七尾市を出て生活をしている人、さらにはその子どもや孫までも帰郷するという風

習がある。 

Ⅱ 実施内容 

１ 動機 

どうして私が能登スタイルストアでのインターンシップを選んだのか。それは NPO 法人

ETIC.が開催するインターンシップフェアにて㈱御祓川社長の森山奈美さん、弟・明能さんの

プレゼンテーションを聴き、能登の魅力や二人の人柄に強く惹かれたのが大きな動機である。

また、能登スタイルストアの常務内容である「販売促進」にも興味があったため、能登スタイ

ルストアに応募をすることを決めた。 

 

２ 目標 

 目標はインターンシップ前に担当の社員と話し合って決定した。 

【貢献目標】…インターンシップ先への貢献度についての目標 

 販売促進を実施した期間の売り上げを、前年のまったく同じ期間の売り上げと比較し３割増

にする。 

【成長目標】…自分自身の成長についての目標 

 二点あげた。一つ目に考えたアイディアを実際に形にすることができるようになること。二

つ目は「物」の売り方を考えられるようになること。 

 

３ 活動内容 

 期間は夏季休業中の 2013 年 8 月 6 日～9 月 13 日である。業務内容は能登スタイル内商品の

販売促進で、ここにはアイディアをだすところから実行までのすべての工程が含まれる。実際

に行った業務は以下のとおりである。 

 レシピシリーズの企画 

 「よくあるご質問」の作成 

 「ご利用案内」の作成 

 てがきメッセージ 
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 スタッフブログの更新 

  その他、商品の実店舗納品、他のインターンシップ生の手伝いなどである。 

  休日には、お祭りや地元小学生のキャンプ運営なども行った。 

  次からそれぞれの常務内容の詳細について記載する。 

  

① レシピシリーズの企画 

 レシピシリーズの業務は、レシピの作成、実際に料理をつくって写真撮影、テキスト作成と

CMS を使っての HP 作成である。私はすべての工程に携わった。テーマは、15 分でできる簡

単な料理を集めた『楽チンレシピ』に設定した。 

 

 掲載したレシピは以下の 3 つである（図 6）。 

 豆腐丼 

 まんでとまとりぞっと 

 いしりでガパオライス（図 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 楽チンレシピのページ 

（出典：能登スタイル HP http://www.notostyle.biz/） 
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 レシピページの下部には商品取り寄せのコーナーもつくり、商品に興味をもった人がすぐに

商品ページに移動できるようにした。（図 8） 

 

 

 

 

 

図 7 いしりでガパオライスのページ 

（出典：能登スタイル HP http://www.notostyle.biz/） 

図 8 いしりをお取り寄せのページ 

（出典：能登スタイル HP http://www.notostyle.biz/） 
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写真 4 撮影の様子 

 

② 『よくあるご質問』と『ご利用案内』作成 

ネットショップで買い物をしない理由

が「使い方がよくわからない」「なんだか

不安」というアンケート結果から考えた。

（E ストアによる「オンラインショッピ

ングのトラブルと対策に関する調査」

http://estore.co.jp/press/enquete/2007/2

007-02-21/ から）『よくあるご質問』は

今までに送られてきた問い合わせや、他

の通販サイトのものを参考に一から作成

した。『ご利用案内』（図９）は今まであ

ったものをさらに詳しくつくりかえた。

『よくあるご質問』『ご利用案内』ともに、

細かいレイアウトや見やすいページ作り

のために html をうちこんでつくった。

html の作業はしたことがなかったので、

御祓川の社員から教えてもらいつくった。 

 

 

図 9 ご利用案内 

（出典：能登スタイルストアご利用案内 

http://www.notostyle.biz/hpgen/HPB/entri

es/200.html） 
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③ 手書きメッセージ（写真 5） 

 御祓川のオフィスから発送する商品に、

手書きのメッセージを書いた紙を封入する。

狙いは利用者に能登スタイルストアへ親近

感をもってもらい、リピーター率を上げる

ことだ。印刷された文字は読まなくても、

手書きの文字は読む人が多いだろうと思わ

れる。メッセージの記入は、インターン期

間中は私が行い、インターン終了時に御祓

川社員に引き継ぎをおこなった。私がイン

ターン期間を終了したのちも、継続してい

ると聞いている。 

 

４ 目標達成度 

 能登スタイルストアへの貢献としてあげら

れるのは、サイトページと手書きメッセージ

のシステムを残すことができたことである。

スタッフブログの更新も 3 日に 1 度の頻度で

行うことができた。また、活動期間中に自分

が行った業務に対し利用者からの反応が返っ

てきて、交流できたという嬉しい出来事もあ

った（図 10、図 11）。 

レシピシリーズや手書きメッセージのシス

テム作成などにより、「アイディアを形にする」

という成長目標はある程度達成することがで

きた。一方で売り上げは前年の 9 割にとどま

り、「前年比 3 割増」とう貢献目標は達成で

きなかった。これは次項の［苦労したこと・

反省点］に起因すると思われる。 

 

 

写真 5 手書きメッセージ見本 

図 10 レシピシリーズ更新のお知らせに

対し、利用者がアップしてくれた料理 

（出典：能登スタイルストア公式

Facebook） 
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Ⅲ 苦労したこと・反省点 

 インターン期間中に一番苦労したことは、販売促進のアイディアを出すことである。アイデ

ィア出しの期間は前半の 17 日間で、インターン期間の約半分の時間を費やした。アイディア

出しにあたり、森山奈美社長からは「実現不可能でもいいから、たくさんのアイディアを出す

ように。アイディアの数を出すことによって、新たな発想が生まれてくる」と言われていた。

しかし実際にはアイディアの数があまり出せず、自分の知識の無さや思考の浅さを実感させら

れた。無意識のうちに実現可能性が低いアイディアを削ってしまっていたのも、アイディアの

数が出なかった理由だと思う。また、出したアイディアも短期間では効果が出にくいものが多

かった。以上のことが売り上げの伸び悩みにもつながったと考えられる。 

 採用アイディアが決定し、企画を組み立てる段階では、考え方のバランスをとることが難し

かった。ウェブショップとして売り上げのことを考えつつも、能登や七尾の活性化のためも考

えなくてはならない。御祓川の社員にも指摘されたが、私は一方を考えると一方がおろそかに

なることもあり、二つが対極にあるように感じられた時もあった。このことはまちづくり以外

のソーシャルビジネスにも通じることだと思う。どちらの考え方もバランスよく汲み取ってい

くことの難しさを知った。 

Ⅳ 発見・学習 

１ 学んだこと（業務内） 

インターンシップでは多くのことを学ぶことができた。今回は HP を作ることが多かったの

で、文章や画像を人にどう伝えるのかはつねに考えていた。また企画・計画を立て実行するこ

図 11 手書きメッセージ配布者からのコメント 

（出典：能登スタイルストア公式 Facebook） 
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とはすべての業務を通して学ぶことができた。さらに販売促進のアイディアを出すに当たり、

つねに複数の手札・選択肢を持つことの重要性を感じた。実務的なことではパソコンのスキル

を身に着けることができた。パソコンスキルに関しては、タイピングの身しかもっていなかっ

たため、御祓川社員から一から教えてもらい習得した。 

 

２ 学んだこと（業務外） 

 業務外でも学ぶことが多くあった。そのうちの一つに「出会い」の大切さがある。インター

ンシップ期間中は多くの出会いがあった。まちづくり会社へのインターンシップということも

あって、まちづくりに関わる方や市役所の職員などと知り合うこともできた。また、首都圏出

身で能登に移住してきた方のお話もきくことができた。このような経験を通して、今までの自

分がいかに出会いをないがしろにしてきたのか経験し、これからの人生においてひとつひとつ

の出会いを大切にしていきたいと考えた。 

 御祓川は私の他にも数名のインターンシップ生を採用していた。ほとんどのインターンシッ

プ生は、期間中一軒家をシェアし共同生活を送っていた。（写真６）この共同生活でも多くの学

ぶことがあった。インターンシップ生は大学・学部・学年さらには興味の方向もみんな違い、

関わる事業や企画も一人ずつ別々だった。そのため一緒に生活して、会話を交わす中でたくさ

んの刺激をもらった。能登の地でできたコミュニティは地元に戻ってきても続くと思われる。 

 

 

 

 

写真 5 インターンシップハウスの様子 

（資料提供：同期インターンシップ生・宮本） 
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Ⅳ まとめ 

 夏休みみのインターンシップということで、期間的には決して長くはなかったが、とても濃

密な時間を過ごすことができた。将来まちづくりや地域おこしに関わることはないと思うが、

仕事の向き合い方や人生的に貴重な経験ができた。今後はこのインターンシップで得た経験を、

生かした活動ができたらよいと考えている。 

 

 

参考ウェブサイト 

能登スタイルストア HP 

http://www.notostyle.biz/（最終更新日：2014 年 1 月 21 日） 

㈱御祓川 HP 

http://www.misogigawa.com/（最終更新日：2014 年 1 月 17 日） 

前田利家と能登・七尾 

  http://www.nanao-cci.or.jp/maeda/index.html（最終更新日：2008 年 9 月 12 日） 

七尾市観光協会 

  http://www.nanaoh.net/（最終更新日：2014 年 2 月 2 日） 

E ストアー アンケート調査 

  http://estore.co.jp/press/enquete/2007/2007-02-21/（最終更新日：2014年 1月 31日） 
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熊本県高森町地域づくりインターンシップ 

  

石 井 か お り 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ 概要 

 私は 8 月から 9 月の夏季休業中の 14 日間、熊本県阿蘇郡高森町にまちづくりインターンシ

ップに行った。まず始めに熊本県高森町とは、人口約 7000 人、面積約 175 ㎢、阿蘇山の南東

部に位置し、阿蘇山の外輪山により東西に町が分かれる。熊本県南阿蘇村、宮崎県高千穂町、

大分県竹田市に隣接する。 

昭和の大合併により色見、野尻、草部、高森が一つになり現在の高森町となった。農林業と

観光業が主体で、農林業では高冷地野菜のキャベツやなす、トマト、畜産業では阿蘇にしか存

在しない脂身の少ないヘルシーなあか牛、観光業ではグリーンツーリズム型が主で、広大な阿

蘇の自然に囲まれて過ごすことができる。「高森田楽」と呼ばれる豆腐や芋、ヤマメなどに田楽

味噌を塗って囲炉裏などの炭火であぶった郷土料理や毎年 8 発 17、18 日に行われる風鎮祭な

どが有名である。風まるくんという阿蘇山をモチーフにしたゆるキャラもいる。 

なぜこの町にインターンシップに行ったのかというと、「地域づくりインターンの会」とい

う会に参加したことがきっかけだ。地域づくりインターンの会とは、主に首都圏に住む学生が、

地方のまちづくり・むらおこしが盛んな地域に赴き、一定期間滞在し地域の住民や役場の人た

ちと一緒に地域づくり活動や交流をするプログラムである。 

生活サービスが成熟した都市社会では、地域のなかでの相互扶助の必要性が減り、地域社会

のつながりがとても薄くなっている。特に将来の地域づくりの担い手となるべき青少年にとっ

て、都市とは異なる論理で動いている地域社会を知り、感じるチャンスが少ないことは危惧す

べきだ。一方で、地方の農山村では、住民の人たちが過疎・高齢化に頭を抱えながらもさまざ

まな地域づくり活動に取り組んでいるが、そこに若者の姿はほとんどない。メンバーの固定し

た地域内住民のみでは新鮮な情報や柔軟な発想に欠けやすく、活動が停滞しがちだ。 

そこで、時間的に余裕があり、吸収意欲に富み、また経済的利害にしばられない「学生」を

一定の期間農山村に派遣し、彼らが地域社会での生活を通して住民の人たちと一緒に地域づく

り活動に取り組むことにより、お互いの特長を吸収しあい、相補的な効果を生む取り組みが「地
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域づくりインターン」である。 

学生が地域社会に「游学」することで、学生と農山村の人々が双方を映す「鏡」となり、学

生には地域の理解と自分自身を見詰め直すきっかけを、地域には客観的で新鮮な評価と感性を

もたらし、地域づくり活動へ生かすきっかけを創出する。 

このプログラムは、「合コン」「お見合い」のようなものだから、一回限りのお付き合いで終

わってしまっては、その効果はあまり望めない。このプログラムは、あくまで「きっかけ」づ

くりであって、むしろ派遣後の取り組みの方が重要になる。 

このプログラムがきっかけとなって、学生が時間をつくっては一年中地域を訪れ、さまざま

な地域づくりの活動を通して地域のことをより深く理解していくなかで、今度は「地域外サポ

ーター（地域づくり応援団）」に成長していく。学生卒業後もサポーターとして地域とのお付き

合いは継続していく。 

さらに、他地域に派遣された学生同士、地域同士が交流することで、今までにない地域づく

りの智恵の発見、仲間づくりにもなり、新たな地域づくり環境の創造にもつながる。 

 今年の派遣地域は、北は山形県南は鹿児島県まで 12 地域ある。派遣の翌年からは事務局と

して地域づくりインターンの会を運営する側に回ることも出来る。 

Ⅱ 実施内容 

１ 動機 

 私が地域づくりインターンシップに応募した動機は、東京という大都市から離れ、少子高齢

化、過疎地域を自分の目で見て確かめたいと思ったからである。私は現在に至るまで東京で生

まれ育った。両親、祖父母も東京出身で田舎もなく、日本の中心地に住み、あまり不自由なく

暮らしていた。新聞やインターネットなどのメディアでの情報でしか少子高齢化や過疎という

問題に触れる機会がなかった。東京から一歩出て地方に自ら赴き、その現状をこの目で見て体

感したいと感じこのインターンシップに応募した。また、インターンシップでの経験をもとに

今後の自分への成長課題にしたいと考え参加したのも理由の一つだ。 

 

２ 目標 

 インターンシップ前の主な目標は、企画力をつけることだ。何もないところから自分で考え

てつくりあげ、考える力や発想力を養いたい。そして少子高齢化、過疎地域の現状を知り、東

京に帰ってきてからの自分の生活の中でこの経験を活かせるように様々なことを吸収する。 



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

27 

 

３ 活動内容 

 活動期間は 8 月 19 日から 9 月 1 日の 14 日間で、主に町歩きや体験調査がメインである。「30

年後子どもに誇れるまちづくり」というのがこのインターンシップの表題であり、町歩きや地

域住民からのヒアリングをする中で、高森町の良いところや問題点・改善点をみつけていき、

今後この町をどのようにしていくべきなのかを考える。そして活動で得られたものを 8 月 30

日に行われる報告会で発表する。 

 高森町インターンシップは、法政大学大学院 2 年の中原康平さん、明治大学 3 年の桜井美由

紀さん、静岡文化芸術大学 3 年の立花宝百合さんと私の 4 名で活動した。私たちは高森町役場

の政策推進課にお世話になり、平日は 8 時半に行き、電算室という役場の一室を借り作業場と

して使わせていただいた。 

 

①  含蔵禅寺 

 高森町に到着してまず向かったところは含蔵禅寺というところだ。そこは鳥居と観音像が一

緒に置かれている神仏混合の不思議な寺だ。写真 1 のように奥に観音像、手前に鳥居が設置さ

れている。含蔵禅寺で歴史など様々なことを説明していただいたのは山村省吾さんだ。山村さ

んは、高森の自然や景観を地元の有志の方々が詳しく案内をする高森町案内人をやっている方

だ。高森のことを聞くならこの人が一番と言われ、活動中何度もお世話になった。山村さんは

「ここに来れば高森のすべてがわかる」と言い、私たちを最初に連れてきてくれた。写真 2 は

含蔵禅寺の歴史について話していただいているところだ。 

 

     

写真 1 観音像手前の鳥居        写真 2 含蔵禅寺の歴史の説明 

（石井かおり撮影、以下同様）  
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② 月廻り公園 

 根子岳のふもとにある全面芝生の公園で観光スポットの一つである。遊具はないが草スキー

やゴーカートでき、ウサギやヤギなどの動物がいる。稲わらで作ったオブジェが数か所置かれ

ている。写真 3 は稲わらで作られた熊本県のシンボルとも言えるくまモンである。この他にも

らくだのオブジェがあった。写真 4 は公園の芝生と根子岳を撮影したものだ。空の青色と山と

芝生の緑色が美しく、非常に印象に残っている景色だ。 

 

    

写真 3 稲わらくまもん  写真 4 根子岳 

 

③ 南阿蘇ビジターセンター 

 阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域の魅力をジオラマやパネル、映像などを使ってわかりやすく

紹介し、自然の魅力、ふれあいを楽しむきっかけを提供する施設だ。ここでは通称まきねぇと

呼ばれる国村真希さんに阿蘇山についての話を聞いた。 

 阿蘇山は世界最大級のカルデラだ。実際に世界最大のカルデラはインドネシアのトバカルデ

ラだが、年間 2000 万人の観光客が訪れる。トバカルデラや日本で一番大きい屈斜路湖などカ

ルデラは湖になることが多いが、阿蘇山はカルデラの中で人々が生活している。阿蘇山に広が

る広大な草原は野草であり、この大きさは日本一である。平安時代から野草があり、野焼き・

採草・放牧など人間が手を加えることで出来た二次的なもので、高森の人々が守り抜いてきた

からこそ成り立っている。絶滅危惧種に指定されている野草もたくさんあり、「はなしのぶ」と

いう野草は高森にしか残っていない。高森町は第一次産業が最も盛んで、阿蘇の草原を利用す

ればもっと盛んになる可能性があるが、逆にないと衰退する可能性もある。阿蘇の草原は切っ

ても切れない関係で、もっと保全していくべきだとおっしゃっていた。 
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④ 湧水トンネル公園 

 旧国鉄高森線と高千穂線を結ぶ工事が昭和 48 年 12 月から着手されたが、昭和 52 年 2 月、

突然トンネル工事で大量の出水に見舞われ、その後も度重なる出水事故が発生して高森の水源

をからしてしまった。そのため工事は中断となり、公園となった。今は高森町の貴重な水源地

となっている。トンネルの長さは 2,055ｍ、毎分 32ｔの湧水量がある。トンネル内は歩道が整

備されており、室温 17℃、水温 13℃に年間を通して保たれている。奥にはウォーターパール

と呼ばれるストロボライトを当てることにより水が不思議な動きをする噴水も見どころの一つ

である。毎年 7 月には七夕祭りが開催され、町民が写真 5 のような七夕飾りをつくり、トンネ

ル内に展示されている。写真 6 は湧水トンネル公園の入り口、写真 7 はトンネルの外に続く水

源を撮影したものだ。 

 湧水トンネルは水が流れているところを歩くだけで特に何もなく、イベントごとも七夕とク

リスマスのライトアップしかない。私が行った時も夏にも関わらずサンタクロースの飾りつけ

が残っていて、季節感がなかった。町民の中には観光地としては限界があるから野菜の貯蔵庫

にするのはどうかという意見もあった。 

   

写真 5 七夕飾り 写真 6 湧水トンネル公園入口    写真 7 水源 

 

⑤ 野尻地区 

 野尻地区にある高森町役場の出張所で温泉施設が複合されている朋友館というところで、出

張所に勤めている方に野尻の話を聞いた。 

 野尻は昭和 33 年に４町で一番最後に高森に合併した。昔は 8 校の小学校があったが、子ど

もの減少により現在の 2 校となった。廃校となった小学校の跡地をどうするかというのが問題

になり、平成 6 年に旧小学校の跡地であったところに朋友館が建設された。小中学校はスクー
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ルバスで登下校し、30 人くらいの生徒数しかいない。 

 高森町全体の高齢化率は 34.6％だが、野尻地区は 64.2％と約 2 倍となり高齢化率が非常に高

い。野尻には日用品を売っているところがなく、中心地の高森地区まで自ら車を運転するかバ

スを利用するほか交通手段がない。バスも 1 日 3 本週 2 回しか走っていない。病院もなく体が

思うように動かないお年寄りにとっては非常に不便な場所で、多くの人が不安を抱えている。 

 若者もお年寄りもコミュニティ崩壊が激しく、また、世代間を繋ぐものがないと聞き、これ

がこの地区での一番の問題点であると考えた。農作業のために組のようなものをつくるが、年

を取って組を抜け、人との関わりがなくなり孤立する。また、嫌いな人を省いて再結成すると

いうこともあるそうだ。なんらかの形でコミュニティをつくらなければならない。 

 出張所の方々が野尻地区に住む人たちの家々を訪問し、それぞれの意見を聞いている。また、

里帰りする人を対象とした納涼祭を 8 月に行っている。シーズン以外の住民を巻き込んだイベ

ントを考え、野尻地区の活性化につなげたいとお話を伺った出張所の方がおっしゃっていた。 

 野尻地区での話が、少子高齢化、過疎地域の現状を痛感し、過疎化につながる具体的な原因

がみえた。 

 

⑥ 川上渓谷 

 地元の人にしか知らない渓谷で、水も澄んでいて非常に綺麗だった。紅葉がとても綺麗だそ

うだ。ガイドブックに掲載しないからこそ美しさを保てるのではないかとおっしゃっていて、

観光客を呼び、人を集めることが本当に良いことなのか考えさせられた。 

     

写真 8  川上渓谷１   写真 9 川上渓谷 2  
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⑦ 草部吉見神社 

 宮崎県の鵜戸神宮、群馬の貫前神社と並ぶ三大下り宮の一つ。130 段の石段を降りていく。 

吉見神社にある 700ｍの御神木である大杉は観光スポットの一つである。 

 草部の地名の由来は、住民を苦しめていた大蛇を桓武天皇皇子である日子井八命が大蛇を倒

し、大蛇が住んでいたところに宮居し、この建物をつくる時に屋根や壁を草で作ったことから

草壁→草部となった。高森の地名を神話から基づいてつけられたところが多い。 

 三大下り宮の一つであるにも関わらず観光客はほぼいなかった。 

       

写真 10 草部吉見神社の階段 写真 11 草部吉見神社の鳥居 

 

⑧ 上色見熊野座神社 

 100 近くの灯篭があり、健磐龍命の従者鬼八法師荒魂が蹴破ったと言われる 10ｍ以上の風穴

がある。そこに立つとなぜか風が吹く。毎年 10 月 24 日に行われるめし食い祭りは 1 升 2 合を

もり立てた食膳に、蓑笠を着けて食べる珍しいお祭りだ。 

 

写真 12 上色見熊野座神社の風穴 
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⑨ 兎の六歩 

 上色見にある地鶏炭火焼料理屋さんで、ペンションとカフェも営んでいる早野さんご夫婦。

早野さんは高森出身で、明治大学を卒業し東京で就職し、仕事をしながら東京で高森のまちづ

くりを行っていた。しかし、東京でまちづくりをするのは限界を感じＵターンした。兎の六歩

を営む傍ら、高森のまちづくりを積極的に行っている民間で活躍する人だ。ビジターセンター

で子どもたちに自然の大切さを教える教室を開いたり、高森町の地酒「れいざん」の酒粕を使

った商品を開発し販売する「さけかすさんぽ」というものを開催したり、お祭りに参加したり

している。兎の六歩は現在観光者向けの店となっている。地元の人向けにすると単価が低くな

り経営が苦しくなるそうだ。今後は観光客と地元の人両者に利用してもらいたいと強く希望し

ていた。料理はすべて地元の物を使い、閑静でゆったりと時間が流れる兎の六歩はもっと多く

の人に知ってもらいと私は思った。学生からは率直な意見、感じたことそのままの感想がほし

いとおっしゃっていた。 

         

写真 13 ペンションの料理   写真 14 早野さんご夫婦 

 

⑩ 商店街 

 高森駅を出てすぐに広がる商店街で現在も活躍する方たちに話を伺った。 

明治 3 年創業以来 143 年続いているマルキチ醤油の吉良さんは、伝統的食品産業を残したい

と思いマルキチ醤油を受け継いだ。醤油に限らずお酢やアイスなど様々な商品を開発し、ネッ

ト販売も行っている。 

吉良さんは、「高森から東京に出てしまう人が多く、中心地から離れるというのはデメリッ

トである。しかしネットがあれば東京にいなくても仕事ができるのではないか？デメリットを

メリットに変えたい。東京に出て行った人たちは高森に戻ってきて町おこしをして、町の中を

活性化してほしい。そして 1 ランク上の田舎を目指し高森町をブランド化したい。」とおっし
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ゃっていた。地元愛があるからこそ、町を活性化させたいとおっしゃっていたのが一番印象的

だった。商品販売のみならず工場見学も行っているが、その後の観光ルートがないためそば・

うどん甘味処を作ってここの醤油を食べてほしいそうだ。 

 

写真 15 マルキチ醤油 

  

100 年続くお茶の武田松香園の武田さんは、「30 年前高森がここまで落ち込むと思ってもみ

なかった。お茶屋の前に広がる商店街は宮崎へ行く唯一のメインストリートだった。今空き地

となっているところは全部店があった。現在はパワーがなく、限界集落ならぬ限界隣組となっ

ている。ただ人口が増えることがいいことでない。商売で活性化させるのはいいことなのか？

今のままでもいいのではないか？」とおっしゃっていた。私はこの言葉を聞いて、将来の高森

町をどうしたらいいのか考えさせられた。 

 

写真 16 武田松香園 
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 高森にある酒蔵のれいざんの山村さんは昔の高森について写真を見せながら詳しく説明して

くれた。以前は宿場町として栄えていた商店街はバイパスが出来て車社会になったことで町が

廃れていったそうだ。山村さんは、「東京から見る田舎、田舎から見る東京は違う。離れてみて

わかること、暮らしてみてわかることがあるから積極的にＩターン・Ｕターンを行ってほしい。

今が一番いいわけではなく、未来が絶対いいと思っていたしこれからもそう思うだろう。車社

会やコンビニなど便利なことが自分の幸せに繋がるのかは謎で、車がなければ町が栄え続けて

いたことも事実。しかし、広大な自然があるからこそ美味しいお酒が造れるので感謝している」

とおっしゃっていた。 

 

写真 17 酒蔵れいざん  

 

高森町の商店街で経営している人たちからの話は非常に貴重なもので、町を活性化させたい

反面、昔からは想像できない町になってしまったことでどうしたらいいかわからず困惑してい

る様子だった。私は最初、人が増えるような施設をつくればいいと考えていたが、それは安易

な考えだったと話を聞いて反省した。 

 

⑪ 中学生ヒアリング 

 高森中学校に通う中学生 5人に若者の意見ということで高森町についてどう思っているかの

簡単なアンケート調査をしつつヒアリングを行った。 

高森町に何があったらいいかと聞くと、スターバックスや TSUTAYA、H&M が欲しい。デ

ィズニーランドや USJ に行きたいと中学生らしい答えが出た。商店街や公園にはあまり行かず、

家の中でゲームをしたり川で釣りをして遊んでいるという。熊本市内の高校に進学したく、東

京より近くの栄えたところに出たい、社会勉強や親に言われて高森町以外の高校に進学するよ

うだ。中には高森町唯一の高森高校に進学し高森町役場に就職したいという頼もしい子もいた。 
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「たか SPO」という小学校中学年までが対象のスポーツを行う会のようなものがあるのだが、

中学生の自分たちは参加できないのでもっと対象を広げてほしい、中学 2 年生の時に全員やる

子ども議会という高森町について考え議会するものがあるそうだが、議員さんがいて緊張する

からあまりやりたくない、こういうヒアリングの方がという意見も出た。子どもでも町につい

て考えることは非常にいいことだと思ったが、本人たちはあまり好んでいないので何か他の物

を提案するべきなのかもしれない。 

風鎮祭などのお祭りは昔の方が賑やかだった、若い人や住んでいる人が増えてほしいとの意

見があり、子どもでもそういった町の衰退を感じているようだ。 

高校生から町の外に出てしまい、大学を卒業した後も戻ってこない人がほとんどで 20 代の

人口がとても少ない高森町は若者を呼び寄せる必要があると感じた。 

 

写真 18 高森中学校に通う中学生 

 

⑫ 熊本大学との合同調査 

 熊本大学建築学部 3 名とインターン生で合同調査を 2 日間行った。 

 1 日目はインターン生のみで直売所についての聞き取り調査を行った。高森町に直売所がな

いため、つくるための参考として町民や町外の観光客などからよく利用する直売所や直売所に

求めるもの、もし高森町に出来るとしたらどのようなものを求めるかをアンケート用紙にまと

めたものを使用して調査を行った。場所は高森駅、湧水トンネル公園、月廻り公園、観光交流

センターの 4 ヶ所だ。私は高森駅で調査を行った。 

高森駅は南阿蘇鉄道の終点で、写真 19 のようなトロッコ電車が走っている。夏休みなどの

長期休暇中に孫と祖父母、家族連れで賑わっている。電車は 1 時間に 1 本程度しかない。私が

高森駅に行った時は誰一人人がおらず調査できるのか不安だったが電車の出発・到着時刻に近

くなると人が現れた。調査は十数名に行った。高森在住の人はいなく、熊本県、福岡県から来

ている人が多かった。この後の予定を聞くと観光をしたいが高森に何があるのかわからないと
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いう人が多くいた。観光交流センターという観光案内所を併設したところは駅からかなり歩か

なければならない。駅構内もお土産のようなものが売っているのとベンチがあるくらいで何も

ない。カフェのようなものが併設されているが昼時に数人入っているくらいだ。駅から 10 分

ほど歩いたところに湧水トンネル公園があるがそれ以外は商店街もほぼ何もないに等しい。 

2 日目は熊本大学の人とペアになり商店街を歩いて空き地・空き家の調査を行った。高森町

の商店街は写真 20 のような空き地が点々と存在する。そして歩いている中で良いところや面

白いところを探しつつ商店街をどうすればいいかを考えた。商店街と言っても写真 21 のよう

な殺風景な通りが並んでいる。店の外観がそのまま残ったまま放置されている店や、1 階は空

きスペースになっていて店をたたんでいるが 2 階で居住しているところ、電化製品などがその

まま残って草木が生えてしまっている廃墟のようなところもあった。「どんぐり」という小さな

雑貨屋の店主に話を伺うと、今年の 4 月から店を始めているが、本当は阿蘇神社付近に出店す

る予定だった。しかし、都合がつかなくなったため臨時で高森に出店したそうだ。チラシを置

いたり、お土産を置いたりしていたが、人が来なくて売れなかったそうだ。 

子どもたちが駄菓子を買いに来てくれるが、経営上そろそろこの店をたたみ阿蘇神社の方に

出店する予定で、子どもたちが悲しむ姿を見たくないが仕方がないことであり、高森ももっと

賑やかになれば残って店を続けたい、こういった店ももっと増えるのではないかとおっしゃっ

ていた。 

私たちが担当した通りは湧水トンネル公園につながる道だったので、足水を設置してもっと

水を有効活用した通りにし、どんぐりのような店を増やし駅から公園までの観光ルートにする

という案を出した。 

   

写真 19 トロッコ列車       写真 20 空き地    写真 21 商店街 
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⑬ ツーリズム体験講座、加工品体験講座 

 「子どもに誇れる高森町」の実現のために開かれた講座で、高森町ツーリズムビジネス実践

事業の一環だ。まず、ツーリズム体験講座は町内にいる様々な名人（料理や工芸など）から技

を学び、将来的にそれらの技を活かして民宿やレストランを運営していけるような勉強会だ。

私は「りえ子さんのそば打ち道場」というそば粉からそばを手作りして食べるという講座に参

加した。そば作りは初めてだったので太くて短いそばが完成してしまった。 

次に加工品体験講座は、加工品づくりのプロを講師として招き、高森のものを「売れる」特

産品を考えるというものだ。これは伝統料理などを保存・販売するためだ。1 日でも長く保存

できれば付加価値がつく。そして未来の子どもたちに伝えていきたいという思いがある。この

講座では最初に食品表示について勉強し、キュウリとナスの漬物、ブルーベリーのソースとジ

ャムとコンポート作りをした。保存方法の一つとして漬物は真空パックをした。 

 いずれも参加者は 15～20 名の 40～60 代の男女だった。最後に参加者と談笑しながら作った

ものを食べて楽しいひと時が過ごせた。高森の町を支えていく人たちがこの講座を通じて増え

ていくことはとても頼もしいことだ。 

    

写真 22  そば打ち道場のそば               写真 23 加工品体験講座 

 

この他にも畜産業の面で子牛のせりを見学させてもらったり、地蔵祭りに参加して商工会の

方々にお話を伺ったり、地域づくりインターンの会で同時期に活動していた宮崎県高千穂町と

熊本県小国町との交流会にも参加した。 

 

⑭ 報告会 

 町を歩き様々な体験をしていく中で、課題に直面しているヒトに対して共感すること、マチ
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の問題は他人事ではなく自分の事として扱う。次に、違和感を言語化し、課題解決の糸口を発

見する必要がある。それらを統合し、具体化・改良すること、それらを全員で表現することが

必要だと感じ 2 つの提案をした。 

1 つ目は町民運動会の復活だ。これは高森の 4 つの地域がうちはうちという意識が強く、地

域間の交流が活発でないことが問題だと思い、17 年前まで行われていた町民運動会を復活させ

ることで高森町全体の交流が深まり愛着がわくと考えたからだ。 

2 つ目はまちづくりの土台をつくることである。町民同士の意見交換をする場を設け、町を

盛り上げるためのルール作りをし、情報を共有する。「知る・参加する・継続する」この 3 つ

を続けていくことが非常に重要である。そこで、「高森を盛り上げる 10 の提案」を紹介した。 

まず景観を良くするための提案として、商店の看板の作り直しや観光地の看板を自分たちで

作り、町の人の好きなところやおすすめスポットも看板に書き込み観光客と共有する看板作り

をする。青森県八戸市の事例を基にした、口コミプロジェクトを行う。これは、お店のシャッ

ターや建物の壁等街の至る所に町民の小さな自慢や趣味、悩み等を吹き出しに書いて貼り出し、

町民同士の新しい発見や話題作りを促進させることが出来るというものである。空き地を綺麗

にし、その土地を耕し花を育てる等を行い、空き地を有効活用する。誰も使用していない空き

家を改装して休憩場等に変えることで、皆のスペースをつくる。 

次に若者同士の交流や意見交換の場を設けるために、学生同士や子どもと大人が高森町につ

いて話し合うワークショップを開催する。これは中学生に行ったヒアリング調査で出てきた子

ども議会の問題から考えられたもので、もっと子どもたちが気軽に思っていることを大人や他

の人に伝えられる機会を設けたいと私たちが考えたからである。そして育児について悩みを抱

える人たちを集め他の人に相談したり、共有する場をつくること、県外に高森出身者のコミュ

ニティをつくり、外からの目線で高森町を見つめる。 

高齢者の交流をメインとした内容として、手芸や料理、絵画教室を開くというものだ。高齢

者同士の新しいつながりを生み出すことが目的である。 

最後に高森をブランド化することだ。高冷地野菜をはじめとするおいしい食べ物の魅力を伝

えるために都市部にマルシェなどを開き、直接消費者に届けることで、阿蘇の自然などの高森

町の魅力に付加価値をつけ、高森町をアピールし、名産品に注目してもらうことが狙いである。 

町民運動会の復活とまちづくりの土台をつくるワークショップ等を行うことにより、町の現

状を知り、まちづくりに対しての当事者意識を生み出し、町民同士の交流を深めることができ

るはずだと考える。まずは 5 年後、10 年後の近い将来の町を目標にして提案を実行することで、

漠然とした 30 年後の高森町を明確なものとするという仕組みだ。 
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毎日ポストイットで良いところや問題を書き出し、それを基にポスターのようなものをつく

り改めて町の人に高森町のことを理解してもらおうと会場の壁に貼り出したりもした。 

   

写真 24 報告会の提案     写真 25 報告会の準備 

 

４ 目標達成 

 今回は自分一人で達成できるものではなかったので、最初に述べた目標が達成できたのかは

正直なところよくわからないが、高森町のいいところを残しつつ足りないものを見つけること

は出来たはずだ。東京では出来ない貴重な体験をすることが出来たので、今後の生活に生かし

新たな一歩を踏み出せそうだ。 

Ⅲ 困難の乗り越え 

 インターンシップでいくつかの壁に当たった。まず、町民全員が納得する 30 年後の高森町

とはなんなのかということ。「子どもに誇れる高森町」がモットーだが、高齢者が多いことが現

実である。やはり若者の力が必要だ。観光をメインにしてしまうと、騒音やごみなどの問題が

出てきて美しい自然が台無しになってしまう。しかし、自然にばかり頼りすぎてそのほかのも

のが何もない。基礎ができていないのに、30 年後、町どういう風になっているかを考えるのは

非常に難しい。メリットがあればデメリットがある。私は町民全員が納得するまちづくりは一

体どうしたらいいのかわからなくなった。町民の方からの率直な意見が欲しいという言葉に勇

気づけられ、私は 14 日間過ごした中で自分が今後こうなってほしいと思う高森町にしようと

考えた。私は体感して思ったことを正直に伝え、誰でも出来る簡単なことから始めるまちづく

りを目指し提案した。 

 次に学生にできることの限界と意見の食い違いだ。町長は私たちに 30 年後の高森町をビジ



石井：熊本県高森町地域づくりインターンシップ 

40 

ュアル化、３Ｄ化を求めた。しかし私たち 4 人には与えられた時間が短すぎ、技術も持ってい

なかったために出来なかった。大きな計画を考えてみるものの、予算などの財政部分はあまり

よくわからなかったので実現できない可能性があった。出来ないことは出来ないが今自分たち

が出来ることは必ずあるので、私たちは学生の視点から考えた。そしてインターン生同士でも

意見の食い違いが出てきてしまい、軽い仲間割れをした。これは本気で話し合いをすることで

解決出来た。 

 次にまちづくりの難しさを痛感したことだ。町を活性化させたいと考える人はいるのだが、

少数である。現状で満足していたり、他人事だと思っている人もいる。「よくなるならよくなっ

ている」とあきらめてしまっている人にも出会った。多くの人の意見を聞き、そこから出来る

ことを考えて少しでもまちづくりに興味を持ってもらうことを考えた。 

 そして自分の意識の低さがインターンシップ最大の壁だった。3 名のインターン生は意識が

高くまちづくりや農業について知っていたが、自分は何も勉強せずにインターンシップに臨ん

でしまった。私はいい案が思いつかず数も出せずにいた。意見を出すことも躊躇するようにな

り、他のインターン生を頼ればいいという甘えが生まれ、自己嫌悪に陥ったりもした。けれど

も沢山の案を考えるのではなく一つの良い案を生み出すということに集中した。物怖じせずに

意見を言うことで他のインターン生が褒めてくれて、自分が考えた案が採用された時は非常に

嬉しかった。そして時間がたつにつれモチベーションも上がり、何とか報告会に間に合うこと

が出来た。 

Ⅳ まとめと今後の取り組み 

１ まとめ 

 高森町インターンシップで学んだことは、数えきれないくらい沢山ある。一番実感したのは、

自分の足で現地に赴き、様々な人と接触し、意見を聞くことの大切さだ。その土地に入りそこ

で生活している人たちと会話をすることでしかわからないことがある。それぞれの思いを汲み

取り、形にすることが必要だということを身を持って体感した。そして個性バラバラの人たち

とぶつかり合いながらも協力し、一つの目標に向かって成果を出すことは非常に良い経験とな

った。毎日めまぐるしく沢山のことを吸収して大変だったが、楽しいと感じることの方が多か

った。 

高森町で出会った人は皆温かく、地元が大好きな人ばかりだった。昼間の町歩きなどの調査

だけではなく、お酒を交えながら町の今後について熱く語り合い、様々なことを教えていただ
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き、本当に感謝している。また、私も今住んでいる東京が好きだということを確認することが

出来た。地方での問題に注目してインターンシップに行ったが、東京にも問題点は山積みであ

ることに気づいた。まずは身の回りのことから目を向けていきたい。 

インターンシップのおかげで見るもの、考えることの視点が以前と少し変わり、まちづくり

や他のことにも興味が湧き意欲的になった。ほんの少しではあるが成長できたのではないかと

思う。 

 

２ 今後の取り組み 

 学生観光親善大使に任命されたので、東京で高森町のことを積極的にアピール活動する。ア

ピール活動の一環として 10 月 12、13 日に行われたお茶の水アートピクニックでマルシェを開

いた。高森産のひごむらさきとミニトマトを販売し、大盛況に終わった。今後もこのような機

会があれば積極的に参加していきたい。 

また、自分が住んでいる地域を見直していきたいと考えたので、インターンシップでの経験

を活かし、自分の地域のことを良く知り、イベントの運営などに参加していきたい。 
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地域づくりインターンを通して 

  

潤 間 有 美 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ 概要 

 私は、平成 25 年 8 月 19 日から 9 月 1 日の 2 週間、鹿児島県錦江町においてインターンシッ

プを行った。「地域づくりインターンの会」という団体を通じてインターンをおこなったのだが、

まずこの会について説明したいと思う。この会は、都市部の学生たちと農山村の地域の人々を

むすぶきっかけづくりをする地域の方と学生の「お見合い」の機会をつくる役割を果たしてい

る。主に首都圏に住む学生が地方のまちづくり・むらおこしが盛んな地域におもむき、ある一

定の期間滞在し、地域の住民、役場の人たちと一緒に地域づくり活動や交流プログラムに取り

組むというものだ。生活サービスが成熟した都市社会では、地域の人々が助け合う機会が減り、

ひととひとのつながりがとても薄くなっている。特に、将来の地域づくりの担い手となるべき

青少年にとって、都市とは異なる論理で動いている地域社会を知り、感じるチャンスが少ない

ことは危惧すべきことだ。一方で、地方の農山村では、住民たちが過疎・高齢化に頭を抱えな

がらもさまざまな地域づくり活動に取り組んでいるが、そこに若者の姿はない。メンバーは固

定した地域内住民のみでは新鮮な情報や柔軟な発想に欠けやすく活動が停滞しがちである。そ

こで、時間的に余裕があり吸収意欲に富み、また経済的利害にしばられない「学生」を一定の

期間農山村に派遣し、彼らが地域社会での生活を通して住民の人たちと一緒に地域づくり活動

に取り組むことにより、お互いの特長を吸収しあい相補的な効果を生む取り組みが「地域づく

りインターン」だ。 

学生にとっては、地域づくりの理解と関心を深めるとともに自分自身を見つめなおすきっか

けとなり、地域にとっては都市部に住む学生たちの客観的で新鮮な意見を聞くことで今後の地

域づくり活動に生かすことができる。この会は、派遣期間が終了したら終わりではなく、活動

後も継続的に地域との関わりを続け、地域外サポーターとして地域づくりのお手伝いを行って

いくことが大切であるとしている。 

インターンシップ事業の 1 年間の流れとして、4 月から 5 月に説明会が開かれ、インターン

への参加意思が固まった者はエントリーシートの作成、提出する。6 月に 1 泊 2 日の派遣地決
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定会があり、この時に派遣先の方々によるプレゼンを聞き自分の希望する地域を選び、それぞ

れの派遣先が決定する。7 月には勉強会が行われ、派遣前に各地域についての知識を得るとと

もに活動目標をたてる。そして 8 月から 9 月に派遣活動をし、10 月に学生報告会、11 月に全

体報告会を行う。この報告会では異なる地域に派遣された学生たちが自分たちの活動内容を共

有することで、これからの地域づくりに生かしていこうという意図がある。 

 続いて、派遣先について説明したいと思う。鹿児島県錦江町は、大隅半島の西部に位置する

人口約8400人ほどの町だ。高齢化率は約4割と、鹿児島県や全国の高齢化率と比較しても非常

に高い値となっている。平成21年まで上昇傾向にあった高齢化率がその年を境に減少傾向にあ

るが、総人口も減少しているため依然高い高齢化率となっている。（下図参照） 

この町は2005年に大根占町と田代町が合併してできており、その名の由来は、錦江湾沿いに

あるということからだ。名産品は、「花瀬のかおり」というおつけものや、甘食のようなお菓子

の「丸ボーロ」、下駄の歯の部分に形が似ていることから名がつけられた「げたんは」などであ

る。カブトムシをモチーフにした「でんしろう」が、町のイメージキャラクターとして活躍し

ている。 
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Ⅱ 活動内容 

１ 動機 

 このインターンシップに参加した動機としては、今まで学校の授業やニュース等で地方の町

や村が活性化のために活動していることは知っていたが、ただ漠然としか知らず、地方の人々

はどのような方法で地域の活性化のために動いているのかということを実際に自分の目で見て

みたかったからである。また、旅行などでも 2 週間という期間地方に滞在する機会はあまりな

く、都市部にいてはなかなかできない経験ができると思ったからである。 

 

２ 目標設定 

 今回インターンシップを行うにあたり、2 つの目標を掲げた。1 つ目は「新しい環境に順応

する力を養う」ということで、私は、進学やアルバイトを始めるときなど新たな環境に慣れる

のがあまり得意ではなく、そんな自分を変えるためにもこの目標設定をした。このインターン

シップは 2 週間泊まり込みで行われるとともに、私が訪れた地域は民泊ということもあったの

で、とても良い機会だと思った。2 つ目は、「都心部と地方の抱える問題の違いについて考えた

上で、地域の活性化のために何をしたら良いのか考える力を養う」だ。きっと都心部の抱える

問題と地方の抱える問題は異なり、それゆえ解決方法も変わってくると思う。そのため、自分

が今まで都心部で過ごしてきた経験と、このインターンシップでの経験をどちらも生かして考

えることで良い提案ができるのではないかと思った。 

 

３ 活動内容 

 続いて活動内容だが、1 つ目は「観光地訪問をして町を知り、問題点を見つけその改善策を

考える」、2 つ目は「パン屋跡地の活用方法を考える」、3 つ目は「各民泊先での研修」で、2

週間後に役場の方や地域の方に 2 週間の活動成果を発表する報告会が行われた。まず 1 つ目の

活動についてである。写真を示しながら訪れた場所の説明をしていきたいと思う。 

 

（1）観光地訪問、問題点と改善策の発見 

写真 1 は、錦江町ではないのだが、鹿児島県ならではの光景なので掲載した。私がインター

ンシップに行く前日に桜島が 5 年ぶりに大噴火し、この日も小さな噴火が何度も起きていた。

山からは黒煙が上がっており、写真からわかるように、近くに止めてあった車は火山灰まみれ

で、ひどいところだと昼間でもヘッドライトをつけなければ走行することができないそうだ。



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

45 

 

近くの展望台に寄ると、数分間外にいただけで体がべたつき、目に灰が入ったり、のども痛く

なったりするほどだった。 

 

写真１ 火山灰 

（潤間有美撮影、以下同様） 

 

 写真 2 は、神川大滝公園である。この公園は神ノ川河口の約 2.5 キロメートル上流にあり、

緑深い渓流沿いの散策を楽しめる憩いの空間となっている。この滝は高さ 25 メートル、 幅 35

メートルあり、規模・景観ともに県内屈指の滝を誇る。周辺には桜、ツツジ、モミジなどが季

節ごとに移り変わり辺りを彩る。滝壺にはぎりぎりまで近づくことができ、自然の力強さを体

感することができる。公園内には高さ 68 メートル、長さ 130 メートルのつり橋もあり、壮大

な大自然を眼下に眺めることができる。また、「大滝の茶屋」という食事処もあり、自然に囲ま

れながらソーメン流しやニジマスの塩焼きを楽しめる。 

 

写真 2 神川大滝公園の滝 

 

写真 3 は、花瀬自然公園である。大隅の山々を縫って流れる雄川の上流部にあたる花瀬川は、

千畳敷と呼ばれる巨大な一枚岩の川床が見ものとなっている。幅 100 メートルの溶結凝灰岩が
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約 2 キロメートルにわたって石畳のように敷き詰められた様は実に壮大である。「花瀬」とい

う名は、石畳の上を流れる水の文様が白い花のように見えることからつけられたようだ。清流

に沿って遊歩道が整備され、四季折々の景観を楽しむことができる。千畳敷の近くにはお茶亭

跡と呼ばれる場所がある（写真 4）。江戸時代に歴代の薩摩藩主が遊覧に訪れた場所で、当時の

お茶会に使用された炉の跡が今も残されている。 

  

写真 3 花瀬自然公園     写真 4 お茶亭跡 

 

写真 5 は、花瀬オートキャンプ場である。花瀬川沿いにあるキャンプ施設で、アウトドアラ

イフを楽しむ利用者のために 14 サイトを整備している。全サイトに五右衛門風呂を設置し、

炊事棟やシャワー棟などの他に多目的広場、草スキー場も備え、家族で遊ぶのに最適となって

いる。 

 

写真 5 花瀬オートキャンプ 

 

 写真 6 は、奥花瀬である。花瀬自然公園の上流に位置し、緑と渓流が涼やかな避暑地となっ

ている。渓流には釣り場が設けてあり、川に生息する天然のニジマス釣りを楽しむことができ



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

47 

 

る。貸し竿、エサも用意されており初心者も気楽に参加できる。 

 

写真 6 奥花瀬 

 

写真 7 は、荒平天神である。この神社は満潮時は錦江湾に浮かぶ島となり、潮が引くと海岸

から社に続く砂の参道が姿を現すという珍しい神社である。桜島から開聞岳まで見渡せ、夕日

の美しい場所としても知られている。祭神は菅原道真公で、創建は天文年間という由緒を誇る。

大正時代には火災により社殿が焼失したが、不思議なことに木造の御神体は灰の中に埋まり、

原型をとどめたと言われている。 

 

写真 7 荒平天神 

 

写真 8 は、雄川の滝である。雄川の上流にある落差 46 メートル、幅 60 メートルのこの滝は、

三国名勝図会にも紹介されている名勝の滝である。滝の上流が発電所の取水口になっていて水

量は少ないものの、荒々しい岩があらわになった景観美やエメラルドブルーに輝く滝壺が魅力。

遊歩道が整備され、渓谷や滝の全景を間近に見ることができる。 
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写真 8 雄川の滝 

 

写真 9 は、諏訪神社である。この神社は、明治 4 年に小根占村の総社として建立。地域の農

漁業の神様として親しまれてきた。左右に立ち並ぶ朱塗りのふたつの鳥居の由来は、上宮と下

宮の二柱を祀っているため、神様を分霊したためなど諸説ある。本当の理由は今も謎のままだ

が、良縁祈願、子宝祈願の神様として人気がある。向かって左の鳥居から入り、右の鳥居から

出るのが正しい作法。 

 

写真 9 諏訪神社 

 

写真 10 は、本土最南端に位置する佐多岬である。ここの先端部の先に大輪島と呼ばれる小

さな島があり、日本最古級の佐多岬灯台が建っている。 この灯台はイギリス人の設計で明治 4

年（1871 年）に完成し、その後昭和 20 年（1945 年）の空襲で焼失した。 現在の灯台は昭和

25 年に復旧したものである。ここには展望台が建っており、そこは太平洋、東シナ海、錦江湾
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に面し、開聞岳も良く見え、晴れた日には種子島、屋久島を見ることが出来る。眼下にはエメ

ラルドブルーの大海原が広がり、大自然を体中で感じることができる。展望台の眼下には熱帯

植物が茂り、急な崖に自生のソテツがへばり付いて生えているのが見え、南国的な雰囲気を味

わうこともできる。 

 

写真 10 佐多岬 

 

写真 11 は、トロピカルガーデンかみかわである。ここは、町民の健康づくり、熱帯植物と

のふれあい、町内外者との交流を図るために設置された町営の施設である。錦江湾を見下ろせ

る小高い丘の上にある温泉施設は人工温泉ドゴール湯で町内外の人々に利用されている。ここ

の温泉は、露天風呂から眼下に錦江湾と開聞岳に沈む夕日を眺めることができる。施設一角の

温室ハウスではバナナやマンゴーなどの熱帯植物が栽培され、南国の気分を味わうことができ

る。ここから見下ろす国道沿いには、「にしきの里」と呼ばれる物産館があり、地元産の農産物

や水産加工品等が販売されている（写真 12）。 

   

写真 11 トロピカルガーデンかみかわ      写真 12  にしきの里 
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 写真 13・14 は、神川キャンプ場である。ここは民泊先の方と初めて対面した場所である。

錦江湾に面し、開聞岳に沈む綺麗な夕日を眺めることができる。炊事棟やバーベキューセット、

シャワー室等もあり、アウトドア派には格好のスポットとなっている。オートキャンプサイト

（3 サイト）も整備されており、遊歩道を通って磯釣りも楽しめる。ただし、海辺は急に深く

なっており危険なため遊泳禁止。夏にはここでレゲエ祭りも開催される。 

  

写真 13 神川キャンプ場 1    写真 14 神川キャンプ場 2 

 

 写真 15・16・17 は、ゴールドビーチ大浜海水浴場である。国道 269 号を 2 キロほど南進し

た辺りに広がる大浜海岸は、この地域では数少ない砂浜のある海岸として人々に親しまれてい

る。その名の通り黄金の浜とも呼ばれており、黄金色に輝く砂は海の青さをよりいっそう引き

立て、見事なコントラストとなっている。タイミングが良ければ、開聞岳と夕日が合わさった

ダイヤモンド開聞岳が見られる可能性もある。また、近くの展望所には「Love Knock Bell」

と書かれた縁結びのベルがある。道路を挟んだ反対側には大浜海浜公園があり、道の駅根占や

宿泊施設もある。 

  

写真 15 ゴールドビーチ大浜海水浴場 1 写真 16 ゴールドビーチ大浜海水浴場 2 
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写真 17 ゴールドビーチ大浜海水浴場 3 

 

 写真 18 は、パノラマパーク西原台である。目の前に錦江湾と薩摩半島が広がり、右手には

桜島と高隈の山々、遠くには霧島連山を見渡すことができる。左手をみると、開聞岳や大隅半

島最南端部の美しい海岸線がある。爽やかな風が吹く丘の上は、絶好のパラグライダーの滑空

スポットでもある。体全体で自然の美しさと雄大さを感じることのできるおすすめスポットと

なっている。 

      

      写真 18 パノラマパーク西原台 

 

（2）パン屋跡地の活用方法を考える 

 次に、パン屋跡地の活用方法である。私は、観光地訪問をしていく中で観光案内所が設置さ

れていないことに気が付いた。初めてこの町を訪れた観光客にとって案内所は必要不可欠なも

のである。観光地や名産品の販売所、宿などがかかれた地図を貼っておけば人件費等もかかる

ことなく済む。また、パソコン等を使わず手書きで書かれたものであればよりあったかみがあ

り良いのではないかと思い、インターンシップ生でサンプルとして地図を作成し提案してみる

ことに決めた。 



潤間：地域づくりインターンを通して 

52 

（3）民泊先での研修 

 次に、民泊研修では農業体験をした。小学生の頃に田植えをしたことはあったが、それ以外

は農業経験がなかった。機械自体重く、夏場であったこともありみるみる体力が奪われ大変な

重労働であった。私たちが普段当たり前のように食事ができているのは、このような仕事をし

ている方たちがいるからなのだとあらためて食の大切さを感じた。 

続いて、ブロイラー農家での経験である。ブロイラーとは食肉用の鳥の種類のことを言いう。

出荷の手伝いをしたのだが、鳥が夜の方がおとなしいため、作業は夜の 11 時から朝方の４時

頃まで行った。まず鶏舎に入った感想としては、とにかく臭いがきついことと、鳥の数の多さ

に驚いた。この日は 1 万 5 千羽もの鳥を出荷したのだが、まずプラスチックで作られたかごに

7 羽ずつ手づかみで入れ、それを 7 段に積み上げてトラックで配送する。鳥は１羽 2～3 キロあ

り、体力的にきついとともに、夜中のため眠気もあったりと精神的にも大変だった。このよう

にブロイラー農家は大変な重労働であるにも関わらず、働き手は高齢者ばかりで若者はほとん

どいない。以前から「高齢化、高齢化」と問題視されてきていたものの、初めて現状を目の当

たりにした瞬間だった。そこで見たものや町民からの話を踏まえ考えてみると、働き手自身が

次世代への引き継ぎを諦めてしまっていることや、若者にこの仕事の魅力ややりがいが伝わっ

ていないことが問題であると思った。これから担い手がどんどん減少していくと、食の流通構

造が不安定になり、私たちの食生活にも影響を与えるであろうと感じた。 

  

写真 19 ブロイラー              写真 20 ブロイラーの出荷 

 

（4）報告会での提案内容 

2 週間の活動が終わり、報告会では次のような提案をした。まずパン屋跡地の活用方法だが、

先ほど述べたように観光案内所としての利用案を出した。理由としては、この町には魅力ある

場所がいろいろあるが、その場所までの行き方や所要時間などがわかる場所は見あたらず、せ
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っかく観光客を呼んでもそれでは意味がないため、案内所ができればきっと便利だろうと思っ

たからである。続いて民泊研修の報告では、農作業やブロイラー農家での経験を通して学んだ

食の大切さについて発表した。また、錦江町は地域づくりインターンの会に加盟している地域

の中で唯一民泊というシステムをとっているということで、民泊研修はよりこの町に溶け込み、

町民の 1 人として生活することができるとても良い経験であったことも伝えた。 

 

４．目標達成度 

目標の達成度だが、まず 1 つ目の目標であった「新しい環境に順応する力を養う」は、怖じ

気づかず積極的に中に入っていくことで、いつの間にか錦江町の生活スタイルになっており、

民泊先の方とは特に毎日共に過ごしていたことで、自然と溶け込むことができていた。よって、

多少なりとも順応する力は養われたと思う。2 つ目の「都心部と地方の抱える問題の違いにつ

いて考えた上で、地域の活性化のために何をしたら良いのか考える力を養う」という目標にお

いては、何を考えるのにも自分が生まれ育った都心部で得た知識とこの 2 週間で得た知識のど

ちらかに偏ることなく、2 地域に関する知識を踏まえた上でアドバイスや指摘ができたと思う。    

しかし、最初の頃は自分の考えが地域の方の求めているものであるか、誤った伝わり方をし

てしまい誤解されたらどうしようなどと考えすぎてしまい、なかなか自分の意見を言えずにい

た。地域のためだと最終的には伝えることが出来たが、始めからそんなに考え込みすぎず意見

を言えていたら何か変わっていたのではないかと思った。今回考える力を養うことは出来たの

で、今後はそれを生かしうまく伝える力を身につけたいと思う。 

Ⅲ まとめ 

2 週間の活動を終え、自分なりにこの町の良い点と直したらよい点を考えてみた。良い点と

しては、1 つ目に魅力的な観光地や名産品が多いこと、2 つ目に人と人の繋がりが強いこと、3

つ目に優しく温かい人が多いこと、4 つ目に町への愛情が深いことがあげられる。 

この中でひととひとのつながりの具体例としては、出荷の手伝いをしたブロイラー農家での

出来事がある。夏の期間は鶏舎で巨大な扇風機を回し気温調節を行っているのだが、ある日そ

の扇風機が故障し 700 羽もの鳥が死んでしまった。そんなとき、近所からすぐに人が集まりみ

んなで修理をし、非常事態が起きてもみんなで協力して乗り越える姿から人と人の繋がりの強

さを感じた。 

3 つ目の「優しく温かい人が多い」いうのは、まず見知らぬ私を迎え入れてくれたことも勿
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論であるし、私が錦江町や地域の方を知りたいのと同じで私のことを地域の方も知ろうとして

くれたり、民泊先では毎日帰宅すると本当の家族のようにその日にあったことを話したりと、

日々人の温かさを感じていた。 

そして 4 つ目の「町への愛憎が深い」というのは、地域の方々はこの町のおすすめの場所や

美味しいものを沢山教えてくれ、錦江町がどれだけ魅力ある場所であり、どれだけみんなに好

かれている町なのかをいつも笑顔で話しており、その姿から町への愛情がひしひしと伝わって

きた。次に直したら良い点としては、発信の仕方である。錦江町には町の魅力を宣伝するため

のパンフレットやポスターが沢山あるにも関わらず、それが役場にしか置いておらず、せっか

く作っても上手く活用できていなければ意味がないと感じた。例えば、報告会で提案した観光

案内所にそれらを置いたりと、もっと人の手に渡る方法を考えるべきだと思う。 

次に、鹿児島の方言で「吞方」と呼ばれている飲み会の席での印象に残った話しである。1

つ目は、地域の方はインターン生に標準語を使わず、敢えて方言のまま話す。また、毎日の予

定は細かく決めないということだ。インターン生が理解できるように標準語で話してしまうと、

方言が作り出す独特の雰囲気を味わうことができないし、毎日決められた計画通りに動いてい

てはその地の人として生活しているのではなく、外から来た人として過ごすことになってしま

うからである。といっても、鹿児島の方言は訛りだけでなく、言葉自体が標準語とはまったく

異なり、正直 2 週間という短い期間ではすべての意味を理解することは難しかった。そのため

そのときの状況をみて意味を察したり、どうしてもわからないときは周りの方に聞いたりして

理解するようにしていた。2 つ目は、良い面に見えることでも、考え方を変えたら悪い面でも

あるというお話だ。私は、この町の人は見ず知らずの人でも道ですれ違ったら必ずと言ってい

いほど挨拶を交わしていて、東京ではこのようなことはほとんどないのでとても良い習慣だと

感じた。しかし、それは一方向からの視点でしかなく、違う視点から考えてみると、錦江町の

ように小さなコミュニティでは情報の伝達が速く、一度悪い噂が流れようものならばそれはた

ちまち広がり、唯一のコミュニティから排除される危険性があるのだ。このように、吞方を通

して知ったことは驚くべきことが多く、大変勉強になった。 

 最後にこのインターンシップでの経験をまとめてみると、まず、1 つ目に、見知らぬ地に

飛び込んでいくことで、都心部ではできない経験や知識を得ることができた。私は埼玉で生ま

れ今も住んでいるため、このような長期間地方に滞在するというのは初めての体験であり、す

べてが新鮮で貴重な日々だった。2 つ目、様々な出会いを通して人として成長することができ

た。3 つ目、沢山の刺激を受け、自分を見つめ直すきっかけとなった。これは、勿論地域の方

から刺激を受けたのもあるが、一緒にインターンシップへ行ったインターン生から受けた刺激
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も大きい。活動期間の後半は錦江町の地元新聞社の方に密着取材をされ、そのときの受け答え

や最後の報告会でのプレゼン力など、しっかりとしていてとても分かりやすく、自分もこれか

らもっともっと頑張らなければいけないと感じた。4 つ目は、地域づくりに対する考え方の変

化である。それまで地域づくりとは、観光客を呼び寄せ町を活気づけることだとしか考えてい

なかったが、町民の話しを聞いていると、町をもっと活性化させ、都心部へ発信していきたい

と考えている人もいれば、町民だけで楽しく暮らせていけたらいいのではないかと考えている

人もいる印象を受け、地域内でも格差が生じていると感じた。このことから、地域づくりは単

に観光客を呼び町を活気づけるだけでなく、町民が楽しく過ごせる環境をつくることでもある

のではないかと思った。そして 5 つ目は、インターネットや本から得られる情報だけでなく、

実際に訪れることの大切さを知った。今の時代、わざわざ行かなくとも得られる情報はたくさ

んあるが、実際に自分の目で見て確かめたことと言うのは調べた知識量よりもはるかに多く、

記憶に残ると感じた。 

この 2 週間のインターンシップは毎日が新鮮で、とても充実していた。この経験を通して、

まちづくりというのはただ理想論を語るのではなく、現実的に考えていくことが重要だと実感

した。インターンシップは終わったけれど、今後も継続的に地域のサポートをし、研究を続け

ていきたいと思う。 
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写真１ 児童館の下駄箱 

（神田つかさ撮影、以下同様） 

「好き」をキャリアにつなげる 

 

神 田 つ か さ 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ 概要 

１ 本蒲田児童館について 

本蒲田児童館は JR 京浜東北線蒲田駅

より徒歩 15 分。大田区のほぼ中心に位

置し、本蒲田保育園、本蒲田ゆうゆうク

ラブとの併設で、2 階、3 階部分が児童

館という作りになっている。 

館内 2 階は、遊戯室、学童保育室、な

かよしルームがある。3 階は、工作や読

書などができるワンフロアの広い部屋に

なっている。小学校高学年、中学生の目

的の一つである卓球室が独自にあるのも

特徴の一つである。また、3 階には、テ

ラスがあり、そこで遊ぶこともできる。 

ワーカーズコープが業務委託を受け運営を始めたのは平成 25年 4月から。現在職員は９人。

学童の生徒は４０人弱。学童以外にも乳幼児クラスに通う保護者・乳幼児や児童館を利用する

小中学生などたくさんのひとが利用する。 

 

２ 特定非営利活動法人ワーカーズコープについて 

私は特定非営利活動法人 ワーカーズコープ(以下ワーカーズコープ)の経営する本蒲田児童

館にてインターンシップを行った。はじめに本蒲田児童館を経営するワーカーズコープについ

て説明する。 

 西宮市で高齢者事業団が産声を上げ、全国各地で「失業者・中高年齢者」の仕事づくりを目

指す「事業団」が誕生。自治体からの委託事業を柱に事業が広がる。これが現在のワーカーズ
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コープの出発点である。地域福祉事業、自治体との協同事業、就労支援事業、障害者福祉事業、

子育て支援事業、建物総合管理事業、食・農業関連事業、国際連帯事業などがあり、私は今回

子育て支援事業に就いた。 

ワーカーズコープとは、働く人々・市民が、みんなで出資し民主的に運営し、責任を分かち

あって人と地域に役立つ仕事をおこす協同組合である。一般企業との大きな違いはみんな自ら

出資し、みんなで経営、運営していくことだ。 

この経営形態にはメリット・デメリットがあり、それについてはまた後程、本蒲田児童館職

員を対象に行ったアンケート調査の結果と一緒に報告する。 

 

図１ 一般企業の経営形態 

（出典：協同労働の協同組合ワーカーズコープ ホームページ） 

 

図２ ワーカーズコープの経営形態 

（出典：協同労働の協同組合ワーカーズコープ ホームページ） 

 

写真 2 ワーカーズコープのポスター 
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Ⅱ 活動内容 

１ インターンシップの動機 

もともと子ども関係のインターンシップを探していて、共生社会学の井沢先生の紹介もあり

本蒲田児童館でインターンシップをさせていただくことになった。  

 

２ インターンシップの目標 

 授業中に箕曲先生がおっしゃっていた「社会に出たらテキストはない」という言葉に刺激を

受け、このインターンシップでは大学をでて社会に出た時を考え実際の現場に立った。そこで

私は以下の３点を目標とした。 

・やることに必死になるだけでなく、仕事を通して子どもとの関わり方を学ぶ。 

・知らない環境でも行動出来るようになる。 

・ 自ら考えて行動できるようになる。 

 

３ インターンシップの詳細 

場所：特定非営利活動法人 ワーカーズコープ 本蒲田児童館 

期間：2013 年 11 月の一か月 週１回毎週水曜日  

時間：10：30 から 17：30 

主な仕事内容：乳幼児クラスのお世話、体操レクチャー 

学童クラスのお世話 

イベントの補助 

装飾作り 

職員アンケート 

 

４ 一日のスケジュール 

10：30 出勤 

まず出勤したら乳幼児クラスの施設整備をする。体育館にすべり台やマットを出し、三輪車

やスクーターなども並べる。それらの仕事が終わったら乳幼児さんが来るまで館内の装飾づく

りなどのお手伝いをする。 

 

11：00 ぴよぴよタイム 
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ぴよぴよタイムとは乳幼児さん対象の時間

のこと。本蒲田児童館では主に午前は乳幼児

とその保護者対象の時間、午後は学童、児童

館に来る小学生以上が対象の時間になってい

る。この時間では体育館とファミリールーム

を開放。体育館ではすべり台やマット運動、

スクーターなどで思う存分体を動かして遊ぶ

ことができる。ファミリールームではおまま

ごとセットやぬいぐるみ遊びができる。ま

た子育てに関する雑誌や本がたくさんあり、

乳幼児の保護者の情報共用スペースなどにも

なっている。実際に職員が子育てアドバイス

をしたり、相談にのったりすることもある。

私は主に体育館で子どもたちの遊び相手や、

怪我をしないか見守っていた。 

 

11：30 ぴよぴよ みんなで体操 

その日集まった子たちを集め職員のレクチ

ャーのもと、アンパンマン体操や手遊び、

お歌遊び、本の読み聞かせを行う。私も実

際に前に立ってレクチャーさせて頂いた。本

の読み聞かせでは子どもたちがなかなか興味

を持ってくれなくて最初は苦しんだ。職員さ

んたちの読み聞かせを見て、ただ読むだけで

なく子どもたちに問いかけることがポイント

だとわかった。子どもたちみんなに問いかけ

ても子どもたちは自分に聞いているのだなと

わかってくれない場合が多いので、ちゃんと

子ども一人ひとりの目を見て問いかけてあ

げるようにした。初めは混乱だったが、最

後は子どもたちの興味を引きながら読むことができるようになって嬉しかった。 

写真 3 体育館 

写真 5 みんなで体操 

写真 4 体育館での遊び 
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12：00 昼食 ミーティング 

ミーティングでは主に昨日の出来事と反省。

イベントや行事の企画案、事務連絡をしてい

た。昨日の出来事と反省では子どもへの指導

に職員間で矛盾が生じないように、「誰が何を

してどうだったからこんな指導をした。」とい

うようにとても具体的に問題を共有していた。

ここでは新人の職員もベテランさんもみんな

おなじように意見を出し合って話し合いを

進めているの事が印象的だった。職員間で

矛盾が起こらないように問題を共有したり、話し合ったり、職員さんたちは子どもたちのこと

をほんとにたくさん考えていると思った。 

 

13：00 児童帰宅 学童保育開始 

帰ってきてからしばらくは自由時間。宿題をやる子どももいれば、体育館に遊びに行ったり、

図工室で工作に取り組んだりとさまざまである。わたしは主に学童室にいて宿題のサポートや、

本を読んであげていたりした。学童の子どもたちは低学年がほとんどでみんなやんちゃ。ケン

カも耐えなかった。どんなときでもまずは子どもたちの意見気持ちを聞き、職員がすべて解決

してあげるのではなく、職員が見守るなか子どもたち同士で考えさせ仲直りさせていた。私は

ケンカに介入して仲直りさせるまでにはできなかったけれど、職員さんたちの姿をみて子ども

を指導するときの姿勢が学べた。 

 

15：00 学童 おやつ 

学童の子どもたちには毎日おやつの時間があり、みんなこの時間を楽しみにしている。おや

つは職員さんが費用や量など考えてメニューを立てている。私もおやつの準備や配布を手伝っ

た。最近の子どもたちはアレルギーを持っている子が多いらしく、職員さんたちもそのことを

気にかけていた。学童の子どもについてはアレルギーなど本人や保護者から聞いていたりする

が、児童館に遊びに来る子どもたちはそうではない。だから学童のおやつは学童の子たち以外

にはあげないというルールがある。だが子どものなかには学童外の子におやつを分けてあげよ

うとしてしまう子どももいた。そのような場合も職員さんたちが子どもたちみんなにわかりや

写真 6 読み聞かせ 
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すく伝えていた。アレルギーの問題は最悪死に至ることだから、その重大性を子どもたちにど

うわからせるかということは難しいことだけど、確実にできるようにならなきゃいけないこと

だと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15：30 自由時間 

おやつの前の時間同様、みんなそれぞれ宿

題や工作に取り組む。また本蒲田児童館には

U-me ランキングというものがある。これは

たくさんのことに挑戦し、できるようになる

自信やうまくなろうと努力とする気持ちを養

うことを目標にさまざまなことにチャレンジ

する企画である。企画の内容は「けん玉何回

連続でできるか」や「一輪車検定に挑戦」、「卓

球ラリーは何回できるか」「塗り絵コンテスト」

など。月ごとに企画が変わりそのランキング

が教室に掲示されている。近頃運動会などで

順位づけするのは間違っているといわれたり

するが、ここではそのようなことは気にして

なかった。むしろ子どもたちも U-me ランキ

ングを楽しみにしていて、自分が一位でなく

ても「先月の～ちゃんが一位だったよ」などと教えてくれて、お互いを認め合う力や高め合う

力が養えているのではないかと思った。自由時間はいっぱいあるようだか、このようにやるこ

写真 7 おやつの時間 写真 8 おやつ 

写真 9 一輪車の級 
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とやりたいことがたくさんあって時間が早く過ぎてしまう。 

 

16：50 帰りの会 

学童の帰宅時間。最後に今日の反省と職員

さんのお話がある。子どもたちはみんなぎり

ぎりまで遊んでいるため、片付けでばたばた

しやすいところだが、ここでしっかり職員さ

んが促すことで子どもたちもちゃんと言うこ

とを聞き帰りの支度を始める。 

 

17：00 学童 延長クラス 

学童は原則 17 時までだがそれまでにお迎

えが間に合わない子どもたちのため 19 時ごろまで延長クラスがある。ここでも子どもたちは

それぞれの遊びをしたり、宿題をしている。 

 

17：30 退勤 

 

５ イベント補助 

インターン期間中、二つのイベントの補助をやらせて頂いた。いつもと違う雰囲気はやはり

緊張したり、戸惑ったりだったがたくさんのことを学ぶいい機会になった。 

 

イベント① 防災祭り（主催：NPO 法人 Canvas to Campus） 

 

 

町内会や地元消防団のみささまも協力し、町全体でイベントを作り上げた。本蒲田児童館か

らも「非常食クッキング」を提供した。児童館に集まる中学生を有志であつめ、非常食のアル

写真 10 帰りの会 

index.html
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ファ米や乾燥もち、ミネストローネなどを振舞った。私も中学生と一緒に非常食を作った。普

段接している学童クラスの低学年とは話す内容も言葉遣いも異なっていてはじめはどう接すれ

ばいいか迷ったけど、大学の話やサークルのことなど興味を持って聞いてきてくれたので嬉し

かった。非常食を作る面でも、初めてのことばかりで戸惑ってしまったが、まわりも同じ状況

だから自分がしっかりしようと思えた。 

学童クラスの子どもたちもたくさん遊びに来てくれて、子どもたちも楽しく実践的に防災につ

いて学べたと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント② ハロウィン 

本蒲田児童館のイベント。学童の子どもたちだけでな児童館に遊びにきた子どもたちや乳幼

児さんも参加した。イベントの内容は仮装パーティー。子どもたちはこの日のために工作室で

手作りの衣装を作っていた。それぞれ思い思いの衣装をまといみんなの前でパフォーマンスし

ている姿はとてもみんなかわいらしかった。最後大賞が発表されたときは、みんな一つになっ

て喜んでいた。このようなイベントの際は子どもたちもいつもとちがった環境にどきどきわく

わくしているのがわかった。私も子どもたちと同じ気持ちだが、一緒になって楽しむだけでな

く、そういう時だから予想外に起こることを想定していなくてはいけないと思った。 

写真 11 非常食の配布 写真 12 非常食 
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６ 職員対象アンケート 

なぜ一般企業ではなくワーカーズコープで働くことを選択したのか。ワーカーズで実際働い

て思う協同労働のいいところは何か。子どもに関わる仕事について学んだことや感じることは

何か知りたかったので本蒲田児童館で働く方々にアンケートを実施した。アンケートの対象

者・質問事項は以下の通りである。 

 

・アンケートの対象者 

本蒲田児童館職員８名 

男性職員(50 歳代) 

男性職員(30 歳代) 

男性職員(20 歳代) 

女性職員（60 歳代） 

女性職員（60 歳代） 

女性職員（50 歳代） 

女性職員（30 歳代） 

女性職員（20 歳代） 

 

・質問事項 

① 協同労働を知ったきっかけは何ですか。  

② 協同労働を選択した理由をお聞かせください。 

③ ご自身が協同労働に就く前に、身の回りに協同労働をしていた人はいましたか。  

写真 13 衣装作り 写真 14 パーティーでの衣装 



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

65 

 

④ 以前に協同労働以外で仕事に就いた経験はありますか。 

⑤ どのような会社に勤めていましたか。 

⑥ 差し支えなければ退職なさった理由をお聞かせください。 

⑦ 協同労働と比べ一般企業はどのようなメリット・デメリットがありましたか。またはある

と思いますか。 

⑧ 協同労働のメリット・デメリットを教えてください。 

⑨ これから就職活動をする方に協同労働を勧めたいですか。またその理由をお聞かせくださ

い。 

⑩ どのような方に協同労働を勧めたいですか。 

⑪ これからも協同労働を続けていくつもりですか。 

⑫ ワーカーズコープではさまざまな事業が展開されていますが、なぜこの事業を選択しまし

たか。 

⑬ 他の事業に携わったことはありますか。YES の方は何の事業ですか。 

⑭ 児童館で働いていて嬉しかったこと・良かったことをお聞かせください。 

⑮ 児童館で働いていてつらかったこと・大変だったことをお聞かせください。 

⑯ 乳幼児に対しこれから行っていきたいサービスや支援などはありますか。 

⑰ 学童の子たちに対して行いたい指導や遊びなどはありますか。 

⑱ 小学生（学童以外）に対して行いたい指導や遊びはありますか。 

⑲ 中高生に対して行いたい指導や遊びはありますか。 

 

アンケートの結果のまとめ 

・ 協同労働のきかっけ 

「保育事業」に興味があったから。協同労働については後から知った人が多い。あくまでも仕

事を選ぶきっかけは「やりたいこと」。ワーカーズに入ってから協同労働に賛同した。周りにワ

ーカーズで働いていた人がいるわけでもなかった。 

 

・一般企業と協同労働の違い 

職員の中には、以前は一般企業で働いていらっしゃった方も多かった。一般企業と比べてみ

るとそれぞれのメリット・デメリットがわかりやすい。今後就職活動する学生に協同労働を勧

めるかという質問にたいしては、ほぼ半々。協同労働だから選択するというより、事業に興味

を持って入って欲しいという意見が多かった。また協同労働ではみんなの話し合いで物事を決
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めるから、自分の意思がはっきりあってそれを伝えられる力がないと協同労働する意味がない

からそのような力がある人に入って欲しいという意見もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 子育て事業に関して 

全員がワーカーズに入ってずっと子育て事業を担当していた。以前からワーカーズ以外の職

場で子育て関係の仕事をしていたという人もなかにはいた。基本ワーカーズに入ったら同じ事

業を回ることが多いらしい。本蒲田児童館に来る前は別の児童館や託児施設で働いていたそう

だ。 

働いていて嬉しかったことはとくに多かった意見が「子どもの成長」。卒業した子どもたち

が久しぶりに遊びに来てくれたり、昨日までできなかったことが自分ひとりでできるようにな

っていたり、子どもの成長は仕事のどの場面でも見られて刺激をもらえる、がんばろうと思え

るそう。他にも保護者の方かたの感謝や、乳幼児のお母さんから信頼いて頂けるなど、子ども

と触れ合う以外にも喜びを感じるときはあるそうだ。逆に大変だったことやつらかったことは、

保護者の対応や子ども同士のケンカの指導などがあがった。 

 

・ 本蒲田児童館で今後行っていきたいこと 

子どもたちをメインにしたもので言うと、学童外の課外活動をしたいという意見があった。 

キャンプなどできたら子どもたちもいつも違う環境で自発的にさまざまなことを学べるのでは

ないだろうかという意見があった。 

指示系統がある 

メリット 

・ 効率的 

・ がんばれば昇格 

デメリット 

・ NO といえない 

・ 経営が不透明 

・ リストラがある 

一般企業 協同労働 

みんなで経営 

メリット 

・ 自分の意思を持てる 

・ 見える経営 

デメリット 

・ 話し合いに時間がかかる 

・ 給料が安い 
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 それから、保護者向けのサービスをもっと充実させたいという意見もあった。現在行ってい

る活動もあるがもっと幅を広げることで子どもたちだけでなく、地域のみんなが利用できる場

所になるのではないだろうか。 

Ⅲ まとめ 

私は普段小さい子と関わる機会がまったくなかったので、今回のインターンシップではうま

く子どもたちと接することができるかはじめはとても不安だった。それと協同労働という今ま

であまり耳にしなかった働き方にもはじめは少し不安があった。でも実際に職場に立つと職員

さんも暖かくサポートしてくれて、子どもたちもたくさん話しかけてくれたり、遊びに誘って

くれたり、とても充実した時間がすごせた。その一方で「社会にでたらテキストはない」とい

う言葉を痛感する場面もたくさんあった。「次は何をしなくちゃいけない」とかはっきりした

決まりはなく、つねに臨機応変に対応しなくてはならなかった。自分で周りを察し、私のやる

べきことを探すのは大変だった。今回職員さんと同じように働かせて頂いだき、子どもたちは

もちろん保護者の方々も私を職員として扱ってくれたので、社会に出たときの感覚が少しだけ

体験できた。そのなかで学んだことが大きくある二つある。 

まず一つ目に協同労働という働き方だ。以前に授業でワーカーズコープで働く方の講演を聞

いたが、その時にはまさか自分がワーカーズコープでインターンシップをするとは思っていな

かった。その講演でワーカーズコープの働きについては大まかに知ったものも自分が働く時は

協同労働は選択肢には考えていなかった。なぜ協同労働を選ばないかというと、知名度も低く

説明を聞いても実際どのように運営しているかわからなかったからということと、メリットが

よくわからなかったからだ。しかしここでのインターンシップを通して協同労働のメリット・

デメリットについて学ぶことができた。まずメリットは話し合いを通すことでみんなで運営で

きることだ。会議ではベテランも新人も同じ立場にたち意見を出し合い、雑用など一般企業で

は新人がやるような仕事でもみんなで行う。階級がないからこそみんなで助け合い、話し合い

から自分もみんなも経営者という自覚がとても伺え、当事者意識をもって仕事に専念している

ように思えた。これは一般企業ではなかなか見られない協同労働ならではのメリットだと学ん

だ。 

逆にデメリットは一つ目に給料が低いことだ。階級がないぶん昇級などもなくベテランも新

人もみんな給料は同じである。これはアンケートの結果からも伺えた。そして二つ目にみんな

でやっていることだ。メリットでもあげたが、これは時にはデメリットになることを学んだ。
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話し合いはみんなが納得しないと次に進めないし、全員の賛同を得ることはなかなか難しいの

で結局まとまらなかったりするそうだ。 

そして協同労働と比較して一般企業のメリット・デメリットについても学ぶことができた。

一般企業のメリットは頑張れば昇級すること、作業を分担して効率的なこと。逆にデメリット

は経理が不透明なことと格差が生じ、権力が生まれることだ。 

今まで一般企業のデメリットは当たり前のこととして考えていたが、協同労働でそれらが改

善されたところで働いたら快適だと思った。だかしかし協同労働にもデメリットがあり一様に

どちらがいいとは言えない。だが今回のインターンシップを通して今まで選択肢になかった協

同労働が少し視野に入った。給料を考えると難しいがそれが改善されたら一般企業よりやりが

いを持って働くこともできるのではないかと思った。 

その理由としてアンケートで分かった職員のワーカーズコープを選んだきっかけへの回答

がある。職員の全員がワーカーズコープに就職した理由に「子どもと関わる仕事がしたかった」

と言った。わたしはそれまで協同労働に賛同してワーカーズコープに就職したのかと思ってい

たがそうではなく子ども関係の仕事がしたくて、選んだのがたまたまワーカーズだったという

ことがわかった。そこからわたしもまずは自分のやりたいことを軸として職業を探さないとい

けないと思った。就職活動を一年後と控えいろいろな情報が入ってくるようになったがまず一

番は自分のやりたいこと、やりがいを持てることをみつけなきゃいけないと思った。 

そして今回わたしが本蒲田児童館でのインターンシップにエントリーした理由にはわたし

の「子どもが好き」という気持ちは職業に繋げられるのかということを確かめたからだった。

好きなことを仕事にできることは幸せなことだと思うが、好きだからという理由だけで職業と

してやっていけるのかを実際の現場で働くことによって学びたかった。 

今回子どもたちと実際に関わって、自分が子どもたちのお手本となることや子どもたちがわ

かるように説明することの難しさなど子どもたちから気づかされることもたくさんあった。わ

たしが子ども関係の職業に向いているかどうかはよくわからなかったが、子どもが好きと言う

気持ちは改めて確認できたし、子どものお世話をすることにやりがいを持って取り組めること

もわかった。それと同時に子どもの教育に関する知識不足を感じる場面もあった。 

本蒲田児童館でのインターンシップは短期間ではあったものも、様々なことを考えるきっか

けになった。この貴重な経験は次に活かせるようにしていきたい。 
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いたばし総合ボランティアセンターにおけるインターンシップの経験 

 

田 中 風 香 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

Ⅰ 概要 

１ インターン先について 

「いたばし総合ボランティアセンター」 

都営三田線の板橋本町駅から徒歩

約 5 分のところにある。廃校になった

板橋第三小学校の校舎を利用していて、

1 階がいたばし総合ボランティアセン

ター事務局、2 階が板橋区の歴史的な

資料を保管している公文書館、3 階に

世界の絵本を所蔵しているいたばしボ

ローニャ絵本館がある。 

「いたばし総合ボランティアセン

ター」は、板橋区におけるボランティ

ア及び NPO の自主的・自発的な社会

貢献活動を総合的に推進・支援する中間支援組織である。区民、NPO 法人、板橋区社会福祉

協議会、板橋区の四者協働により設置・運営されている。 

 

２ インターン先の業務 

・学校支援 

板橋区の小中学校に車いすの貸し出しをし、障がい者理解の教育など出張教育を行う。 

・ボランティアフェスタ 

区内で活動するボランティア、NPO 団体が出展し、パネル展示や体験、模擬店、演奏、ダ

ンスなどで日頃の活動を紹介する年に一度の祭りであり、出展団体で実行委員会を立ち上げ、

企画、運営を行っている。 

・災害ボランティア 

写真 1 ボランティアセンターの事務所 

（田中風香撮影、以下同様） 
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センターでは、板橋区で大災害が発生した際に設置される「いたばし災害ボランティアセン

ター」の運営をお手伝いいただく災害ボランティアの養成講座を開催している。 

・社会起業家支援 

「社会をより良く」するために尽力しているボランティア団体、市民活動団体、NPO 法人、

個人を支援する活動である。 

・企業 CSR 促進 

CSR とは「企業の社会的責任」のことである。様々な CSR 活動の中でも、ボランティアセ

ンターでは企業の地域貢献活動を応支援していて、企業が地域活動への参画、NPO との協働

など地域の様々な社会資源と連携が図れるよう活動先の紹介や協力機関との調整など中間支援

を行っている。 

・いたばし学校 

みんなで創る自由な学校であり、区民が先生、区民が生徒である。板橋区に集う一人ひとり

が様々なテーマを出し合い、学び合い、実践していく―そんな学びの場である。誰もが参加、

企画、運営できる。 

このほかにも様々なボランティア・NPO 支援、地域づくりに関わる活動を行っている。 

Ⅱ 活動内容 

１ インターンに応募した理由、きっかけ 

私がインターンシップに参加したいと思った動機は、いずれ来る就職活動においてやりたい

職業の候補や知識など全くなかったため、将来を考えるきっかけになればと思った。 

また、インターン先にいたばし総合ボランティアセンターを選んだのは、私はボランティア

の経験はないが以前からやってみたいと興味を持っており、地域づくりの分野にも興味があっ

たため、このボランティアセンターは地域に根ざした活動を行っていると感じたからである。 

 

２ 当初の目標 

・社会で働くとはどういうことなのかを学ぶ 

・企画する力を身に付ける 

この二つを目標に掲げてインターンに参加した。 

 

３ 活動期間 
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平成 25 年 9 月～平成 26 年 2 月末までの半年間 

毎週水曜日の 3 限後 15:30～18:00 と金曜日 10:00～16:00 の週 2 日 

 

４ 活動内容 

① 事務作業 

日常の雑務として様々な事務作業を任された。たとえば、半年間継続して頼まれたのは助成

金情報についてである。これは NPO に対しての助成金に関する情報をボランティアセンター

の廊下やホームページに掲載する仕事だ。自らインターネットを使って助成金情報を調べ、廊

下掲示用の書式・ホームページ掲載用の内容に合わせて入力する。 

また、板橋区のホールで開催される母親たちのための講演会の際、子どもを預かる保育のボ

ランティアの方を見つけるためにボランティアセンターにあるボランティア登録名簿から条件

に合う人を探し、一人ひとりにボランティア依頼の電話をした。これはなかなかボランティア

の方が見つからず断られ続けると心が折れるし、ボランティアセンターの人間として電話をし

ているので緊張もした。 

ほかにも毎月出されるボランティアセンターの情報紙の夏のキッズボランティア報告のペ

ージのデザインをしたり、ボランティアセンターで行われる講座のチラシを作ったり、講座の

時のアンケート集計などを行った。 

 

② 講座 

ボランティアセンターでは様々な講座が行われている。例を挙げると、傾聴ボランティア養

成講座、災害ボランティア養成講座、CSR について学ぶ講座 NPO ネットワークを考えるワー

クショップなど本当に多様である。その中でも私が携わらせていただいている講座が 2 つあり、

これから紹介する。 

1 つめは「新しい子どもの学び場を作ろう」というものである。これは、これからの世の中

を生きていく子どもたちに、未来へとつながるワークショップを大人たちで考えようというも

のである。10 月に説明会、第 1 回と始まり 3 月までの計 12 回で、大人たちでワークショップ

の内容・枠組みについて考え、4 月から 8 月までの半年実際に子どもたちを募集してワークシ

ョップを行う。このワークショップの中で今様々ある社会課題に知らず知らずのうちに触れな

がら、将来のために様々な問題があることを知り、考えるきっかけになるようなワークショッ

プにしていきたいという思いがある。この講座の現在（2013/12/16）の状況としては、このワ

ークショップの説明会、ファシリテーターの方を招いての講座、これからの枠組みを考えてい
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く 2 回の講座の計４回が実施された。説明会を除いて最初に「ワークショップとは？」という

ことでファシリテーターの方を招いての講座をしていただいた。この講師の方は青山学院大学

社会情報学部ワークショップデザイナー育成プログラムという一般の方が受講できる講座の修

了生である。私はこの講座の中で様々なことを学びとても有意義な時間だった。講義の中で私

が新たに学んだことについては後述の発見・学習の項で詳しく述べる。この講座以降はこれか

らどうやって子どもたちへのワークショップをしていくのか、参加者で話し合うこととなった。

参加者は 12 名だが、全員が毎回参加できるというわけではないので各回によってメンバーは

異なる。一からひとつのものを創り上げる講座であり、運営する立場として「枠組みを考えて

いく」ということをどのように進めていくのかを考えることがとても難しかった。講座の最初

に話し合いしやすい環境をつくるためにアイスブレイクを考えることや、話し合うにしてもグ

ループを作ったほうがいいのか、など本当に一から考えた。講座の参加者の方は様々な人が集

まっていて、自分たちが予想もしていなかった方向に話が進んだり、思い通りにならない部分

も多々あったりした。しかし、そういった部分を含めてみんなでつくりあげるということであ

り、予想外の展開になることがその面白さであると思った。バックグラウンドが違う人が集ま

り、自分にはない発想を持った人と話すことはとても面白いと感じた。私は今まであまり自分

から今身近にある慣れた周りの環境から外へ出ようとしたことがなかったので自分の知らない

世界が見えたようで新鮮であった。まだ講座は途中段階であり、これからまたどのように展開

していくのかが楽しみである。 

2 つ目に、「仲間と一緒に、我がまちのコミュニティカフェ」という講座に携わらせていただ

いている。この講座は何かしたいと思っているが何から始めていいのかわからない、コミュニ

ティカフェという言葉を耳にしたことはあるが何をしているのかわからない。そういった方た

ちに向けてコミュニティカフェを題材に地域課題の発見や地域での自分のポジション、社会起

業の事例を見ながら自分たちにできることを発見してもらうような講座である。コミュニティ

カフェとは、地域社会の中で「たまり場」、「居場所」となっている人と人とのつながりの場の

ことである。この講座は 2014 年 1 月から始まるもので、各回講師の方を招いての講座である

ため、まだどのような講座になっていくのかということは全く分からない。講座の準備段階と

して全 5 回の講座の進め方、持っていき方を第 1、2、5 回の講師でもあるとしま NPO 推進協

議会代表理事の柳田好史氏と本多絵理子氏のもとを訪ねての打ち合わせに同行させていただい

た。普通の大学生活をしていたらなかなか関われないような方とお話ができてとても貴重な体

験になった。柳田さんは公益財団法人長寿社会文化協会（WAC）でのコミュニティカフェ開設

講座もされている方で、豊島区の地域サロン「みんなのえんがわ池袋」の運営に携わっていて、
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コミュニティビジネスの専門家だ。

私の中でコミュニティカフェは地

域のためのものではあるがビジネ

ス要素が強いイメージがあった。

そうしないと運営が成り立たない

と思ったからだ。しかし柳田さん

は「コミュニティカフェは極端に

いうとテーブルと椅子だけあれば

いい」とおっしゃっていたのが印

象的だった。利益などではなく、

地域住民のことを考えた姿勢に考

えを改めさせられた。本当に地域

のためのコミュニティカフェを作

っているのだなと感じた。この講

座もこれからどのように展開して

いくのか、またこの講座は「仲間

づくり」ということもテーマにし

ているのでどのような人が集まる

のか、人との出会いも楽しみのひ

とつである。 

インターンシップの業務内容の中でチラシづくりをたびたびすることがあった。その中でも

このコミュニティカフェの講座のチラシづくりも行った（図 1）。 

 

５ 目標達成度 

インターンシップ期間である半年のうち 4 か月程度経過したが、その中で当初に設定した目

標をどれだけ達成できたかということであるが、まず 1 つ目の「社会で働くということとは」

という目標については少しずつ分かってきたように思う。継続して働いていく中で自分の中で

仕事に対する向き不向き、好き嫌いが出てしまうことがある。しかし、自分の感情とは関係な

くどの仕事もこなしていかなければならないのだと思った。たとえば、パソコンで作業をする

ことはうまくできないことが多かった。慣れていないことや知識が少ないということもあると

思うが、自分で納得いかないこともあった。しかしうまくいかなかったものでもそれを乗り越

図 1 コミュニティカフェの告知 

（田中風香作成） 
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えてこなしていかなければならないと思った。また、仕事と一言で言ってもどのような内容の

ものがあるのかでさえ私にはわからなかったのでその片鱗でも見えたことはとても貴重な体験

であったといえる。 

 2 つ目の目標である「企画力を身につける」という点については全く達成されていない。私

がインターンでお世話になっているいたばし総合ボランティアセンターではインターン生が自

由に企画を作って職員の方に見てもらうということができる環境であるが、私自身、このボラ

ンティアセンターで何がしたいか、何ができるかということがわかっていなくてどうしていい

かわからない状況であると感じた。1 から何か企画を立ち上げるということははっきりとした

目標を持っていなければできないと思い、考えてみた結果、まだよくわからなかった。これを

やりたいと強く思うには少しのきっかけや周りや社会の状況に目を向け、知ることがまずその

一歩だと思った。 

 これからあと 2 か月近くインターンシップを続けるにあたって、1 から何かを企画するとい

うことは私にはまだ知識や経験が足りないと感じたため、ボランティアセンターで知識や経験

をより吸収させていただき、やりたいことを明確にさせられるようにしたい。企画することは

まだできなくても、今ある企画を成功させて、ワークショップや企画を運営するという立場に

ついてもっと学んでいきたい。 

Ⅲ 困難の乗り越え 

このインターンシップを通して感じたことは、半年間という長い期間を通して行っているた

め、あまり自分の中で成果をあげられていないということもあり、中だるみのように感じてし

まうことがあった。これは、やっていて楽しい仕事の時は時が過ぎるのも早いが、単調な仕事

をしているときはモチベーションが上がらず、やる気がでないこともあった。また、企画とい

う面でもあったが、自分の積極性のなさが目立ったように感じた。何をしていいのかわからな

いということはあるが、もう少し積極的に活動していかなければならないと心の中では思って

いながら実際に行動に移せないでいた。それは今もそうであり、これからどのようにこれを乗

り越えていくか、どのように積極的に行動していくか、考えていかねばならない。企画を考え

ることも含めて、自分が職員の方にやるべきことの指示を乞うばかりではなく、自分からやり

たいことを提案できるまでになりたい。まだこの点については乗り越えられていない課題であ

るため、これから乗り越えていきたい。自分から行動できるようになり、より仕事を楽しむこ

とができたら中だるみ等もなくなっていくのではないかと思う。まだまだインターンシップの
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中で課題はあると思うので改善していきたい。 

Ⅳ 発見・学習 

私はこのインターンシップの中で様々なことを学んだ。その中で今まででは知り得なかった

情報をたくさんいただいた。それをここで紹介していきたいと思う。 

まず「新しい子どもの学び場をつくろう」という講座のワークショップの講義をしていただ

いた時のことについてである。ファシリテーターの方のお話の中で、この講座の中でのルール

として①新しい発見・もやもやを共有する②否定しない③聴き合うという 3 点をあげた。この

②と③は言葉通りであるが、①の新しい発見・もやもやを共有するという言葉が私の中でとて

も印象に残った。これは、私たちは大人になると今までで既に知っていることをほかの人と共

有することが楽しかったり、新しいことを知っても新しい事柄はなんだかもやもやしたり、す

っきりしない気持ちになってしまい、すでに知っていることに当てはめたりすることですっき

りした気持ちになる。しかし、実際はそのもやもやしたものがひらめきや発想に大事である場

合があり、それを周りの人と共有することでその人にとっても何か気づきにつながることがあ

るため、共有することが大事であるとおっしゃっていた。私はこれを聞いたとき、確かに新し

いことを学んだ時、気持ちよく知識として吸収されるときと、なぜか納得いかないようなよく

わからないもやもやが残るときとがあると思った。私の中でこの言葉はとても印象的で、心に

残っている。 

同じく、この講義の中で「カタルタ」というものを使用した。カタルタとは、写真 2 のよう

にトランプになっていて、その 1 枚ずつに接続詞が書かれているものである。このカタルタを

使って自己紹介をした。まず、紙に①

名前と呼んでほしい名前②子どもの頃

よくした遊び③この講座に参加しよう

と思ったきっかけ④これを書いての今

の気持ちの 4 つを書く。そして参加者

全員で円になって一人ずつ発表する。

そして④を言った後で、裏になってい

るカタルタを 1 枚引き、そのカタルタ

に書かれている接続詞の後に続けて言

葉をつなぐという自己紹介をした。即 写真 2 カタルタ 
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興で言葉を考えなければならないということでドキドキしたり、ほかの人の言葉のつなぎ方に

感心したりととても楽しい時間であった。私自身は即興で言葉を考えるということが苦手だと

再認識し、これから克服していきたいと思った。 

次に、コミュニティカフェの講座でとしまＮＰＯ推進協議会の柳田さんにお話を伺った時の

ことである。まず、柳田さんがかかわっている立教セカンドステージ大学という 50 歳以上の

シニアのための「学び直し」「再チャレンジ」のサポートをする学校で、地域社会とのネットワ

ークを作ることや、セカンドステージに踏み出すための場所があることを初めて知った。現在

少子高齢化でシニアが増え、リタイアしても元気なシニアが多いということは分かっていたが

このようにもっと学びたい、何かしようという高い志を持ったシニアが多くいるのだというこ

とを知り、刺激を受けた。若い人だけではなく、これからの時代はシニアの力もますます社会

を支えるものになっていくのだろうと感じた。 

また、日常の業務の中でも新しく知ったことがたくさんある。いたばし総合ボランティアセ

ンターのセミナーではないが、「これからの大学

生支援のすすめ―悩める大学生を支えるために

―」というセミナーの存在を教えていただいた。

「大学に居場所がない」「大学を休みがち」「建

前でしか友達とつきあえない」「周囲とのコミュ

ニケーションが難しい」など、大学生は様々な

悩みに直面しているが、そうした学生たちはそ

の悩みを一人で抱え込むことが多く、なかなか

相談機関に結びつかなかったり、大学生のニー

ズに応じた支援方法が少なかったりする状況で

ある。大学内の学生相談室などだけでなく、様々

な関係機関・団体と協力して、悩める大学生を

支援する方法について考える大学関係者や支援

団体向けのシンポジウムがある。これはＮＰＯ

等ではなく東京都が主催するものであり、事の

深刻さを示している。大学生といっても 20 歳

前後のもう大人といっていいくらいの年齢であ

る。その大人がほかの人に支援してもらう、ど

うにかしてもらうということでよいのかということを職員の方に言われた。大学生が就職活動

図 2 講座のチラシ① 

（田中風香作成） 
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に失敗してフリーターになったり、就職しても些細な嫌なことのために数年でやめてしまった

りする状況である。これはリストラされてホームレスになってしまった人とは社会経験が違う

ため、ホームレスになってしまった人と大学生でニートになった人とでは社会復帰の余地が違

うとおっしゃっていた。また、青年の就労支援として若者サポートステーションなど様々な支

援があるということを知った。しかし、若者がその情報にどのようにたどり着けるのかという

点で少し疑問が残る。大学生が自ら情報を得るために動き出さないと何も状況は変わらない。

個々人の意識の違いがこれからの選択肢の幅や仕事に影響していくのだろうと感じた。私は

様々な情報やイベントなどがあるということを、インターンシップを通じて知ったので、でき

る限りたくさん活用していきたいと思った。 

毎年 2 月に行われている「ボランタリーフォーラム TOKYO」というイベントの存在も教え

てもらった。東京ボランティア・市民活動センターが主催し、たくさんの団体が集まる実行委

員会が企画・運営を担っている。3 日間で様々な団体が出展し、講義や参加者も含めて話し合

いを設けたり、体を動かすワークショップを行ったりしている。若者や地域・つながりなど 4

つのカテゴリーに分かれていていろいろな分

野から出展されている。この中でボランティ

アセンターの職員の方がかかわっている異な

るルーツを持った人々との次世代の多文化共

生を考えるというブースのチラシづくりをさ

せていただいた。そのチラシづくりからこの

イベントの存在を知ったが、このフォーラム

に私はとても興味を持ったので参加をしてみ

たいと思った。1000 円という参加費はかかる

ものの、自らの足で新しい場に踏み込んでみ

ようという自分なりの挑戦でもある。私は前

述の通り自ら慣れない環境に飛び込もうと思

えないためそういったことに消極的であった

が、インターンシップを通じてそれが楽しい

ものであると気づけたため、行ってみようと

思えた。これは自分の中での進歩でもあると

思う。また、このとき作成したチラシは図 2

と 3 である。このチラシ作成の依頼をもらい、

図 3 講座のチラシ② 

（田中風香作成） 
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2 種類のチラシを作成した。それを職員の方に見てもらい、2 つを見比べたとき、どちらの方

がより目につくか、わかりやすいかを考え、図 3 の方が良いと言っていただき、少し修正して

もらってから東京都にまわるチラシにしていただいた。今まで何度かチラシづくりをしてきた

が、実際に世間に出回るまでのものは担当していなかったので、自分が作ったチラシが多くの

人の手に渡るということで緊張もするが、うれしくもあった。このチラシを見てこの分科会に

足を運ぶ人がいればと思う。 

そして、これは職員の方個人の話を聞いたときに WWOOF というものを知った。WWOOF

とは、お金のやりとりなしで、「食事・宿泊場所」と「力」そして「知識・経験」を交換するし

くみである。有機農場や、環境を大事にする人たち、自然が豊かに残っている場所、または人

と人との交流を大切にしているところと、農業や、生き方について学びたく、仕事の手伝いや

家事の手伝いをしてみたい人たちとをつないでいる。何をしたら相手が喜んでくれるかをお互

いが念頭に置きながら一緒に生活するものである。私は以前から農業に興味があったこともあ

り関心を持ってそのお話を聞いた。WWOOF は世界中にあり、その方の群馬や沖縄、イタリア

での経験を聞き、地域づくりにも関心があるため、日本の地方で WWOOF をやってみたいと

思った。普通の観光ではなく、「家族」としてその家にお世話になるという新たな形に興味を持

った。農業をしてみたいという気持ちはもともと持っていたが、実際に実行するにもどのよう

にしたら良いのかわからず、できないのではないかと半ばあきらめていたためこのお話を聞け

たことは本当に運が良かったと思う。地域づくりのインターンシップに行った人の話も聞いて、

第二の田舎ができたと言っていたのがうらやましく感じたので、インターンシップとは違う形

ではあるが、地方と関わってみたいと思った。これから WWOOF に参加する計画を自分で熟

考していこうと考えている。 

このようにたくさん新たに知ることがあった。これらの発見からの学びが、私がインターン

シップをしてよかったと思ったことである。 

Ⅴ まとめ 

私はこのインターンシップを通じて本当に様々なことを学ばせていただいた。きっと私が今

気づいていないことであっても、知らないうちに身についていることもあるかと思う。私が特

に感じたことは、情報を入手するということは簡単なことのようで意外と難しく、自分が知ら

ないことはまだまだたくさんあるということだ。インターンシップをしていなかったら知り得

なかった情報ばかりであるし、今までの大学生活を続けていたら自ら情報を求めていこうと思
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うこともなかっただろう。大学生という時間があるときにこそできることがあると思うので、

この時間をもっと有効活用していきたいと感じた。それもインターンシップを通じて得た情報

や出会った人からの影響である。様々な人と出会い、様々な情報を得ることでこれからの選択

肢や行動が変わってくると感じた。新たに知ったことひとつひとつ、新たな出会いを大事にし

ていきたい。インターンシップを通して出会った人はたくさんいる。ボランティアセンターの

職員の方はもちろん、ボランティアセンターの管理をしている障がいを持った方やボランティ

アの方、講座で知り合った方など本当にさまざまだ。そうしたひとりひとりとの出会いは本当

に貴重だと感じた。人との出会いと同様、その新たに出会った人から得た情報も自分の今後の

人生を左右するかもしれないし、影響は大きい。自分と違った意見を持つ人と会話し、自分に

はなかった考え・発想を知るということは自分の教養や知識を広げるという意味でとても大切

であると考えた。これからの人生の中でも情報を得ることと出会いについては大切にしていき

たい。 

ボランティアセンターのなかで多様なボランティア活動が扱われていることに触れた中で、

私は社会起業や社会貢献、地域づくりに関心があることに気づいた。今まで自分が何に関心を

持っているのかさえはっきりしていなかった。自分がこれからの大学生活の中で何を学んでい

きたいのかということが少しわかってきたように思う。その方向性が実際に就職と直接結びつ

くのかということは分からないが、学んでいきたいと思えることができたことが大きな収穫で

ある。 

インターンシップをしたきっかけは就職について考えたいということであったが、自分が将

来これになりたいという明確な目標はまだない。しかし、インターンシップで得たものはたく

さんある。これらを活かしてこれからの大学生活を過ごしていきたい。将来の就職についての

明確な目標にはつながらなかったが、大学生活や卒業後の生活に大変役立つことを多く学んだ。

人生の中で活用していけることばかりであった。私の場合まだインターンシップは続く。改善

すべき点を直し、これからも多くの情報を得て自分の中に吸収し、学んだことを活かしていき

たい。 

 

参考資料 

いたばし総合ボランティアセンター 

http://ita-vc.or.jp/ 

東京都青少年・治安対策本部「これからの大学生支援のすすめ－悩める大学生を支えるために－」 

http://www.seisyounen-chian.metro.tokyo.jp/seisyounen/14_daigakuseishien.html  
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（株）Vicovico におけるインターンシップから得たもの 

 

池 田 つ か さ 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ 概要 

私がインターンシップでお世話になったのは、株式会

社 Vicovico だ。8月 19日から 30日までの平日 10日間、

10 時半から 17 時頃まで、企画の発案や事務仕事などに

携わらせていただいた。 

ではVicovicoとはどういった会社かということをこれ

からお話ししたい。広告代理店の株式会社 Vicovico は、

2007 年 9 月に設立されており、Vicovico という社名は

｢ヴィジョン(vision)｣と｢コンセプト(concept)｣に由来し

ている。「マーケティングコミュニケーション」と「農業

マーケティング」を柱にしているのが特徴だ。｢マーケテ

ィングコミュニケーション｣は広告プロモーションやイ

ベント、各種制作物に至るまで仕事内容は多岐に渡るが、

クライアント企業が提供する商品やサービスの特性、｢ヴ

ィジョン｣と合致するかを大局的な視野で考え、個々の

｢コンセプト｣を再確認し、今何をすべきかの｢本質｣を考えクリエイティブ活動を行っている。

「農業マーケティング」のプロジェクトは“農業の産業化、高付加価値化、地域活性”を目的

とした、人材の育成を柱とした活動だ。 

場所は、東京都渋谷区広尾で恵比寿駅から徒歩 7 分程度のところに位置している。写真 1 の

真ん中の建物だ。建物の中（写真 2）はとても綺麗だった。 

Ⅱ 活動内容 

１ 動機 

写真 1 事務所外観 

（池田つかさ撮影、以下同様） 
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そもそも、なぜ私がインターンシップをしようと思

ったのかというと、大学生活を一年間過ごしてみて、

勉強はそこそこ、遊びもそこそこ、バイトもそこそこ

して楽しんでいたけれど、物足りなさを感じ、「自分は

大学生活でこれをやったぞ！」と誇れるような「何か」

が欲しくなっていた。そして二年生になり、インター

ンシップを経験した先輩のお話を聞く機会が増え、彼

らの行動力に感心し、実体験を通すからこそ何かを得

ているように思えた。そのため、私もインターンシッ

プを通して何かを感じ、考え、学びたい、と思ったの

がきっかけだ。 

また、ではなぜ Vicovico でインターンをしたいと思っ

たのかというと、インターン募集のサイトに「農業に興

味を持っている方」「今後、地域に貢献したいと思っている方」という言葉が載っており、もと

もとその二つに関心があったからだ。また、そのサイトのデザインがとても魅力的だったため

惹かれたことも大きかったように思う。これらにより、私はインターンシップをすることに決

めた。 

 

２ 活動内容 

インターンの当初、積極的に自分から行動することと、しっかり行動に移すことを目標に掲

げてやっていった。今まで何かをしたいと思っても胸にとどめてしまって行動に移さないこと

が多かったように感じるので、とにかく自分から行動しようと心がけた。 

 

次に、活動内容についてだ。様々な活動をしたので、それぞれについて詳しく話していこう

と思う。 

 

① 自分史を振り返る 

これはインターンの初日の、最初に行ったことだったが、今までの自分の人生１０年間ほど

を思い出して、学校の出来事、プライベートでの出来事、そこから考えたこと、身につけたこ

となどをワークシート（写真 3）に記入していった。これによって過去の自分を思い出し、昔

から変わらない自分の特徴に気づくことができた。これは、後に述べる「自分マーケティング」

写真 2 事務所の廊下 
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をする際にも役立ったように思う。この

活動は、出来事だけでなく、そこから得

たことを記入するので、この方法から、

「何をしたか」だけでなく、それをして

「何を感じたか」「何を学んだか」などと

いうことのほうが大切なのだと改めて気

づくことができた。今までは、何をした

かなどを言って満足することがあったが、

形だけでなく中身が重要で、それを充実

させたいと感じた。 

 

② マーケティング 

まず、Vicovico がマーケティングを柱にしている会社だということもあり、マーケティング

について社長からお話をしていただいた。右図の通り、戦前、戦後は生産・技術志向（製品志

向）のマーケティングだったものから、1970 年から顧客・販売指向、現代は価値主導のマーケ

ティングへと、時代とともに市場も需要の質も変化しているため、自社のおかれた環境や社会

背景によって最適なマーケティングを採用する必要があると学んだ。 

 

また、マーケティングについて身近なところから、環境・目的・強みは何なのかを考えてい

った。環境とは、顧客ニーズ

のこと、目的は会社がやりた

いこと、強みは競争相手に勝

てる力のことを指す。私が考

えた例を挙げると、私の好き

な洋服店のことなのだが、環

境としては、落ち着いた雰囲

気で、良質で、少し値段が高

めで、他の人と異なる洋服を

好む人からの支持があるよう

に感じた。目的としては、私

はその企業で働いているわけ

写真 3 自分史のふりかえりシート 

図 1 マーケティングの歴史 

（出典：Vicovico の資料） 
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ではないので、その会社のホームページを参考にして、自分らしく、リラックスできて、長く

愛せる服を女性に届けることとした。強み

としては、質が良く、価格が高めなので価

格競争に巻き込まれないとした。 

また、このような考えを基に「自分マー

ケティング」というものもした。これは、

自分についての環境（他者に求められてい

ること）・目的（自分がやりたいこと）・強

み（自分の長所）は何かということを考え

た。自分マーケティングをしてみて、自分

の短所はすぐに思いついたが長所はなかな

か出てこなかった。そのため、自分史を振

り返って分かったことや、（これはインター

ン期間の真ん中くらいに行ったので）それ

までしてきた活動を通して思ったことを基に考えた。 

 これらのマーケティングの考えを少し学んだことは、以下の活動に生かされたように思う。 

 

③ PC サイト立ち上げ 

 次に、PC サイト立ち上げについてだ。これは、全国農業協同組合連合会（全農）という、

北海道を除く日本全国の農業組合などの連

合組織で生産資材や生活用品の共同購入な

どをしているところとVicovicoがコラボレ

ーション企画でサイトを立ち上げるという

ことで、どんなものにしていけばよいかと

いうアイディアを出していった。全農側は、

現状として農業資材（写真 4）の市場規模

を見ると（図 3 参照）約６割がホームセン

ター、約４割は JA 全農から買っていると

いうことで、ホームセンターより規模が小

さいため、もっと資材を売りたいという思

いがあった。その一方で Vicovico は農業に

図 2 環境、目的、強みの関係 

（出典：Vicovico の資料） 

写真 4 農業資材の例 

（出典：株式会社キートス） 



池田：（株）Vicovico におけるインターンシップから得たもの 

84 

ついて力を入れていきたいということもあり、両者が手を組み、農業を次世代に広められるよ

うな付加価値のあるサイトにして

いきたいという思いがあった。し

かし、そもそも農家の方は高齢者

が多く、web を使用する人はかな

り少ないという難点があったため、

どんなサイトなら見てもらえるの

かを考えた。 

 私が考えた案は 2 つある。1 つ

目は成功体験、自慢エピソード募

集というものだ。これは私の祖父

のことを思い出していたら浮かん

だ案だった。祖父は今となっては

物忘れをすることが増えてきたが、昔のことは鮮明に覚えており、同じ自慢話を耳に胼胝がで

きるほど聞かされてきた。したがって、自分の成功体験がサイトに載るとなれば嬉しいだろう

し、そのサイトを見たくなるだろうし、見たことによって農家さんのやる気や自信に繋がり、

そのサイトが昔の人の知恵を受け継いでいける場になりうるはずだと考えた。２つ目は若者応

援プロジェクトということで、学生など、農業に携わっている比較的若い人に取材をして、そ

のサイトを見ることで若者も頑張っているのだと少しは感じられるだろうし、日本の未来に希

望を見いだせると考えた。 

 しかし、この２つの案はサイトを見てみないと内容を知ってもらえないため、農業新聞とい

う農家の方が読む新聞があるらしいので、そこに宣伝として掲載すればよいのではないかと提

案した。 

 これらの案は、九州の直売所に行って、直接農家にインタビューをして、当事者からの直接

の意見を聞き出す計画だったため、質問事項を作成した。その内容としては、農家全員対象に

人手（若者など）を増やしたいと思うか、今後日本の農業はどうなると思うか、30～50 代を対

象に新しい農作物づくりの情報提供が Web で紹介されていたら活用したいか、60 代を対象に

今まで農業に携わってみての体験談（成功事例）を誰かに伝えたいと思うか、もしそれが Web

に載ったら見たいかどうか、などだ。直売所に来る農家の方は忙しいため、アンケートは記入

してもらうのではなく、口頭でインタビューして、農家の方の回答を私たちインタビューする

者が紙に書き込むという形式を想定して選択肢についても考えた。 

図 3  農業資材購入場所のグラフ 

（出典：Vicovico の資料） 
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しかし、都合が合わなかったためイン

タビューをすることは叶わなかった。し

かし社長に賛同していただけたので、何

かに生かしてもらえたらよいと考える。 

 

④ カタログの企画 

これは、株式会社シモジマからの依頼

で、フラワー資材のカタログの次号の企

画提案をしてほしいということで、前回

の号や他社のカタログを参考に、次号は

どうしていくかという案を練っていった。 

社長とそれについて話している時に、

シモジマの特長は品揃えとカラーバリエ

ーションの豊富さだと仰っていたが、私

はカタログを見てそれに気が付かなかっ

た。そこで、この特長を最大限に活かし

て、使いやすいカタログにすれば良いの

ではないかという案を考え、社長向けに

パワーポイントを作成し、説明した。図

4と図5が実際に作成したものの一部だ。 

他社のカタログで 1ページに写真がた

くさん載った扉ページのようなものがあ

ったのだが、それは種類の豊富さが一目で分かる一方、せっかくページ数が書いてあり実用性

があるのに、それが小さすぎて気づかれにくいのではないかと感じたため、私は扉ページを付

けることによってシモジマの特長である品揃え、カラーバリエーションの豊富さを引き出し、

実用性に優れたカタログにしていきたいと提案をした。 

 

その他に、巻末のおまけのページに掲載するもののアイディアをいくつか考えた。（図 6）地

域活性プロジェクトという、花を通じて地域を盛り上げているところに焦点を当てて取材し掲

載するという案、花屋のカフェ展開という、花とカフェの共存のような情報を載せるという案

などを考えた。 

図 4 カタログ企画書① 

（池田つかさ作成） 

図 5 カタログ企画書② 

（池田つかさ作成） 
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これらを考えている時に、企画提案を

するときは 3 つくらいを用意して、1 つ

はあまり現実的ではないけれど企画性の

あるもの、2 つ目は実用的なもの、3 つ

めはおまけとしての、捨て案のようなも

のをたくさん考えるとよいということを

社長が仰っていた。 

このカタログは花屋の方が読者という

ことだったので、こういったことに興味

があるのではないかと感じた。 

 

 社長に向けて、インターン生 2 人でプレゼンテーションを軽く行ったのだが、その後に社長

から、プレゼンの仕方をいくつか教えていただいた。その中でも、聞き手が聞きたい情報だけ

を述べる、自分のことを少しだけ紹介してからプレゼンを始めるということはよく覚えている。

聞き手が聞きたい情報だけを述べるというのは、まず初めに話す流れを説明してから本題に移

ることや、相手の反応を見て臨機応変に述べていくことが大切ということで、反応を伺いなが

ら発表していくのは上級者テクニックのように感じたが、必要な要素のように感じた。また、

自己紹介を軽くしてから本題に移るというのは、やはり聞き手にとって、プレゼンをする人が

どのような人なのか知ることで関心が高まりやすいと聞いて、今後実践してみたいと思った。 

  

⑤ インタビューのテープ起こし 

考える作業とは打って変わって、インタビューの録音したものを聴いてその言葉を打ち込ん

でいく作業もした。これはお茶のネットワークビジネスをしている 3 人の方にインタビューし

たものだった。そのインタビューをその会社の雑誌に載せるために、インタビュー内容すべて

のテープ起こしをするということだったので、少しだけお手伝いをした。 

そこではなぜ 3 人がそのお茶のビジネスを始めるようになったのかという話がされていた。

私は今までネットワークビジネスとはどのようなものか具体的に分からなかったけれど、口コ

ミを通じてその輪を広げていって、商売になっていくというようなことを知った。「借りを返し

たいと思ったのが、始めたきっかけの 1 つ」という話がされていて、このビジネスは人間の心

をうまく取り込むことで成り立っているように感じた。しかし、きっとどのビジネスであって

も人の心を動かせなければ物を買ってもらえないし、商売は成立しないと思うので、私は日々

図 6 地域活性プロジェクト企画書 

（インターン生 S さん作成） 
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そういった、企業などの思惑の中で生活しているのかもしれないと感じた。 

1 日を通してこのテープ起こしの作業をしていたのだが、内容を聴いていると、声からその

人の思いが伝わり、表情も想像ができて、声は思いを表現することにおいて重要な役割を担っ

ているのだと思った。 

また、ずっとパソコンに向かって、声を聴いては停止し、入力していくという地道な作業は

根気のいるものではあったけれども、苦ではなかったので、事務的な仕事に自分は向いている

ようにも感じられた。 

 

⑥ 地図の文字打ち 

これは、ある会社からの依頼で、簡単な地図を作成してほしいということで、インターネッ

トに載っている詳しい地図を参考にして、どの道、どの店を目印とするかなどを考えて、私は

地図を作成する技術はなかったけれども、道路や店の名前を illustrator というソフトに打ち込

んでいく作業をした。そのソフトは初めて使うものでどうしたらよいかを教えてもらいながら

やっていった。シフトを押しながらどうすると縮小できるなど、知らないことが多かったが、

やっていくのにつれてこういった作業も楽しいと思えた。 

いつも自分は地図を見る側だったけれど、作る側の立場に立ってみて、意外に地図を作るの

は大変だと分かった。 

  

こういった様々な活動を通して、企画など、アイディアを出す作業は普段生活しているとな

かなかやらないことだったので、慣れておらず少し大変だったけれど面白かった。また、文字

打ちなどの事務的な作業は根気がいるけれども、昔から裏方のあまり目立たないが重要な仕事

を好む傾向があったので、向いているのかもしれないと感じた。しかし、企画などを考えるこ

との楽しさなど、新しく気づくことができたこともあったので、やはり経験してみないと分か

らないことはたくさんあるのかもしれないなと改めて考えさせられ、自分と向き合うきっかけ

になった。 

Ⅲ 困難の乗り越え 

初めの 3 日間ほどは、もう 1 人のインターン生と社長と私の 3 人で話し合いをする際に、自

分の意見を言えず、言う流れというか、タイミングも掴めず、2 人の言っていることを聞くば

かりになってしまって、それが私にとっての大きな壁だった。しかし、それではせっかくイン
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ターンをしているのに何も出来ず、いる意味がないと思ったので、その後は話に対して質問を

するなどして、とにかくその場で喋るように心がけた。すると、だんだん発言ができるように

なって、その発言に対する相手の反応を聞けて、良い方向に向かっていったように感じた。 そ

してその結果、先ほど述べたような、サイトの案、カタログの案が浮かんだのだった。そのた

め、質問することは本当に大切なことだと感じた。こんなことを聞くのは恥ずかしいと思って

しまうこともあったが、わからないことは素直に尋ねることで自分の存在感を自分にも他者に

も示せるように思うし、何よりその話をしっかり理解できるため、分からないことをうやむや

にしてしまうよりずっと良いと思った。 

Ⅳ 発見と学習 

得たこととして、他のインターン生からの刺激は大きかったように思う。その方は 1 つ学年

が上の大学 3 年生、学校でもインタビューに行き、雑誌の作成などをしているそうで私よりも

企画を考えることは慣れていて、彼女から発せられるアイディアには感心させられた。また、

彼女は好奇心旺盛で、行動力があって、聞いたこともないような資格をたくさん持っていて、

アルバイトをして自分で稼いだお金で 1 人海外旅行に行くなど、会ったことのないタイプで、

あまりに自分にない良いものを持っている方だったため引け目を感じずにはいられなかったが、

私にも彼女にない良いところがあるかもしれない、そして彼女から良いところを吸収していけ

ばいいと思い込むようにして取り組んでいた。 

彼女に出会ったことで、私は何がしたいと思うだけで行動しないことがあったので、もっと、

彼女のように行動して何かを経験していきたいと感じられて、他にもたくさんの良い刺激を受

けられた。自分と違う人に出会えるのは、インターンならではの良さなのかもしれないと思う。   

 

次に、インターンを通して、印象に残る言葉がいくつかあったので、その中の 4 つについて

述べていきたい。まずは１つ目。今の時代は「イイネ！」の時代で、周りの人が言っているこ

とが響きやすいという言葉は、確かにそうだと感じた。物を買うときは買った人の意見が書か

れている「レビュー」を参考にするし、周りの友達が「これ美味しかった」「この本面白かった」

と言っていると、買ってみよう、読んでみようという気になる。このようにして物は出回って

いるのではないかと感じた。 

2 つ目は、“Yes but”ではなく“Yes and”という言葉だ。私は他の人と話しているときに、

「それいいね、でも…」と一時は賛成しても現実性に欠けている考えや、突飛な考えは取り除



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

89 

 

いてしてしまうことがあった。しかし、そうではなく、その人の考えに賛成してそのアイディ

アを生かそうとすることが大切だということを学んで、今後実践していきたいと感じた。 

3 つ目は、自分の考えを疑ってみるということだ。私は今まで、自分は正しいと思い込んで

しまう傾向があったのだが、それが本当に正しいとは限らないから、疑ってみることも大切だ

ということを改めて聞いて、気を付けなければいけないと思った。自分が正しいと思い込んで

いると、もし相手が違うことを言っていたら、その意見を初めから聞こうとしないので狭い見

方でしか物事が見えなくなってしまう。もちろん、自分の意見をしっかりと持つことも重要だ

ろうが、自分の考えを疑ってみることは、相手の意見に耳を傾けられる柔軟性に繋がり、より

広い見方ができるのではないかと感じた。 

4 つ目は、「形だけの会議なんてたくさんあるよ」という言葉だ。これは、社長と私を含むイ

ンターン生と、3 人で現代の社会について話していた時に社長から聞いたことだった。不祥事

の謝罪会見がよくテレビで報じられており、私はそれを見て、本当に申し訳ないと思っている

ようには感じられず、用意した原稿を読んで、都合の悪い質問には答えていなくて、こういう

ことに良い印象を受けないという話をしたら社長は、形だけで意味のない会議もあって、でも

その会議がいかにもちゃんとやっていますと言いたげにテレビで報じられていると仰っていた。

これを聞いて、社会人になったらこんな世界が広がっているのかと思うと、「それってどうなの

だろう」と感じてしまって、社会は希望と夢だけで溢れているものではないのかもしれないと

ある種の学びになった。 

Ⅴ 目標達成 

活動を通して、当初に立てた目標の積極的に動くということはなかなか達成できず、反省し

ている。初めの 3 日くらいはもう 1 人のインターン生の魅力に圧倒され、意見も言えずに過ご

してしまったのが大きな反省点だ。一方、思いを行動に移すというのは、質問をすることから

始めようと思い、それを行動に移せたので自分自身の成長の一部だと感じる。 

インターン最終日に、2 週間のインターンシップ経験のレポートを作成し発表した時に、先

ほど述べた困難についても言及したところ、社長から「池田さん、急に変わったよね」「そうい

う状況で自分自身を奮い立たせられる人とそうでない人がいるからすごいと思った」という言

葉をいただいて、とても嬉しくて、以前よりも自信がついたし、もっと頑張ろうと感じられた。 
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Ⅵ まとめ、これからのこと 

インターンでの様々な活動を通じて視野が広がったことは本当に良かったと思っている。例

えば普段は、雑誌であれば読む側、洋服であればただ買うだけの、与えられる存在だったけれ

ども、カタログやサイトを作る側、仕掛ける側の立場に立つことで、いつもとは異なる、広が

りのある見方をするようになった。例えばインターンを終えた後には雑誌を見る時も、ただこ

の商品いいなと思うだけではなく、この配置、見せ方は面白いなと感じられた。 

また、様々な活動を通していろいろなことをさせてもらったが、その都度自分と向き合うこ

とができ、現時点で自分が向いていること、向いていないことに気付いた。インタビューのテ

ープ起こしなどの根気のいる作業は向いていて、企画を考えるのは楽しいけれどもそこまで向

いていないような気がした。しかしもっと企画などもやってみたいと思えた。しかし、長い人

生の中でやりたいことを絞りすぎてしまうと視野が狭まってしまう気がするので、今はまだ他

のことにも挑戦していきたいと考える。例えばボランティアをしたり、海外に行ってみたり、

苦手意識があるプレゼンテーションも克服していきたいし、他の職業も知っていきたいし、い

ろいろな人と出会って学んでいきたい。 

 そして何よりも、やってみないと分からないことがたくさんあるように感じたので、残りの

大学生活では経験値を高めて、視野を広げて、将来のことを考えていきたい。 

 

参考資料 

株式会社 Vicovico  

http://www.vicovico.co.jp/vision_concept/ 

株式会社キートス 

http://www.kiitos1976.com/nohgyo/nohgyo-index.htm 

JA 全農 

http://www.zennoh.or.jp/index.html 
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（株）秀實社におけるインターンシップの経験 

 

戸 澤 雪 美 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

◯企業：株式会社 秀
しゅう

實
じつ

社 

◯インターン期間：2013 年 10 月 11 日〜2014 年 1 月 11 日（3 ヶ月間） 

◯主な活動内容：来客出迎え見送り、学生向けプロジェクトの情報発信、社食作り等 

Ⅰ 会社概要 

 私がインターンシップを行っている会社は株式会社秀實社というコンサルティング会社であ

る。名前が似ていて有名な出版社があるので時々出版会社と勘違いされることがあるが、秀實

社は本のような形ある商品を扱っているのではなく、企業や個人のブランディングをサポート

することを商品としている会社である。代表取締役は現在 36 歳の髙橋秀幸で、社員数は 4 名。

設立は 2010 年 1 月 27 日で、今年で 3 年目のいわゆるベンチャー企業と言われる会社である。 

 

 

  

 

 本社は地下鉄の東銀座駅のすぐそばにある、松竹倶楽部ビルの最上階（10 階）にある。この

場所にオフィスを移転したのは 2013 年の 7 月と最近で、それまでは銀座 8 丁目にある雑居ビ

ルの一室であった。現在の新しいオフィスは部屋数 3 部屋と少ないが、ほこり 1 つ落ちていな

写真 1 本社エントランス（松竹倶楽部ビル 10 階） 

（戸澤雪美撮影、以下同様） 
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い新しいマットや指紋のないガラス、社長の書いた書籍が並べられているエレベーターホール

などを見ていると、今まさに上場を目指し細部まで気を張って、日々職務に全うする社員の姿

勢を伺うことができる。東銀座駅から直通で歌舞伎座があるので、歌舞伎座の真横に建ってい

る松竹倶楽部ビルの秀實社のエントランスと社長室からは、歌舞伎座の屋上庭園が一望できる

構造になっている。この屋上庭園は代表の髙橋やその他の社員が、顧客と世間話をしたりエレ

ベーターを待ったりしている間などの時間に、会話を繋ぐ役目としてもとても役立っている。 

 

 

 

 秀實社が行っている事業は大きく分けて 2 つある。1 つ目は企業向けの戦略的企業ブランデ

ィング事業で、2 つ目は個人に対するパーソナルブランディング事業だ。戦略的企業ブランデ

ィング事業では「経営者の分身育成」という目標を掲げて、経営者をはじめ会社の未来に大き

く関わる幹部やその部下である社員に、経営者視点に近づくための教育研修を行う。パーソナ

ルブランディング事業では、個人のブランディングをサポートしたり、出版のプロデュースを

行ったりしている。私がインターンしている中では会社全体として、個人向けのブランディン

グよりも企業向けのブランディングに力を入れている印象を受けた。 

 そしてこれらのブランディング事業の他に 2013 年の秋から産經新聞社の協力で大学生向け

の無料の人材養成塾「One-Will」というプロジェクトが始動された。私自身参加していて、イ

ンターンの中でも大きく関わっているのがこのプロジェクトである。これについては後の

One-Will の項目で詳しく説明する。 

 

 

写真 2 歌舞伎座の屋上庭園（本社エントランスからの眺め） 
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Ⅱ きっかけ、目標、期間 

 私がこのインターンをすることになったきっかけは今年の６月に遡る。楽天が主催するいく

つかの企業が集まるインターン合同説明会に行き、その中であるコンサルティング会社に惹か

れた私はその会社のインターンの選考を受けることにした。そこは学生インターンがとても有

名で倍率 200 倍という激戦であったため選考にはあっけなく落ちてしまった。しかし選考がグ

ループディスカッション形式であったことから、その選考を通して他の大学の多くの学生たち

と知り合うことが出来た。その中で知り合い、私と同じく選考から漏れてしまった他大学の３

年生の男性が、それから 3 ヶ月後の 9 月に自身がすでに始めていた秀實社でのインターンを私

に紹介してくれた。そのことがきっかけで私も彼がやっている秀實社でインターンをすること

になったのである。 

 インターンをするにあたって私が掲げた目標は４つある。「1 つのことをやり遂げるという体

験を通して自分に自信を持つ」「働く雰囲気を知る」「自分の殻を破って 1 歩成長する」「夢や

目標を見つける」ということである。これらの目標はインターンをするにあたって社長と面談

をした際にも、口に出して宣言し、より確実な目標とした。 

 インターン期間は 2013 年 10 月 11 日から 2014 年 1 月 11 日までの 3 ヶ月間である。終了年

月日が 1 月 11 日なのは、1 章の最後に書いた One-Will のプロジェクトへの参加が 1 月 11 日

までであることからその日までとなっているが、実際にインターンとして秀實社に出社するの

は私の場合は 12 月 13 日が最後であったので今現在（12 月 23 日）はもうインターンは終了し

ている状態であるが、他のインターン生で 13 日以降も希望を提出している人は 1 月 11 日まで

インターンとして秀實社で働いている。インターンの頻度は出られる曜日や時間を申告するシ

フト制で個人個人の自由に決められるので、自分の都合に合わせて自由に働くことができ、授

業の兼ね合いなどからしてその制度はとても都合を合わせやすいものであった。私は学校の無

い金曜日に毎週朝から夜まで出社していた。始めは土曜日も出社していたが、インターンの比

重が重くなり学校との兼ね合いが上手く行かなかったため、金曜日だけに絞って出社していた。 

Ⅲ One-Will とは 

 これまで One-Willについて詳しく説明をしていなかったので、ここで簡単に説明をすると、

One-Will とはこれからの日本を担う大学生に、学生の内から夢や目標を明確にして情熱を持っ

て社会に出て欲しいと願う髙橋社長と、その思いに賛同した協賛企業が協力して 2013 年 11 月

から開講したもので、協賛企業以外にもメディアの関する面で産經新聞社も協力してくれてい
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るものである。受講料は無料で、参加者は 50 名限定である。 

 プログラムは Basis(基準)・Experience(経験)・Planning(計画)の 3 つがあり、Basis では著

名な経営者の話を聞き、そこから仕事への想いや志などを吸収してこれからの自分の価値基準

の指針にしようというものである。第 1 回目は日本で初めてがん保険の会社を設立したアフラ

ックの大竹美喜最高顧問、第 2 回目は中卒という経歴ながら当時最年少で東証一部上場を成し

遂げたという記録を持つ、ネクシィーズ株式会社の近藤太香巳社長がいらっしゃった。 

 Experience では 7 つの協賛企業のうち 2 社以上の会社に職場体験に行き、1 社につき 3 日間

ずつインタビューや業務体験をする。その中で会社の魅力やその事業が社会に必要とされてい

る理由を持ち帰ったり、働いている社長や社員などの思いに直接触れることで働く雰囲気を掴

むとともに各業界の裏を知ることが出来たりするプログラムである。今回わたしは千葉で住宅

の新築とリフォームをしている不動産会社と、フォークリフトでトラックに荷物を積んだり倉

庫で保管する荷役をやっている物流会社に派遣された。 

 Planning では講義形式とグループディスカッション形式で、自己分析を通して自分のなりた

い姿を導きだし、その目標にたどり着くために必要な過程と要素(知識・能力)を洗い出す。そ

こから見つかったなりたい姿は、プログラムの最終日の 2014 年 1 月 11 日に新聞形式にまとめ

て発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 これらの 3 つのプログラムと、その事前準備としての位置づけの秀實社でのインターンを通

して、目標が明確で情熱とチャレンジ精神を持った「次代の日本を担う人材」を養成し社会に

送り込むことが One-Will の目的である。 

写真 3 職場体験 1 写真 6 職場体験 2 
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Ⅳ 一日のスケジュール・仕事内容 

 秀實社の一日は朝の 8 時半から始まる。基本的に就業時間は午前９時から午後１８時となっ

ているが、朝から出社する場合は 8 時半までに会社に着いているようにと最初に社員から言わ

れたので、私は遅くても 8 時 20 分には会社に着くようにはしていた。早く出社しなければな

らない理由はおそらく、髙橋社長の持っている「成長する人間の法則」の、「結果を出したけれ

ば１番に仕事を始めるべきである」という考えから来るものであると考えられる。私たちイン

ターン生も就業時間より早い８時半までには会社に行き、9 時までには全体の掃除を終わらせ

てみんなが滞り無く仕事が始められるようにしていた。それでも毎朝会社に行くとすでに社員

がおり、デスクで仕事を始めていた。その度に社員の方々は私たちが思っている以上に髙橋社

長の考えに共感し、行動も統率されているということを毎回思い知らされた。 

 掃除が終わり 9 時頃になると朝礼が始まる。そこでは社長と社員とインターン生とが一同に

集まり、商談や食事会をした顧客との情報の共有を社長や社員がそれぞれ全体に共有したり、

社長が教訓を得られるものとして目を付けた雑誌のコラムや経済新聞の記事を発表したりして、

情報を共有することで会社全体として同じ情報を持つことを目的としている。例えば前の晩に

社員と食事会をした顧客から電話がかかってきた時に、「昨晩は弊社の◯◯がお世話になりまし

た。」などと言えないということはそれほどに会社の質は低く、信用も得られないということが

言えるし、逆にそういったことを言えることが顧客を大切にしているということの表れであり

それが信頼にも繋がるのであるといったことが話されていた。そうした情報共有を徹底するた

めにも毎朝の朝礼はとても大事なものであった。 

 

 

 写真 7 社長室での朝礼の様子 
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 朝礼が終わるおよそ 9 時半頃からそれぞれの業務が始まり、そこからはお昼ご飯を食べる 30

分弱の休憩を除いては、午後 6 時までほぼ休みなしで業務が行われる。しかしそれが終わって

午後６時に業務を終えられるというのも、一部のインターン生くらいにしか過ぎず、私の見る

限りでは社員が定時退社するなどということはあり得なかった。例え定時に社外に出ている時

でも、それは帰宅しているのではなく仕事上で付き合いのある経営者などを集めて食事会を開

くなどしており、朝から晩まで、時には食事までもが仕事になっているのである。秀實社で働

く社員はそうした姿勢で仕事に臨んでいた。インターン生は 6 時に帰ったからといって白い目

で見られることはないが、私は任されている仕事が定時までに終わらなかった場合は、終わる

まで残ってやることが多かった。また極端な一部の例ではあるが、インターン生の中には遅く

まで残ったために終電を逃し、ネットカフェに泊まったという人までいたそうである。こうし

て私をはじめ大体のインターン生は定時の 6 時を少し過ぎたころに退社してその日の業務を終

える。 

 業務内容として私が行っていたのは、雑用（掃除・昼食作り）・会社概要の暗記・お客様のお

出迎えとお見送り・お茶出し・電話対応・取材同行・

Facebook ページの投稿記事作成・会社ホームペー

ジの修正案の作成などである。 

 雑用は出社時に行う掃除の他にお客様が帰った後

に毎回やる掃除や、昼食時間の 1 時間前から女性の

インターンメンバーがおにぎりとお味噌汁を握り、

おかずを盛るという昼食づくりなどがある。おかず

はその日出社する女性メンバーのうちの会社から指

名された 1人が 1000円以内で 10人分を作って家か

ら持って来るという方式で、私も 3 回ほどおかず作

りを任された。これが予想外に難しく、私のインタ

ーンの経験の中で一番負担であったとも感じている。

時間的にも体力的にも消費し、女性メンバーだけと

いうことに男尊女卑ではないかという疑問を持った

りもしながら、正直任されたくないと思った時もあ

ったが、おかげで今まで出来ないと思っていた料理

がやらないだけで意外と出来るものだということに

気付き、料理に興味を持つきっかけとなった。 

写真 8 挨拶 
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 会社概要の暗記はインターンを始めて 1 番最初にやることであり、これを覚えないと次のス

テップへは進めないというものである。会社の住所や電話番号、事業内容や社長の略歴など、

お客様から聞かれた時に答えられないことのないように必ず完璧に覚えた。 

 お客様のお出迎えとお見送りは、エレベーターホールでお客様をお出迎えし会議室まで案内

するものと、顧客が帰る際にエレベーターに乗るまでお見送りするというものである。その際

もただ黙って同じことをやっているのでは何も変化しないと社長から指導され、積極的に顧客

に話しかけたりしてコミュニケーションを取るように心がけていた。その甲斐もあって私はた

くさんの社会人と言葉を交わすことができ、社会で多くの経験を積んだ方と話すことで今まで

学生目線でしか見られなかったわたしの狭い視野が少し広がったと感じている。またお辞儀の

仕方などのマナーについてもみんなで練習してインターン生同士で注意し合うなどして、より

質の高いおもてなしを追い求めた。 

 電話対応は電話が苦手な私にとっては緊張の連続だった。秀實社にかかってくる電話のほと

んどは一般の方というよりも、顧客である企業の社長や社員である。いくら電話のマニュアル

を読んで練習しても、実際に電話に出るとそれぞれに咄嗟の判断が求められるので、会社ごと

の付き合いの深さの把握や敬語の使い方なども含めてまだまだ合格点は出せないレベルだと秀

實社の女性社員からは言われた。 

 取材同行については、私は一度しか行ったことはないが、髙橋社長がビジネス雑誌などの取

材を受ける際に取材現場に同行し、その様子を見させてもらうという内容である。私が同行し

た取材では複数の経営者が集まって対談形式で行われるものであったので、その中で語られる

複数の経営者の思考などに直接触れることができ、そこからまた自分とは違う新しい視点を手

に入れることが出来た。また取材同行にもただ行くのではなく、それを秀實社の新プロジェク

ト「One-Will」の Facebook ページにインターン生の日常業務の紹介として記事にするという

仕事もある。投稿の記事もただ書けば良いのではなく、社員が納得するまでは提出しては返却・

訂正の繰り返しで、何度も書き直した。なかなか許可が下りず少し大変ではあったが、会社の

名前を使って投稿するということはその文章一つで会社の印象が決めることにもなるので、例

え Facebook であっても本当に読みやすく稚拙でない文章でなければ投稿することは許されな

いということも理解できた。ただその記事を書いてから 2 ヶ月ほど経った今でも実はまだ記事

が公表されておらず、もしこのまま公表されなかったら、私が多くの時間を費やして文章を作

成した意味は何だったのだろうと少し疑問に感じる部分もある。 

また One-Will のプロジェクトは今年の秋に始まったばかりで世間の認知度も低いのでより

多くの学生に知ってもらえるように、インターン生は日常業務の一つとして「いいね！数 2000」
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を目標に友達への「いいね！」リクエストをしたり、普段の生活の中でも友達に宣伝活動など

をして One-Will への参加を呼びかけたりしていた。 

 今現在わたしも参加している One-Will であるが、これに関することでの日常業務も多い。

先ほど書いた Facebook の記事の投稿や「いいね！」数の達成などの他にも、One-Will に関係

のある 7社の協賛企業（ベンチャー企業）の理解を深めるためにそれぞれの会社のことを調べ、

3 分ほどにまとめてプレゼンするという業務を日頃から行っていた。この業務は One-Will のプ

ログラムの最終日に行うプレゼンの技術向上のためという意味合いもあり、発表した後はイン

ターン生同士で互いに評価し合ったりもしていた。プレゼンをするのが初めてだった私にとっ

て、みんなの前で発表し評価してもらうことは自分では思っても見なかった自分の良さや、今

まで気付かなかった苦手な部分を知ることが出来たのでとてもためになった。 

 

図 1 Facebook でインターン生が投稿した記

事と写真 

（出典：One-Will の facebook ページ） 

 

Ⅴ ベンチャーならではのルール 

 ベンチャーならではというよりも秀實社ならではのルールかもしれないが、いくつか私が変
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わっていると思った決まりがあったので紹介する。「トイレの手洗い場や台所など水回りを使っ

たら毎回必ず１滴残らず水分を拭きとる」 「トイレットペーパーは使用後三角に折る」「社長

が来たら立って挨拶」「鞄やパソコンは直接デスクに置かない」「席を立つ時はパソコンを閉じ

椅子をしまう」「昼食作りは女性メンバーが行う」「仕事中は集中力が高まる効果のある CD を

かける」などである。 

 これらをまとめて言えることは「全部自分たちでやる」ということだ。大手企業なら清掃の

ための従業員を雇ったりしているかもしれないが、秀實社のようなベンチャー企業ではお客様

に失礼の無いような受け入れた体制を全部自分たちで作らなければならないのである。また「社

長が来たら立って挨拶」というのはどの会社でも部下の態度として当たり前だとは思うが、少

し大きい会社に行くと社長に直接会う機会自体がそもそもそれほど多くないと思うので、日々

社長と近い距離で仕事をするということもベンチャーならではの社内関係なのだということが

わかった。 

Ⅵ 反省・教訓 

 これらの活動をして来た中で生まれた反省は山ほどある。だがそこから教訓を得られたこと

も数多くあるので、とても身になったと思う。私が感じた反省の 1 つとして「学生気分の甘さ」

である。インターンをすることが決まり目標も持っていた私は相当な覚悟を持って望んだが、

それでも実際の会社の雰囲気は厳しくそれに気圧されている自分がいた。自分が大きく注意さ

れるということはあまり無かったが、社員が社長に容赦なく怒られている様子を見ていて片時

も気を抜くことは出来ないと、改めて気持ちが引き締める思いがした。敬語の使い方もこれま

で私は自分のことを敬語が出来る方だと思っていたが、女性社員から幾度か二重敬語について

注意され、電話対応も今のレベルではまだまだということも言われたので、自分の使っている

敬語は正しくない部分がまだまだあるのだということを反省した。 

 また作業スピードの遅さは以前から自分自身でも気にしていたところだったが、社会に出る

とそれがより顕著になってしまうことがわかった。ちょっとした任されごとであっても、それ

を早くやることが上司からの信頼につながり、より多くの仕事を任せてもらえることにもつな

がるということがわかった。作業が遅いというのはこれから先社会に出てからも困ることが多

いと思うので、直していく必要があると感じた。 

 インターン 1 日目に男性社員から言われた言葉で「一度しか言わないからちゃんと覚えてね」

というのが私の心にとても焼き付いている。確かに 1 度言われたことを忘れて何度も聞いてい
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たら使えない人間になってしまうし、何より非効率的で時間ももったいないと思った。それか

ら私は言われたことはメモしたりメンバーに確認したりして絶対に忘れないようにしていた。 

 あとは「何でも確認を怠らない」ということが大切であることもわかった。ある日初めてわ

たしが中心になって昼食作りを任されたことがあり準備を始めた時に、私がその日昼食が必要

な人数の把握を徹底しなかったために、余分に作りすぎてしまうということがあった。社員か

ら人数の確認は行ったのかと問われた時に、しっかりとやったと答えることは出来なかった。

この時は昼食の数だったから良かったものの、これが経営の本質に関わるもっと重要なことだ

ったら大きな損失に繋がっていたかもしれないということがわかり、このことから、何をする

にも確認を徹底して余計なミスを減らそうと努力する癖がついた。 

 今回のインターンを通して 1 番の反省と教訓になったことは「何でも鵜呑みにしない」とい

うことだ。わたしがインターンをしたのが、秀實社が初めてだったということもあって、社会

のことをあまり知らないまま世の中の会社は大体秀實社のような感じなのだろうと考えていた。

また今思うとインターンを初めたばかりのころは社長の考えはすべて正しいと思ってしまって

いる自分もいた。しかしある 3 年生のインターンメンバーからそのような考えは良くないと言

われた。確かに秀實社は経営者や会社を育てる側として、より自分たちがちゃんとしていなけ

ればならないので社内の細かい決まりや厳しいこともあるが、それらが正しいことなのか間違

っていることなのかは 1 つ 1 つ自分で判断していかなければいけないということに気付いた。

他人の言うことすべてを許容していたのでは所詮他人の考えに支配されて良いように使われる

人間になってしまうからだ。インターン生同士で話していると、秀實社に対して批判的な意見

を言う人が多くいることに驚くとともに、それぞれ自分なりに考えておかしいこととおかしく

ないことの判断をちゃんとしているのだとわかり、すべてを鵜呑みにしていた自分を恥ずかし

くも思った。このことを知らずして社会に出ていたらと考えるととても恐ろしく、このことを

収穫できただけでもこのインターンに参加する意味はあったと思える。 

Ⅶ 目標達成 

 「1 つのことをやり遂げるという体験を通して自分に自信を持ちたい」という目標について

はまだ継続中ではあるが、最後までやり通すことで「頑張った体験」を積み自分に自信をつけ

たい。「働く雰囲気を知りたい」という目標はインターンの中や One-Will のプログラムでの職

場体験の中で 1 つだけでなく、いくつかの職場を体験して大体の雰囲気はつかむことができた

と感じている。「自分の殻を破って 1 歩成長したい」という目標は、大勢の人の前で喋ったり、
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経営者の方と交流したりすることで、自分の狭い殻を破って今までよりも少し広い世界に出ら

れたと感じている。そして 1 番達成したい目標であった「夢や目標を見つけたい」ということ

は、自己分析と、秀實社の体験を通して前よりもはっきり見えてきたと感じている。自己分析

では何の職業に着きたいかを考えるのではなく、まず自分は何がやりたいのかという根本から

見つめ直した。その結果、「困っている人を助けたい」という夢を見つけることができた。わた

しはお金に余裕がある人が受けるようなサービスを提供するよりも、もっと人間の根底にある

幸せを多くの人の心に宿したいと思った。保険会社で人々の安心を提供したり、テーマパーク

で人を楽しませたりすることで人を幸せにすることも出来る。しかし私が本当に幸せにしたい

のは、貧困や紛争などで生きるか死ぬかの瀬戸際にいる人や病気の治療が出来ずに苦しんでい

る人など、人間らしく生きることの根底で困っている人である。 

 私は昔から戦争や貧困が無くならない世界に対して不満がありそれらをどうにか変えること

は出来ないかと思っていたが、それらの思いは職業として将来に繋がるものではないと思って

いた。しかし職場体験を通して実際に働いている多くの社会人に直接触れる中で、それぞれが

違った志と信念を持って働いていることがわかった。そのことから、私は私なりの想いを持っ

てそれを志にして働いても良いのだと考えられるようになった。「本当にやりたいことは何か？」

と自己分析の中で自分に問うたことと、働く人の想いに直接触れたことで自分の夢をより明確

にすることが出来た。 

Ⅷ まとめ 

 まだ最終日を迎えてはいないが、これまでの活動の中で十分色々なことを吸収することが出

来た。秀實社の環境は正直自分に合っているとは思わないが、その中でも見えない部分を見通

す目を習得することや、社会で通用するマナー、たくさんの人との出会いを経験できたことは

今のわたしの考え方に大きな変化を与えた。 

 またインターンの活動の中で出会ったメンバーとの関係も今後に大きく活きて来るものだと

考えている。活動に参加して良かったと思うことの 1つに「多くの人との出会い」がある。イ

ンターンに参加しようと集まる学生は、みな志が高くやる気に満ちあふれている。そんな学生

の中で活動ができて、多くの良い影響を受けたことで私の士気も非常に高まっている。メンバ

ーの中には海外ボランティアに参加したことがあったり、専門学校に通ってから大学に入り直

した学生がいたりと、実に様々な学生が参加している。活動を通して見えてきた、「生き辛さ

を感じている人を助けたい」という夢を達成するために自分自身で努力しながらも、今後はこ
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こで出会ったメンバーにも連絡を取って情報を交換し合ったり、お互いを応援し合ったりしな

がら関わりを絶やさずに夢に向かって努力して行く。 

 

参考ウェブサイト 

秀實社ホームページ 

http://syujitsusya.co.jp 

One-Will ホームページ 

http://syujitsusya.co.jp/one-will/ 

One-Will の Facebook ページ 

https://www.facebook.com/onewill.syujitsusya 
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第２部 

ラオス・フェアトレード・スタディーツアー 
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ラオス・フェアトレード・スタディーツアーの概要 

 

箕 曲 在 弘 

東洋大学社会学部 

 

Ⅰ ツアーの概要 

本スタディツアーの目的は、ラオスのコーヒー栽培地域においてコーヒーの生産や流通に関

する理解を深めることによって、フェアトレードに対する理解を相対化し、自ら課題を発見し、

現地社会に貢献するアイディアを見出すことにある。そして、来年度に開始する、「民衆交易品

としてのラオスコーヒーを通じた製品開発・販売＆生産者支援プロジェクト」を実施するため

の基礎的な知識を得ることが目的となる。 

この目的は、「企業や NPO などと連携し、地域社会に貢献する人材を育成する」というキャ

リア分野の方針と合致していると同時に、「学外の『現場』に出て現実の社会に起きている問題

を自らの力で発見・分析し、さらに問題解決能力を向上させ、…国際交流を図る人材を養成し

ていく」という「社会文化体験演習」が目指す方針とも合致していることを確認しておきたい。 

この目的を達成するためには事前学習と事後学習はもちろんのこと、現場でのプログラムの

作り方にも工夫が必要である。以下では、目的地と訪問期間について説明した後、事前学習、

現場活動、事後学習と大きく 3 つの項目に分けて活動の内容をまとめていきたい。 

Ⅱ 目的地と訪問期間 

ツアーの目的地は、ラオス人民民主共和国チャンパサック県パクソン郡である。このパクソ

ン郡は、首都ビエンチャンから南へ約 700km 下った地点にあり、ボラベン高原（図１）の中

心地である。この地域はコーヒー栽培が盛んで、演習担当者の箕曲の調査地でもある。パクソ

ン郡には同地を活動拠点にする農業協同組合があり、フェアトレードを実践するこの組合がツ

アーの受け入れ団体となる。 

 訪問期間は、12 月 21 日（土）から 29 日（日）までの 9 日間である。21 日に成田を出発し、

バンコクを経由して訪問地に向かい、28 日に現地を出て、29 日に羽田に到着するというルー

トにした。 
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Ⅲ 事前学習 

 事前学習は大きく分けて、以下の 3 つの要素によ

って成り立っている。 

 

１ テーマに関する知識の習得 

 本スタディツアーのテーマは、フェアトレードや

国際協力にあるため、その基礎知識を学んだ。これ

は「社会文化体験演習」の授業の枠内では時間の関

係でできなかったため、社会文化システム論演習Ⅰ

（通称 2 年ゼミ）のなかで実施した。当初、体験演

習の内容と 2 年ゼミの内容はリンクさせるという方

針があったためである。実際、参加者のほとんどが

2 年ゼミを受講しており、ツアー後の感想からも現

場での学びが、ゼミという机上での学習の理解を促進していたことが分かった。 

ゼミでは渡辺龍也著『フェアトレード学』（2009 年、新評論）とアピシット・バナジー他著

『貧乏人の経済学』（2012 年、みすず書房）を読み、テーマに関する理解を深めた。『貧乏人の

経済学』は、国際援助が陥る問題を現場の人びとの行動に沿って理解する内容で、各章ごとに

内容を理解した後、箕曲が用意してきた問いについて班ごとにディスカッションをして、最後

に各自 400～600 字程度の論述をするという手順を踏んだ。この過程で、批判的思考力や問題

解決の思考法を習得してもらうのが狙いである。 

 一方で、現地社会と箕曲との関係や箕曲が日本の企業と一緒に取り組んでいるプロジェクト

について、さらにコーヒーの栽培や加工に関する基礎知識については、参加者が集まる特別授

業の枠内で講義した。 

 

２ ラオスに関する知識の習得 

 次にラオスに関する知識であるが、これは上記の特別授業の枠内で学んだ。ラオス文化研究

所編『ラオス概説』（2002 年、めこん）を教科書として、「南部ラオス」「現代の歴史」「民族」

「宗教」「文化」「農業」「村の暮らし」「森林資源」の 8 章を読んだ。各自 1 章を担当し、A3

で 1 枚のレジュメにまとめ、10 分間で発表してもらった。 

 一方、亀田正人著『指さし会話帳』（情報センター出版局）を使い、ラオス語の基本を 1 時

図 1 ラオス地図 

（出典：白地図より筆者作成） 
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間ほど学んだ。さらに、箕曲がツアーで滞在する地域となるボラベン高原の生態環境史や現地

の開発の歴史について講義した。とくに現地社会は焼畑陸稲栽培からコーヒー栽培へ変化して

いった歴史的な過程のなかにあり、事前学習においてこの背景や地域住民の生活のあり方につ

いて学習した。同時に、家計調査をする前提となる知識として、家計と生態環境の関係、コー

ヒーの売り先ごとの特徴について説明した。 

 

３ 調査技法の習得 

 スタディツアーの中心となる、家計調査の方法について学んだ。家計調査は、箕曲が博士課

程における現地調査の際に利用したものの簡易版であり、世帯の構成員、コーヒーの種別ごと

の耕地面積、家畜の所有や売却、コーヒーの種別ごとの売却量や 1kg あたりの値段などを聞く

ための項目が用意されている。 

 参加者はまず英語で書かれているこの調査票を読み、疑問文にして調査相手に質問できるか

どうかを試した。もっとも時間の制約があり、十分な調査技法を学ぶことはできなかったが、

本スタディツアーでは調査技法の習得は目的ではなくあくまで手段であるため、最低限の知識

だけを学ぶにとどまった。 

 

 以下、特別授業の日程を記載しておく。（※「課題発表」は『ラオス概説』の発表を意味する。） 

日程 内容 

7/11 オリエンテーション、課題の割り当て           

7/25 「ATJ による民衆交易の取り組み」（講義）        

（夏季休暇） 

9/26 課題発表（1 名）、「ATJ による民衆交易の取り組み」（講義続き）  

10/ 10 課題発表（5 名）、誓約書、航空券の支払いなど事務連絡 

10/ 24 課題発表（5 名） 

11/ 7 課題発表（2 名）、調査項目の洗い出し 

11/ 21 調査項目の洗い出し、「コーヒーの生産・流通・消費」（講義） 

12/ 5 ラオス語学習、調査項目の英訳、家計調査の概要説明、渡航しおりづくり 

12/ 19 ラオス語学習、家計調査の英訳、渡航準備について 
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Ⅳ 現地活動 

１ 現地でのおもな活動 

 現地での活動は、おもに以下の 5 種類となる。 

 

① 受入団体との交流 

本ツアーの受入団体であるジャイカフェ農業協同組合（JCFC）の幹部を合い、協同組合の

歴史と現在の取組など基礎的な知識を得た。一方、最終日とその前日には、再び組合幹部と会

い、参加者がそのときまでに見てきたことを質問する機会を設けた。 

 

② 世帯の家計調査 

参加者は JCFC 傘下の 3 つの村を訪問し、3 名で一つの班を作り、各班が一つの世帯で家計

調査を行った。調査時間は 2 時間程度で、1 班に 1 名の通訳が付く。 

 

③ 農園や加工施設の見学 

本ツアーの目的のひとつにコーヒーの生産や加工について実地で学ぶことが含まれている

ため、コーヒーを栽培している農園、加工施設を見学した。この際、農民主導で行われる小規

模なものと、大手輸出会社が行う大規模なものを両方見学した。 

 

④ ワークキャンプ（ホームステイと収穫体験） 

参加者は、JCFC 傘下の家庭にお邪魔し一日滞在し、一泊することによって、コーヒー生産

者の日常を体験した。参加者は生きた鶏をさばく体験をして、バーシーと呼ばれる儀式に参加

し、高床式の家に一泊した。翌朝、家屋裏の農園で 1 時間ほど、コーヒーの収穫を体験した。 

 

⑤ ふりかえり 

体験したことのふりかえりは、体験の言語化を促す意味で非常に重要である。本ツアーのふ

りかえりは、毎晩行い、班ごとの家計調査の結果報告に始まり、各自が個人感想を述べた。こ

の際、事実誤認があれば、箕曲が訂正し、翌日の目標を各自で自覚してもらうように促した。 

 

２ 現地活動の行程 

 以下は、出国した 21 日から帰国した 29 日までの主な行程である。 
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Ⅴ 事後学習 

 帰国後、1 月 6 日（月）には、事後授業を行った。事後授業では、以下の 2 点を行った。 

 

① 知識のまとめ 

滞在した地域の地図を書き出し、訪問した場所がどこにあるのかという位置関係を把握し、

再度ツアーの行程を振り返った。同時に、固有名詞をおさらいし、理解に誤りがないかを確認

した。一方で、参加者からの疑問に箕曲が答えた。 

 

② 報告書の執筆 

上記の振り返りを踏まえたうえで、参加者に訪問場所とその感想、家計調査とその考察、個

人感想（何を学び、その学びをどうしたいのか）を書いてもらった（その成果が、以下に収録

されている）。一方、日本語の感想をもとに、お世話になった通訳や Jhai Coffee House の Tyson

氏に対して英文の報告書を書くことにしている。これは 4 月以降の作業となる。 

 

③ ツアー経験を次の展開へ 

この過程を経て、来年度、現地社会に貢献するために、どのようなプロジェクトを立ててい

くのかを参加者自身に考えてもらうようにしている。 

 

※渡航時、ラオスキープのレートは、1000kip=13 円程度であった。 

日付 活動場所 宿泊地 

21 成田―(飛行機)→バンコク Bangkok 

22 バンコク―(飛行機)→ウボン―(車)→パクセ（PTP 社など訪問）―(車)→パクソン Paksong 

23 JCFC 幹部の講義（加工設備見学）→世帯調査①：NongLuwang 村 Paksong 

24 世帯調査②：Kapu 村（加工設備見学） Paksong 

25 世帯調査③：PuuDomKuwang 村 →ホームステイ（バーシーなど） 村の民家 

26 コーヒーの収穫手伝い →Jhai Coffee House Paksong 

27 JCFC 幹部との交流→ダオフアン社農園・買取場見学、AGPC Café Paksong 

28 パクソン ―(車)→パクセ（PTP 社訪問）―(車)→ ウボン Ubon 

29 ウボン―(飛行機)→バンコク―(飛行機)→羽田 - 
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訪問場所 

 

スタディーツアー・コーヒー班 

大島真理子、濱田彩、大畠真由、牛山絢香、長峰ゆい、折戸夏菜 

 

Ⅰ ジャイカフェ農業協同組合（JCFC） 

文責：大島真理子 

 

渡航 3 日目となる 12 月 23 日と 7 日目にあたる 27 日の午前中に時間を頂いて、ジャイカフ

ェ生産者協同組合（以後 JCFC と表記）財務担当のノームさん、代表のウアンさんに JCFC の

歴史や仕組みについて伺った。JCFC はラオスの農民同士が集まって作った協同組合のことで、

現在日本の（株）オルター・トレード・ジャパン（ATJ）をはじめとするいくつかの企業と取

引をすることでコーヒーを海外に輸出している。ラオスのフェアトレードを考える中で重要な

組合だといえる。 

まず、ノームさんに JCFC の歴史について話していただいた。組合発足のきっかけとなった

のが、1999 年のコーヒー価格の下落にある。下落が特に大きかったのがアラビカという品種で

ある。この価格の下落をきっかけにアメリカから来た農業技師であるテレサ氏の指導のもとに

ディスカッションを行い、組織作りをスタートさせた。2000 年の最初のディスカッションのな

かでは、①目的、②プラン、③協力体制について話し合われた。当時は 20 人のメンバーで構

成されていた。 

2005 年、ウィル・トムリンソンというアメリカ人が組合に協力し始めた。同じ時期に組合で

は、元代表のニョマラー氏が他団体の引き抜きによって代表を辞退したため、新代表として現

代表であるウアンさんが選出された。この新代表を決める話し合いには 2 年の月日がかかり、

そして、ウアン代表の下で新体制が発足し、マーケッターのアリヤ氏が JCFC に協力すること

で、JCFC そのものが独り立ちできるように努力した。また組合をさらに強力なものにするた

めに、2010 年には箕曲在弘助教の提案によってカトゥアット村の組合長であるソンブーン氏と

のつながりを再構築し、実際に日本へもラオスコーヒーを流通させるシステムを確立させた。

JCFC 内では一度メンバーの脱退などの問題もあったが、現在では 62 の農村が組合に登録し

ている。 
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JCFC の農民支援のメリットは、以下の

とおりである。まず生産者と購入者の直接

的なつながりがあるという点である。両者

の話し合いによって買取価格を決定したう

えで、農民の資金が尽きる 9 月に 50 パー

セントの前払金を受け取ることができる仕

組みを作った。現在ではさらに 20 パーセ

ント増加した 70 パーセントを受け取れる

ようになっている。次にコーヒーの苗木の

無利子提供である。これによって農民は収

穫後に返済が可能となった。さらに新しく

果肉除去施設を設置したり、その施設に繋

がる井戸を設置したり、コーヒー生産農民にメリットのある施設を立てることで、収穫や栽培

をスムーズに行うように促している。これらの仕組みによって農民は恩恵を受け、副業や出稼

ぎなどを追加する必要がなくなった。 

代表のウアンさんのお話によると、今後の計画として代表的なティピカ、カティモール、ロ

ブスタの 3 品種の他にジャワという品種を生産に加える予定であり、そのために現地では一部

の農家で試験的に栽培している。また、他の作物と混合しないように区画をきっちり分けると

いう方策も計画されている。これはそれぞれの品種の味が受粉によって混合されないようにす

るためである。質の高いコーヒーを生産するためにコーヒー農家対抗のカップテストも今年度

から行われている。購入者や生産者との信頼関係の構築や、ルールを守れないメンバーをどの

ように扱うかなど様々な問題も残るが、農民の利益を上げ、自立のできる組合となるよう現在

でも改善や改良を積み重ねているといえる。 

 ラオス滞在の最終日には JCFCの副代表であるカンプーさんからもお話を伺うことができた。

JCFC を組織する立場である３人に共通していたのは、全員がコーヒー農業や組合に誇りを持

ち、自信と希望に満ち溢れていたという点である。そしてその背景には、コーヒー農家の過去

の葛藤、外部との関わり、そして長年の努力の結果が強く表れている。ラオスコーヒーを世界

に広めることと、農家 1 件 1 件に配慮することの双方を同時に達成することはたいへん難しい

といえるが、それらの葛藤と試行錯誤があるからこそ、誇りと夢がさらに強くなるのである。

同時に、その生産を支援する側は、単に売買契約をするだけの薄い関係であってはならないと

いうことも理解できる。生産者と直接関わり、自分の目で現状を見ることこそが、どちらの立

写真 1 JCFC の歴史について話をする 

財務のノームさん（左）と、通訳のエーさん（右） 

（大島真理子撮影） 
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場にも利益のある関係を促し、ラオスのコーヒー農家の生活に誇りを生むための重要な要素な

のである。 

Ⅱ ノンルワン村 

文責：濱田 彩 

 

12 月 23 日、私たちは元国営農場

であり、集団土地所有を行っていた

ノンルワン村へ訪れた。ノンルワン

村は、内戦後に発足した歴史ある村

で、ラオス南部のパクソンから約 10

㎞進んだところに位置する。到着し

て組合長であるジョーンさん宅で昼

食を振舞っていただいた。高床式の

家で、キッチンは室内にある。家畜

として鶏やアヒルを飼っていた。コ

ーヒー豆を家のすぐそばで干してい

る。ジョーンさんの妻ともう一人の

女性の 2 人で料理を作っていた。出された料理は、キュウリのサラダ、川魚揚げ、卵焼き、も

ち米、ジャスミンライスであった。現地の人は普段もち米を主食としているが、客人をもてな

す際はジャスミンライスが出される。もち米は、竹で作られた丸い箱に入れられており、手で

つかみ取り、食べる。キュウリサラダは逆円錐状の容器に入れ唐辛子などと混ぜて、棒でたた

いてなじませるため、とても辛い。昼食は、みんなで輪になって食べた。歓迎のしるしとして、

お酒が振舞われた。一人ひとりにグラスに注がれ、飲み終わるとまたお酒を注ぎ、もう一人へ

回していく。そしてジョーンさんの家で採れたコーヒーもいただいた。 

その後、ノンルワン村の農場を見学するために移動した。コーヒーの木は 3 種類あり、種類

ごとに分けておらず、混ぜて植えてある。そのため、コーヒーを直射日光から守る日陰樹は植

えていなかったが、たまたまあった背の高い木が日陰樹の役割を果たしている。そして、ここ

ではコーヒーの実を加工する作業の一部を見せてもらった。コーヒーの実を果肉除去機にかけ、

果肉を除去し、大きさの選別をする加工手順を見た。また、収穫したコーヒーの実から、赤い

写真 2 ジョーンさん一家と記念撮影 

（大畠真由撮影） 
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実だけを残し、緑の実はすべて手作業で除去していた。加工する際、少しだけ体験させていた

だいたが、コーヒー豆の色の選別を手作業で一つ一つ取り除いていくのは量も多く、とても大

変であった。工場では機械が色を識別して除去できるそうであるが、農村での加工は手作業が

ほとんどである。子どもたちは親が働いている傍で手伝いながら遊んでおり、日本では両親が

働いていたら保育園に預けるのが一般であるが、子育ての違いを見た。 

農村のコーヒーの木から、赤い実を取って果肉部分を食べてみたところ、甘かった。そして、

ここではティピカとカティモールの実と木の違いを学んだ。カティモールの木は葉が濃くて、

大きく、光合成がたくさんできる。節の長さが短い。これに比べ、ティピカの木は節がとても

長く細くヒョロヒョロしており、収穫の際は手で枝を曲げて採る。次は豆の違いだが、カティ

モールはチェリーの豆の状態で下の部分を見ると突起しているところが凹んでいるが、ティピ

カは少し出ている。ティピカの豆の方が横長い。そして、パーチメントの豆の断面図を見ると、

カティモールは真ん中の線が曲がっているがティピカは真っ直ぐである。コーヒーについては、

全く知識がなく、なんとなく種類が分かれているということは知っていたが、実際に触って木

や実の違いを観察することで、このような違いから味も変わってくるのだと実感した。パーチ

メントされたコーヒー豆は一見するとすべて同じに見えるのだが、ちょっとの豆の違いで農民

の人はすぐに何の種類の豆か判断出来たため、このことから毎日触って育てているのだと改め

て実感させられた。農村に入った際、ヒルが多く出た。これは、土の湿気が高かったからであ

るが、刺された人もいるので今後対策を練りたいと思った。 

私たちがノンルワン村から帰る際に、村人のウーンさんに引き止められ、彼の家でおもてな

しとしてコーヒーをいただいたが、人と人のつながりを大切にしている村のコミュニティの強

さを感じた。 

Ⅲ カプ村 

文責：濱田 彩 

 

次の日の 12 月 24 日、私たちはカプ村へ移動した。カプ村はパクソンから上部へ移動したと

ころにある。訪れた家は高床式であり、キッチンは外にあった。昼食は、村に来る前に市場に

寄って魚を買ってきていたので、昼食の準備をみんなで行った。一般的に、ラオスでは昼食を

作るのは基本的に女の人の仕事であるが、出産など特別な場合は男の人が料理をするそうだ。

買ってきた魚を味付けせずにその場で焼いたのだが、魚を焼く時も、ラオス人は魚を焼くため
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に刺す木をその場でナイフを使って自分でカットしていた。日本ではサバイバルな状況の時に

しかやらないようなことも、ラオスでは日常なのである。川魚を焼いて、とても辛い味付けの

ものをもち米と共に食べた。 

農場見学をしたが、ノンルワン村の農場よりも大規模で整備されていた。コーヒーの木は種

類を分けて植えてあり、コクトーンという日陰樹も植えていた。雑草も綺麗に整備されており、

ティピカもカティモールも等間隔に離して植えてあった。また、ビニールハウス内でコーヒー

干していた。これは中の湿気が多いためあまり良くないが、農村の人は良いと思ってやってい

るそうだ。ここで農民には正しい知識が無いことも問題なのだと分かった。ここの農園の設備

もノンルワン村と同じであり、どちらも ATJ の支援で作られたものである。 

このスタディツアーでは、各村の家庭で現地の人にインタビューを行う家計調査を行った。

そして、ラオスではアルバイトとして収穫に行った先で女性の家に婿入りするのが一般的であ

り、収穫は出会いの場であるということや、家畜として飼っている鶏やアヒルは売らずに、客

人が来た際に歓迎として食用にもてなすといった文化の違いを知った。また、村には子どもが

多いのが目についたが、親は子どもの年しか把握しておらず、誕生日は聞いても覚えていなか

った。戸籍を見ないと分からないと言っていて、そこに現代の日本人との関心の違いも感じた。

収入や支出を実際にインタビューすることで生活背景を知り、その結果現地の人の金銭感覚を

知ることが出来た。例えば、収入について言うと、コーヒー豆の収穫費は 1kg 当たり 1000kip

であり、これを 4000kip でダオファン社に売ることで利益が出る。しかし、1kg 当たり 2000kip

以下になるとお金に換えても利益が出ず、何も買えなくなる。3000kip 以上から、ガソリン代

や肥料、草刈代などを引いて儲けが出

てくるそうだ。しかし、経済的理由か

ら高く買ってもらえないとしても仲買

人に売らねばならなかったりしなけれ

ばならない家庭もあると知った。これ

は、この村の家計調査をした際に、仲

買人に少しコーヒー豆を売っていたと

いう回答が返ってきたからだ。以上の

ことから、現地の村人は、もっと高く

コーヒー豆を買ってほしいという不満

を持ちながらも、知り合いの仲買人に

売る方が信頼関係もあり、すぐにお金

写真 3 カプ村農園の様子 

（濱田彩撮影） 
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になるためにこのような手段を選択するということが分かった。コーヒーの取引は、ただ単に

価格だけでなく、信頼関係を築けないと成立しないのだ。 

コーヒーの木は、種類ごとに分けて植える方がよく、調度良い間隔をあけて植えること、雑

草をしっかり整備することが、品質の良い豆を収穫するために重要である。道のすぐ脇にコー

ヒーの木がバナナなどと仕切りなしに植えてあり、生活の一部になっていることがよくわかっ

た。どこの家でもコーヒーを干してパーチメントを作っているのがよく観察できた。 

Ⅳ プードムクワン村 

文責：大畠真優 

 

１ シーブンヘーン氏の話 

12 月 25 日水曜日、プードムクワン村へ行き、この村に住むシーブンヘーン氏からプードム

クワン村の歴史や特徴を伺った。 

プードムクワン村は 1958 年にできた。最初は、現在のプードムクワン村が位置している所

より 1 メートル先の場所にプードムクワン村があった。そこでは 4 世帯が生活していたが、そ

の後の内戦やアメリカが爆弾を落としたことが影響し、４世帯は県境であり、サラヴァンケン

の領域であるドン村へ逃げた。1976 年に現在のプーダムクワン村が存在する場所にきて、新し

く村を作った。ここには 50 世帯が集まり、以前プードムクワン村に住んでいたが、内戦やア

メリカが爆弾を落としたことによって他の村に逃げた 4 世帯にその親戚等も加わり、50 世帯に

なった。そのころは馬が通れる道か、歩く道くらいしかなかったが、1978 年になって道が拡張

された。今では 1200 名おり、そのうち女性が 756 名である。260 世帯が住んでいて、今でも、

スワイ、タオイ、ラベン、ラオ族がいて、それぞれ異なる言葉を話す。 

プードムクアン村は約 710 ヘクタールある。コーヒー以外ではキャベツをタイへ輸出してお

り、インゲンやかぼちゃやレタスはパクセの市場へ売っている。雨期には仲買人が毎日来るの

で売る。この村の近くにはテバター山がある。このテバター山は噴火したことがあるため、影

響を受けてプードムクワン村は肥沃な土地になった。雨が多い時は、コーヒー豆を運ぶことが

大変で、手で担いで行く。 

 

２ 村を見学して 

25 日にシーブンヘーンさんの家を訪れた。道の向い側には小学校があり、私たちが訪れたの
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が正午の頃だったので、児童が昼

食をとるために帰宅するところだ

ったので、学校からたくさんの児

童が出てきた。男子の服装は制服

ではなくそれぞれ自分の服を着て

いた。女子は上にはそれぞれ自分

の服を着ていたが、下は黒色で裾

が白色のシン(ラオスの伝統的な

巻きスカート)を履いている子が

多かった。また、高学年と思われ

る女子は髪を 1 つに結い、統一の

青いリボンを着けていた。鞄は男

女ともそれぞれのショルダーバックを使っていた。 

26 日の朝 7 時から、シーブンヘーンさんの家の周辺を見学した。荷台に 6、7 人の人を乗せ

たトラクターが走っていた。乗っている人が全員女性のトラクターもあった。道の端にはガソ

リンスタンドがあり、2 メートルくらいのスペースに設置されていた。ガソリンは赤と、黄色

の 2 種類に別れていた。食品や日用品を売っている店が営業しており、ある店では、小分けに

されたラードや、自宅で収穫した野菜、お菓子、日用品を販売していた。野菜はナスの一種で

あるコーンやエッグプラントやトマト、ニンニク、インゲン、トウガラシなどが並んでいた。

お菓子は様々な種類があり、ほとんどが紐で天井から吊るされる形で販売されており、販売し

ている中国語表記のお菓子を多く販売している店もあった。シートの上にたくさんの服を並べ

て販売している所には、7、8 人が集まっていた。また、村には寺があり、門は金色で装飾され

ていて豪華だった。寺の中の木を使って建てられている建物の中では、3 人の子どもの修行僧

が経を唱えており、数人の女性が訪れていた。寺の付近の道端には煙草の葉が生えている所が

あり、その近くでは葉を約 1.5 メートルの板に乗せて、天日干ししていた。 

 

３．気づいたこと 

プードムクワン村は 1958 年にでき、4 世帯が生活していたが、その後の内戦やアメリカが

爆弾を落としたことが影響しドン村へ逃げた。1976 年に現在のプーダムクワン村が存在する場

所にきて、新しく村を作ったという情報から、ベトナム戦争が関係していると考えた。ベトナ

写真 4 プードムクワン村の小学校の門 

（大畠真由撮影） 
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ム戦争は 1960 年から始まり 1975 年に終結したため、その後 1976 年に再びプードムクワン村

に戻ってきたと考えられる。 

テバター山が噴火したことで、降り積もった火山灰が肥沃な土地を生んだ。そのため、作物

の育ちが良い。コーヒーにおいては Jhai Coffee のテイスティング大会でプードムクワン村の

コーヒーが 1 位に選ばれた。 

小学校周辺で下は黒色で裾が白色のシンを履いている女子を見かけたが、28 日に市場のシン

を販売している店に訪れた際、同じデザインのシンが売っており、学校の制服だと言っていた。

全員ではなく、中には異なるデザインを履いている子どももいたので、学校が強制しておらず

自由であるか、あるいは何らかの理由で購入できないと考えられる。 

前日の昼間はバイクに乗っている人をたくさん見かけたが、朝は 1 つの大きな車の荷台に大

勢が乗っている状況を昼間よりも多く見かけた。服装や持ち物から、これから仕事しに行くた

めにトラクターに乗って移動している様子だったので、乗り合わせて職場まで移動するのでは

ないかと考えた。 

村人の家は木で建てられた高床式の家と、コンクリートやレンガを使った立派な家の両方が

存在した。親から独立した子どもは、最初に高床式の家を作り、その後お金を貯めて長い年月

をかけて自分でコンクリートやレンガを使った立派な家を作る。村には作っている途中のため、

土台のみ完成している家があった。ラオス人にとって家を完成させることはステータスであり、

一人前になったという証拠になることがわかった。 

Ⅴ ホームステイ 

文責：牛山絢香 

 

１ ラオスの調理器具でつくった親子丼 

3 回目の家計調査を終えたあと、そのままシーブンヘーンさんのお宅に 1 日ホームステイさ

せていただいた。暮らしを見るだけではなく実際に生活を体験することで自分が普段している

環境との大きな違いを発見できた。 

調査班全員で夕食に親子丼を振る舞おうと料理を始めた。家から持ち込んだ醤油やみりんな

どの調味料以外は現地の食材を使って日本食を作るため驚くことが多々あった。その中でも一

番印象に残っているのは鳥の屠殺である。親子丼には要る鶏肉ははじめから切り分けられたも

のではなく、生きた鳥を屠殺することから始まった。市場でも生きている鳥が籠に入れられて
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売られているように、屠殺はこの家だ

けではなく村でも料理をして食べるた

めの必要な工程である。まず首の動脈

を切り出血させるのだが、私たちがや

ると上手くいかないことも多かった。

最中に鳥たちが殺すなと言わんばかり

に暴れたり叫んだりするのを見るのが

辛かった。そんな中驚いたのは自分た

ちが手間取るその横で学校の宿題片手

にそれを当たり前の顔で見る少年がい

たことだ。怖がりもせず見ていたとい

うことからこの屠殺は日常的に行なわれているということがわかる。 

次に茹でて肌を柔らかくしてから頭から足まで全身の羽を抜く。全身の毛は大きさが大小

様々で、これは自分でも手伝うことができた。それから再び茹で上げた後に鳥にナイフを入れ

ていく。現地の人の鮮やかな包丁捌きによって内臓と肉などの部位に切り分けられていき、こ

こでやっと自分の知る形の「肉」になった。スーパーなどに並ぶような「肉」になるまでに、

今まで見てこなかった命の終わりを見ることができた。ここまでになると後は日本でも作るよ

うに、火はガスコンロなどではなく野外で木を燃やすためコントロールが難しかったり十分な

調理器具がなかったりするのに苦戦しながらも完成させることができた。作り始めたときは太

陽が出ていて気温は涼しく感じた程度だったが、作り終わったころには真っ暗で気温も 10 度

以下になっていた。約 3 時間はかかってしまっていて、ホームステイ先ではすでに寝てしまっ

た子どももいたようだった。 

 これらの体験から、日本とラオスのこの地域では食材を得るためにどの段階で買っているか

の違いがはっきりと分かった。加えて自分たちが命を頂いているということの実感ができ、自

分が普段料理するときよりもきちんと食べようという思いがはっきりとしていた。そのため、

心からの「いただきます」と言える食事となった。一方で親子丼を残す人も見受けられたこと

から、各地域の味覚の違いやいつもの自分たちはもてなす側の気持ちをどうしているかについ

て考えさせられる貴重な体験であった。 

 

２ バーシー・スー・クワン 

同じ 25 日の夜にバーシーの儀式と卵占いをさせていただいた。バーシーは正しく言うと「バ

写真 5 ラオスの調理器具で作る親子丼 

（牛山絢香撮影） 
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ーシー・スー・クワン」と呼ばれ、ラオスに残っている精霊信仰の儀式である。人間の身体に

宿る 32 個の魂（クワン）が体内にあるときは幸せに過ごすことができるが、誕生や結婚・旅

立ちといった節目の時などに体外に出てしまうと不幸なことが起こるといわれている。そのた

めクワンが体外に出ないように、また出てしまったクワンを呼び戻すために手首に紐を巻いて

それを留めてもらう儀式である。この儀式は村で地位と権力がある者を呼んで執り行ってもら

う。 

まずショルダーバックを掛けるような形で肩から布を巻く。これもおそらくクワンが対外に

出ないためであろう。バナナの皮にもち米やチョコレートで飾り付けられた「パー・クワン」

を囲んで全員座ると、儀式が始まった。長老が私たちの旅の安全や健康を願って精霊にそれを

唱える。そして長老だけではなく家に集まった大人たちが私たちの無事を願う言葉を唱えなが

ら手首に色とりどりの紐を結んでくれた。逆に私たちも見様見真似でその人達の安全を願いな

がら手首に紐を結んでいった。紐を結び合ってラオス語で感謝を述べると笑顔でありがとうと

返してくれた。そのあとに、ゆで卵を剥いていかに形を崩さずに剥けているかどうかでこれか

らの運勢をみる卵占いをした。周りは卵を剥いているのを見守り、きれいに剥けたのをみて嬉

しそうな表情をしていた。仏教やキリスト教の儀式に比べると、バーシー・スー・クワンや卵

はただ厳かな儀式という訳ではなく全員が参加する形の儀式という印象が強かったように思え

る。 

 

３ 防寒着を着たままの就寝 

 儀式も終わりもう寝ることになった。ホームステイ先のお母さんが布団を出してくれた。掛

け布団は厚さ 1 センチほどの薄いものが多く、木造高床の隙間風冷たい 10 度以下の夜には辛

いものであったため、外で着ている冬用防寒着を着たまま寝ることとなった。3 枚の敷布団と

4 枚の薄めの掛布団を 6 人で分けて雑魚寝をした。しかしこれは私たちがおざなりなもてなし

を受けたという訳ではなく普段この家庭で使っている量の布団であり、むしろ自分たちの布団

も減らして出してくれるほど親切であった。日本ではいつも使う暖房器具がこちらに無いこと

が非常に寒く感じられ、自分たちがいかに温度調節を冷房暖房に頼っているかを痛感した。 

寒いとはいってもすぐに就寝できたため案外この生活が日本と完全に離れているものと考

えずに、一昔の日本の生活と考えたほうがおかしくないと思った。かつての日本も木造日本建

築が多く今ほど暖房器具があふれていない頃には、このような寒さと感じていたのかと気づか

された。それとともにこれからラオスがより豊かになればこの村にも暖房器具が普及していく

かどうか、加えてどの段階で普及するのかについても考えさせられる体験であった。 
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４ 早朝の様子 

 翌朝の４時、未だ外が暗い中で昨日使った食器洗いを行った。食器に泡の付いたスポンジで

こすり、使う水はすべて冷水であったため手が赤くなりながら作業をした。泡は水を溜めた盥

の中で擦り、如雨露に入れた水で軽く洗い流した。昨日の暖房器具といい、自分たちが水の使

用においてもボタンを押せば出てきたり暖かくなったりと使いやすいように、いかに道具に甘

えエネルギーを消費しているか気付かされた。 

一方で気になったのは洗い物をするために洗剤一本を丸ごと消費し、それを道へ流していた

ことだ。これは環境に良いことではないが村の人たちにはそもそも環境問題への関心や知識が

十分ではない。加えて道に捨てられているゴミが多いこともあり、まずはひとりひとり環境問

題への影響を知ってもらうべきだと感じられた。学校教育で教えることは勉強以外にもたくさ

んあるようだ。 

 

洗い物を終えてから朝食までに村を散策した。朝にトラクターに乗って出かける人々も見な

がら、村の売店やガソリンスタンド、寺院や建設中の家などを見て回った。 

売店では飲み物や菓子類、野菜などがあって日本のコンビニエンスストアのようだった。孵

化寸前の卵(カイルーク)やパクソン特産の野菜、中国製の色鮮やかなお菓子などが見られとて

も新鮮であった。ガソリンスタンドをはじめ見たときには何かジュースでも売っているのかと

思うほど液体が色鮮やかで、管理の仕方も簡易的に思えた。このスタンドによって、ここでの

重要な交通手段のバイクや車などに給油することができる。 

散策によってこの村の朝の風景に触れることができた。歩いているとおはようと挨拶してく

れる。自分の過ごしている朝と比べると時計を気にしたりせずのんびりとした朝で、いつもこ

のくらい余裕があってほしいと思うほどだった。 

 

５ コーヒーの収穫体験 

その後ホームステイした家の裏側にあるコーヒー畑でコーヒー収穫の手伝いをさせていた

だいた。収穫したコーヒー豆は入れ易いように腰あたりにくくりつけた籠へ入れていく。1 時

間半ほど収穫をして、1 人で約 2 キロを収穫することができた。比較的高く買ってくれるコー

ヒー会社のダオファンに売ったとしても 1 キロあたり 10 円にしかならない。豆を収穫しなが

ら重みを感じていただけに、多くの豆を収穫するのは自分の想像より大変であることを実感し

た。 

プードムクアン村でのホームステイによって、ラオスと日本で自分が現在当たり前だと思っ
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て過ごしていた生活は、こちらでは決してそうではないことが分かった。私たちは東京などで

は特に時間や道具にとらわれていることや、太陽に即した生活リズム、食事の様式・好み・調

理法にまで違いを見つけることができた。短い時間ではあったがたくさんの貴重な経験をさせ

ていただいいた。そして始終私たちを暖かく迎えてくれた村の方々に感謝したい。 

Ⅵ Jhai Coffee House 

文責：長嶺ゆい 

 

１ ラオスにあるおしゃれなカフェ 

 農村の家でのホームステイから一変して、私たちはおしゃれなカフェを訪れた。ここはジャ

イカフェと呼ばれるカフェであり、アメリカ人 3 人とラオス人 2 人で運営していた。外装も内

装もラオスとは思えないもので、周りからは少し浮いているほどだった。彼らはあたたかく私

たちを迎え入れ、コーヒーを出してくれた。ラオスに来て 3 度目のコーヒーであった。ラオス

最終日にもここへ寄ってコーヒーを頂いたのだが、おいしいおいしくないは別として、それぞ

れに味の違いがあるというのを確認した。 

 

写真 3 Jhai Coffee House の焙煎ショーの様子 （長嶺ゆい撮影） 

 

 ここで驚いたのがこの店に来る客が、みんな外国人観光客であったことだ。2 日このカフェ

に寄ったのだが、ラオス人が入店することはなかった。 

ここでは豆の焙煎を行っている。今回はその焙煎の様子を見せてもらった。コーヒー豆の焙
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煎を見るのは初めてであり、回転させながら焙煎することも始めて知った。この様子を説明し

てくれたのは、アメリカ人のタイソンさんである。焙煎は香りや豆のはじける音などで焙煎具

合を確かめている。そういった細かい作業が必要であることがわかった。そしてこの挽きたて

のコーヒーを、私たちは飲むことができたのである。 

 

２ タイソンさんの話 

 タイソンさんは、アメリカ出身の社会起業家である。彼の話によると、ラオスに来たのは 6

年前であった。彼はアメリカで仕事をしていたが、たくさんのお金を稼ぐことや持っているこ

とは彼にとって必要ではなく、幸せなことではなかった。ラオスの人々に出会って、たくさん

のお金を持っているわけではないのに幸せそうな彼らの姿をみて感化されたという。これが彼

をラオスでの活動に向かわせたきっかけであった。 

 アメリカに帰って彼は「One Bag One Book」というプロジェクトを考え出した。コーヒー

豆一袋分の売上で本を買い、その本をラオスに贈るというものである。彼は教育支援に力を入

れているのだ。彼の話からは、彼がどれほど教育を重要であると考えているかが伝わってきた。

たくさんの人を助け、そこにある問題を解決するための起業が社会起業なのだと教えてくれた。 

また、彼は今後ラオスのコーヒーがどうあるべきであるかを話してくれた。彼が考えている

ことは、村や世帯ごとの豆の品質によって値段を変えるということである。それはどの村の豆

も同じ値段で買い取っている ATJ の考え方とは、まったく反対の方法であった。ラオスのコー

ヒーを取り巻く考え方は様々なものがあることが分かった。 

 

３ タイソンさんと ATJ 

先に触れたように、タイソンさんは、コーヒーの買い取り方法について ATJ とは反対の考え

方をもっている。彼の考え方では、村どうし豆の品質の競争が生まれることが予想され、それ

により品質がどんどん上がっていくかもしれない。しかし、問題点もある。品質の優劣をつけ

てしまえば、良い豆を作る村だけが儲かってしまう。最終的には、あまり良い質のコーヒー豆

を作れない村は、誰も買い取ってくれなくなることも考えられる。両者の考え方にはそれぞれ

良い点と悪い点の両方が存在する。どの方法が正しいとは、一概には言えないのである。彼の

行っている活動は、フェアトレードがどうあるべきかを考えさせてくれるものであった。 

４ ラオスで見つけた様々な人々の足跡 

「足跡」、それを見つけたのはこのカフェに飾ってあった世界地図である。どこから来たの

か、ここを訪れた人が自分の国に印をつけていた。雑談でだが、もちろん私も日本にしっかり
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と印をつけてきた。来店した初めての日本人かどうかはわからないが、日本人として最初にこ

こに足跡を残すことができた。なぜ私がこのことについて記したかというと、意外にもいろん

な国からの訪問者がいたからである。ラオスの名前すら知らなかった私は、海外から来る人な

んてほとんどいないのではないかと思っていた。 

 よく考えると、このカフェはラオス人向ではない。このカフェのコーヒーや料理はラオスの

人にとっては値段が高すぎる。タイソンさんはラオ語を話すことがほとんどできないし、なん

と言ってもラオスの人はコーヒーを飲まない。 

ではここが観光客のためだけにあるのかといえば、そうではない。彼はラオスの人たちに大

きく貢献している。彼はこのカフェで得た利益を JCFC やラオスの教育に還元しているのだ。

このカフェによってラオスのコーヒーの質の高さを知ってもらい、さらにそれを世界に伝えて

いくことができるのではないか。うまく観光客を利用している。 

ここで私が言いたいのは、どれだけの人たちがラオスのコーヒーについて関わっているのかで

ある。JCFC はもちろんアメリカ人のタイソン、私たち日本人と ATJ、タイソンがつなぎ合わ

せてくれた様々な国の観光客。よく知られていない国でもたくさんの国々がフェアトレードで

つながっている。タイソンさんがラオスにつけた足跡は決して小さなものではない。 

Ⅶ DaoHuang 社プランテーションと加工場 

文責：折戸夏菜 

 

１ DaoHuang 社プランテーション 

DaoHuang 社のプランテーションは、パクソンから 12km 東に位置しており、コーヒーやお

茶の木が広がっている。また、ここではコーヒーを、実（チェリー）の状態から乾かす前の段

階（パーチメント）まで加工できる大きな設備が整っている。 

ここで私たちは初めにこの農園を管理、運営するベトナム人のオンフィアンさんから農園の

概要について少しお話を伺い、その後加工設備の近くまでいき、実際にコーヒー豆の加工の工

程を見て回った。最後にコーヒーの木を近くで見ることができた。 

加工設備は村で見てきたものとは比べものにならないぐらいの大きさで、近くに行くと機械

音で人の声も聞こえないほどであった。工場にはボラベン高原中からコーヒーの実がトラック

や、トラクターで運ばれてくる。特に収穫の最盛期にはその車の列で、渋滞するほどだという。

ラオス中から運ばれてきた実を選別し、果肉を果肉除去機で取り除き、水に 1～2 晩つけ発酵
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させ、よく洗い流し、ぬめりを取るとパ

ーチメントの状態になる。このプランテ

ーションでは、ここまでの工程をすべて

機械で行っていた。 

その時に使う大量の水はどうしている

のかとの質問が出たが、横に池があり、

そこから引いて使っていた。ここではお

金のやり取りも行われており、方法とし

ては、初めに実を車に積んだ状態でその重量を測り、実を降ろしてから再び測り、それを最初

の重量から引くことで運んできた実の重量を算出する。そしてその重量に見合った報酬を現金

で受け取るそうだ。 

農園自体は全部で 280ha あり、ここで収穫できるコーヒー豆の量は 4,000t で、ラオス全体

で収穫できるコーヒー豆の量の 10％～20％を占めているという。しっかりと管理されているの

で、コーヒーの木はとてもきれいに整備されており、均等に植えられていた。同じ時期に植え

た木はどれも同じ高さに揃えられていた。上ではなく横に葉を広げるよう切っているのだとい

う。この農園では化学肥料を使っているようで、化学肥料を使っていない木に比べて葉の大き

さは大きく、つやつやしていた。また、たくさんのお茶も植えられていた。 

 

２ DaoHuang 社工場 

 DaoHuang 社工場は、パクソンから

9km 西に位置しており、コーヒー豆を乾

かすところから出荷できる状態にするま

でを担う施設がある。 

 ここでも実際に歩いて近くで乾燥や加

工の様子を見た。 

DaoHuang プランテーションで果肉

を取り除き再度トラックに積み込まれた

コーヒー豆が大量にこの工場に運ばれて

きて、広大なコンクリートの地面に直に

敷き詰められ、天日干しされていた。こ

の豆は朝にすべて屋外に出され、ムラなく乾かすために何度か掻き混ぜる作業を行い、夕方に

写真 5 ダオフアン工場（折戸夏菜撮影） 

写真 4 ダオフアン農園加工場（折戸夏菜撮影） 



コーヒー班：訪問場所 

124 

なるとすべて屋内にしまわれるそうだ。出荷できる状態まで乾かされた豆は、カラー選別機や、

脱穀機にかけ、60kg ずつ麻袋に詰められ、口をミシンで縫う。これでやっと出荷できる状態に

なる。たくさんの麻袋が出荷用に積み上げられていた。 

 

３ 感想 

 まず、DaoHuang のプランテーションはその日までにラオスで見てきた農園の中で一番広大

で、整備されているその光景に驚いた。私はその日までのラオスの印象からラオスにもこんな

きれいなコーヒー農園があるんだ、と思ってしまった。そして、加工設備を見て、こんな大き

なちゃんとした機械が存在したんだ、と思ってしまった。今まで各村で見てきたラオスのコー

ヒー加工のための機械とは本当に比べものにならないスケールで、ラオスでコーヒーがどれだ

け育てられているのかと感心した。とても現代的な施設であった。 

 しかし、この今までのラオスとは異なる世界のように感じたこの DaoHuang プランテーショ

ンは実際、主に運営の中心を担っているのはベトナム人だということだった。その理由はベト

ナム人の方がよく仕事ができるからだそうで、ラオス人は収穫期に手伝いに雇われる程度であ

った。こういう大きく重要な施設で働くのはラオス人ではなく、より教養や、信用がある外国

人でなければいけないのだろうか。こういうときにラオスの教育水準の低さが顕著にみられて

しまうのかと残念な思いがした。 

DaoHuang 工場の方も、さすがラオス最大の工場といった風格であった。ここまできてやっ

と本当にここラオスから日本をはじめ、世界各地の取引先にラオス産のコーヒー豆が送られて

いるんだという実感がした。実際にこの DaoHuang 社のコーヒーの利益は全部で 25 億円程度

であり、そのうちの 10％弱が利益だということだ。ここで扱われるアラビカ種は 4,000t で、

1kg あたり 2.5 ドルで取引されている。数年前まではヨーロッパの会社がその権利をもってい

たらしいが、日本の総合商社である丸紅がそれを覆し、今では 90％を日本に送っている。ロブ

スタは 10,000t で、1kg あたり 1.5 ドルで取引されている。こちらはフランスが主に取引をし

ているそうだ。こんなにラオスでとれたアラビカ種のコーヒーが日本に輸出されていたことに

驚いたのと同時に、ラオスのコーヒーがどんな国に売られ、それぞれの国でどのような評価を

受けているのか気になった。 
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家計調査結果①ノンルワン村 

 

大畠真由、長峰ゆい 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ カンプーさんの家計 

文責：大畠真優 

 

１ 取得したデータの詳細 

表 1  世帯の基礎データ 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

表 1 は世帯の基礎的な情報をまとめたものである。カンプー氏の家は 5 人家族で、妻と男１

人、女 2 人の子どもがいる。カンプー氏は 47 歳で 13 歳まで中学校に通っていた。妻は 43 歳

でパクセ出身である。3 人の子どもは全員ノンルワン村で生まれ育っている。長男は 21 歳の大

学生である。長女は 19 歳で最終学歴は小学校で、次女は 17 歳で現在、高校に通っている。 

飼っている動物は、以前はもっと多くの鶏を飼っていたが、たくさん死んでしまったため、

現在は鶏が 1 羽である。他には犬を一匹飼っている。 

表 2 種別の木の本数 

種類 本数 

ロブスタ 4000 本 

カティモール 7000 本 

名前 性別 生年月日 最終学歴 出身地 

カンプー 男 1966 年 12 月 10 日 中学校卒 コーン 

ビィヤンカン 女 1970 年 9 月 17 日 小学校卒 パクセ 

ガイソン 男 1992 年 7 月 13 日 大学卒 ノンルアン 

サーコーン 女 1994 年 9 月 11 日 小学校卒 ノンルアン 

コーンぺ 女 1996 年 8 月 10 日 高校卒 ノンルアン 
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ティピカ 3100 本 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

表 3 ダオフアン社への種別の売却量と売却額 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

表 4  JCFC への売却量と売却額 

 

 

 

 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

表 2 から表 4 は、それぞれ木の種類ごとの本数、2012 年の売り先ごとの売却量と売却額の

情報をまとめたものである。カンプー氏の世帯では、アラビカのチェリーを、DaoHuang 社に

2,500kg を 4,000kip（約 50 円）で、一方ロブスタを、700kg を 15,000kip で売却した。仲買

人とAGPCには売却していないと言っていた。一方、ティピカのパーチメントは JCFCに200kg

を 25,000kip で売却していた。 

 家庭菜園で育てている作物はトウモロコシ、オニオン、レタス、キャベツ、グレープフルー

ツの 5 種類で、トウモロコシは育てやすいという理由で栽培して、毎年 8 月に収穫している。

これらの野菜はすべて家族内の食料として育てており、外部には売っていない。 

 カンプー氏の家では、草刈りを家族で毎日行っているという。コーヒーの収穫は 11 月から 3

月に家族で行っている。副業として、リゾートスタッフを夫婦 2 人でやっており、ゲストハウ

スで 1 年に 3 日働いている。賃金は 1 日に 13,000kip である。コーヒー豆を売ることで得られ

る収入は全体の収入の 70％で、残りは副業で得られる収入だという。 

 

 

売り先 Arabica-Cherry Robusta 

 量 平均価格 量 値段 

DaoHuang 社 2,500kg 4,000kip 700kg 15,000kip 

売り先 Typica‐parchment 

    量 値段 

JCFC 200kg 25,000kip 
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表 5 支出 

米 土地税 

（年） 

電気代

(月) 

水道代

(月) 

医療費

(年) 

教育費

(年) 

ガソリン

代(年) 

電話代

(年) 

12 袋 45,000kip 2,000kip 0kip 300 万 kip 700 万 kip 200 万 kip 120kip 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

表 5 は年間の支出をまとめたものである。米は年間 12 袋消費しており、市場で購入してい

る1。市場では、米のほかにも服、魚や肉、CD、テーブルなど、さまざまなものを購入してお

り、週に 1 回程度買い物に出かけている。土地は 7ha 持っており、土地税は 45,000kip かかっ

ている。電気代は 1 ヶ月に 2,000kip、水は井戸水を使用しているため、かかっていなかった。

医療費は 1 年間に 300 万 kip。教育費は 1 年間におよそ 700 万 kip。ガソリン代は 1 年間に 200

万 kip で、移動手段はバイクであり、時々友人からトラクターを借りることがある。電話代は

1 年間に 120 万 kip であった。化学肥料は使用しておらず、有機肥料を 10 袋使用していた。 

 

表 6 所有物 

品目 草刈り機 バイク テレビ ステレオ

セット 

ＶＣＤ 携帯電話 

台数 1 2 1 1 1 4 

年 2008 年 2006 年 2007 年 2007 年 2007 年 2006 年 

値段 145 万 kip 1000万kip 120 万 kip 70 万 kip 30 万 kip 160 万 kip 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

表 6 は所有している生産機材や耐久消費財をまとめたものである。これらの持ちものはすべ

て 5～7 年前に購入していた。 

カンプー氏の世帯ではいくらかの現金を貯蓄しており、コーヒーが不作だった場合、家計の

やりくりは夫婦が一緒に行っている。一番の出費の要因は家の建設費でこれまでに 2000 万 kip

かかっており、現在はおよそ 50％完成している。 

カンプー氏は 10 人兄弟で、そのうち 6 人がコーヒー農家、2 人が米農家、2 人が学生であり、

学校を卒業した後、農家以外の職業に就いた人はおらず、コーヒー農家か米農家になっている。 

                                                         
1 1 袋は 50kg であり、約 200,000kip である。 
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２ 分かったこと 

取得したデータから収入を計算すると、アラビカのチェリーは 2.5tonを 1kg当たり 4,000kip

で、ロブスタは 700kg を 1kg 当たり 15,000kip で DaoHuang 社に売り、ティピカのパーチメ

ントは 200kg を 1kg 当たり 25,000kip で JCFC に売ることによって、合計 2550 万 kip を得て

いる。副業としてゲストハウスで働くことで得られる収入は、1 日 13,000kip で月に 3 日やっ

ているので 1 年に 468,000kip である。したがって総額で 2596 万 8000kip を得ていることが

わかる。コーヒー農業で得られる収入が 70％で、副業で得られる収入が 30％ということから、

2550 万 kip が全体の収入の 70％とすると副業で 1093 万 kip 得ていることになるが、正確な

データがとれなかったため計算が合わない所がある。 

米は 1 袋 50kg、1 人当たりの年間消費量 200kg 程度として考えると、5 人家族なので全員で

1000kg 程度消費していると考えられるが、1 年間で 600kg の消費なので、平均の半分程度の

量である。家庭では食料としてはトウモロコシが育てやすいとの理由で栽培していることや、

貯蓄について質問した際、いくらかのお金の他にトウモロコシを蓄えていると回答していたこ

とから、米とトウモロコシを主食としているか、又は家で食事を取らない家族がいる可能性が

ある。 

次は教育について述べる。今回調査した 3 家庭のうち大学まで子どもを通わせているのは、

長男が大学生であるカンプー氏の家庭だけであった。次女も高校に通っており、この家庭は教

育に力を入れていることがわかる。 

25 日に調査したシーブンヘーン氏はティピカを 600 本育てていて、DaoHuang 社に 500kg

売っていたが、カンプー氏は 3100 本

育てていて、DaoHuang 社に 200kg

売っていた。シーブンヘーン氏よりカ

ンプー氏は 5 倍近く木の数が多かった

が、売っている豆の量が半分以下しか

ない。ロブスタもシーブンヘーン氏は

3000 本育てていて 2.7ton 売っていた

が、カンプー氏は 4000 本育てていて

700kg しか売ってない。木の本数から

考えてカンプー氏は調査で答えていた

豆に加えて、仲買人に売っている可能
写真 1 カンプー夫妻 

（大畠真由撮影） 
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性があると考えられる。 

3 種類の木を混ぜて育てているのでそれぞれの木の正確な本数を把握していないと回答して

いた別の家庭もあったが、カンプー氏は種類の異なるそれぞれの木の本数を正確に把握してお

り、農園は広く、きれいに手入れがされていて、コーヒー栽培に力を入れていることがわかっ

た。 

Ⅱ ジョンさんの家計 

文責：長峰ゆい 

 

 ノンルワン村に住んでいるジョンさんの家は私たちにとって最初の調査対象家庭であり、も

ちろんうまくいったわけではない。質問内容も自分たちのできる範囲にとどまった。ジョンさ

んの家庭は農村の中ではお金持ちというわけではなく、貧乏でもない一般家庭であるそうだ。

今回の調査からは新しい発見や興味深い話を聞くことができた。  

  

１ ジョンさん家の世帯の調査結果 

 ジョンさんは 1 人の娘と 4 人の息子を持つ 7 人家族である。私たちからすれば多いような気

もするが、農村では一般的なのだそうだ。面白いことに彼は、子どもたちはおろか自分の誕生

日すら覚えていなかった。ここでは誕生日というものがそこまで重視されていないのであろう

か。結局、家族の情報は年齢と出身地を聞くだけに終わった。ちなみに出身地の違うジョンさ

んと妻のギャンさんはある村での収穫の手伝いに行ったときに出会ったそうだ。 

 ジョンさんの農園は全部で約 10 ヘクタールあり、そのうちロブスタ種が 9000 本と 3 種類の

なかで一番多かった。そして今年から新しい試みとして、ジャワという品種を育てている。テ

ィピカと比べ、手入れが簡単だが、味はティピカ以上なのだという。買い取りの仕組みだけだ

はなく、新しい品種を導入するなどの取り組みも行われていることが分かった。このジャワを

うまく利用すれば、ラオスのコーヒー農園に変化は出てくるのか。ジャワの今後の発展が気に

なるところである。 

 さらにジョンさんはコーヒー豆の売り先について詳しく説明してくれた。一番豆を多く売っ

ているところは JCFC であった。一方、仲買人にも売っているらしい。仲買人は安く豆を買お

うとする農民にとっての敵、JCFC のライバルだとばかり思っていたので、その理由は興味深

かった。また、どの豆も AGPC には売っていなかった。ティピカは育てるのが難しい。が、
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AGPC はカティモールとティピカを同じ値段でしか買ってくれないのだという。そして、JCFC

への要望は「もっと高い値で豆を買ってほしい」だそうだ。 

 話を聞く限り、ジョンさんはかなりコーヒー栽培に真剣に取り組んでいるということが感じ

取れる。彼が JCFC 傘下の村であるノンルワン村をひっぱっていくリーダーであることもうな

ずける。そんな真面目な彼の要望をもっとかなえてほしいとも思った。 

  

２ 発見と疑問点 

 初めての調査だけに課された質問をこなすことに必死で、そこから生じてくる疑問を考える

余裕がなかった。「どのくらいの値段でコーヒー豆を買ってほしいのか」、「彼らの価値の中で何

が高くて何が安いのか」、「JCFC よりも豆を高く買ってくれるところがあれば、そこに売るの

か」など、聞きたかったことはたくさんあった。 

 上記にもあるように、農村では 10 人程度の家族は普通なことらしい。家族を増やすのはや

はり農業の人手を出来るだけ多くするためなのであろうか。家計調査で 1 年間あたりの子ども

たちの学費と 1 年間のガソリン代を比較すると、もちろん学費のほうが高いが学校に通ってい

る子どもの人数を考慮すると、ガソリン代がかなり高いと感じた。もしくは学費が安いのかも

しれない。彼らにとってどちらが家計の負担となっているのだろうか。もし学費が大きな負担

となっているのであれば、そこまでしてでも人数を増やしたいということになる。コーヒー豆

を育て収穫していくうえで、たくさんの人手が必要であると想像できる。 

 「JCFC より高値で買い取ってくれる場合」に関して、ジョンさんの話から考えてみる。 

ジョンさんはコーヒー豆の一部を中国の仲買人に売っている。その理由は高く売れるからだそ

うだ。その一方で仲買人は信用していないと言っていた。信用できない相手であっても買い取

りの値段でそう決めたのだ。したがって、JCFC よりも高く売れるのであればそこに売る、と

いうことになるのだろうか。ただ、JCFC と仲買人では売る豆の種類が違ったため、仲買人が

この豆しか買い取ってくれないという場合もあり得るので本当のところはわからなかった。し

かし、もし JCFC 以外のところで豆を売るということになれば、JCFC はどうなってしまうだ

ろう。コーヒー生産者にとっては高く売れることはいいことであるが JCFC はそれに対応する

ことができるのであろうか。彼らにとっての JCFC とは何であるのか。知りたいことはたくさ

んある。 

この調査では、JCFC がコーヒー生産者に与える影響を調べることができなかった。率直に

言うと、この組織が彼らにとって絶対的なものではないかもしれないと思った。しかし、ジョ

ンさんは JCFC にたくさんの豆を売っており、何らかのメリットがあるのだろう。このメリッ
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ト、デメリットを考えた上で豆を売る場所を決めているのかもしれない。彼らに JCFC という

ひとつの選択肢があることが大きな意義ではないだろうか。 

 

写真 2 ジョンさんの家族 （長嶺ゆい撮影） 
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家計調査結果②カプ村 

 

大島真理子、牛山絢香 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ ウェンさんの家計 

文責：大島真理子 

 

１ ウェンさんの世帯の調査結果 

家計調査 2 日目は、JCFC の会計担当であるカンプーさんが住むカプ村のウェンさんのお宅

で行った。家族構成は 31 歳のウェンさんを中心にした 5 人家族で、妻であり 1 つ年下のパン

ンさん、3 人娘のブンちゃん、ピンちゃん、ジョンちゃんで構成されている。学歴はウェンさ

んが初等教育を 4 年で退学し、パンンさんは学校に通ったことがなかった。娘は現在ブンちゃ

んが初等教育の 2 年生であり、下の 2 人はまだ通う年齢ではないので家にいるということだ。

サフア村で生まれたウェンさんが、カプ村にいたパンンさんの婿に入る形で現在の生活を送っ

ている。家畜は家族の食用に鳥鶏を 15 羽、あひるを 6 羽飼っている。農地としてティピカが

0.5 ヘクタール、カティモールが 2 ヘクタール、ロブスタが 1 ヘクタールあり、それぞれ 1000

本、3000 本、1000 本の木を植えている。 

 続いて収穫量である。まずコーヒーチェリーはアラビカ種を政府の機関である AGPC に

4000kg、1kg あたり 3000 キープで売っている。パーチメントはカティモールとティピカを

JCFC にそれぞれ 4000kg／3000 キープ、3000kg／3000 キープで売却し、ロブスタ種はラオ

スの大企業である Daohuang 社に 800kg／15000 キープで売っている。さらに、コーヒーの他

に渋い味のするレッドプリチャーやネギ、ミント、にんにく、良い匂いのするカートーンとパ

ッペールと呼ばれる野菜を自家用に育てることで、家計を支えている。総収入は 2500 万キー

プであった。 

 賃金労働は、ラオス独特の働き方である Mao（マオ）という方法で収入を得ている。マオと

は集団で働きに出て収入を人数分で分割するという方法であり、今年度は 1 人つき 50,000 キ

ープの賃金を 3 日分受け取った。今回はカプ村の近くにある韓国系の農場の手伝い、土地の大

きさによって全体の賃金が決まるという。 
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また、今回は借金についても伺うことができた。雨季に 200 万キープ、米の購入のために借

金をし、返済はコーヒー豆で返すという仕組みであった（1 トン分、300 万キープ相当を返済）。

通訳のエーさんはインタビューの中で Green Loan と述べていたが、これは仲買人の高利貸し

ではないかと考えられる。 

 最後に支出について伺った。まず支出の中で大きな割合を占める米は 1 年間に 30 袋購入し

ている。1 袋 210,000 キープほどである。土地税は年間 300,000 キープ、電気代が毎月 22,000

キープ、水道代が 8,000 キープ、ガソリン代が 672,000 キープかかっている。これらは時期に

よって大きく変わることもあり、水道代は雨季には 4,000 キープに減ると述べている。教育費

と医療費はそれぞれ 200 万キープと 30 万キープほどかかっている。さらに苗木は JCFC の無

利子融資制度を受け 600 キープの苗木を 4000 本受け取っていて、これから 3 年かけて返して

いく予定とのことだ。生産機材や耐久消費財は脱穀機や芝刈りの他に、テレビ、バイク、VCD

などを１つずつ所有していた。 

 

２ 考察 

 これらをまず 1 日目のジョンさんのお宅と比較すると、収穫量ではウェンさんのお宅のほう

が少ないということがいえる。さらに特徴的であったのが、収穫量や支出を伺った際に、ジョ

ンさんの家よりも回答が曖昧だったという点だ。この村ではカンプーさんが主に村の統制を管

理していて、あまり細かい情報を確認する必要がないということもあり、厳密に考えると正確

ではなかった可能性がある。 

 さらに教育についての考察

として、両親が教育の機会を

あまり与えていなかったので

はないかと推測できる。特に

ウェンさんの母親がウェンさ

んの幼少期に亡くなっている

ため、手伝いのために学校を

辞めたのではないかというこ

とも考えられる。ラオスの親

の世代では学校に行っていな

い状況は少なくなく、特に現

在のラオスの教育でも、小学

写真 1 家計調査の様子（一番左がウェンさん） 

（大島真理子撮影） 
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校卒業後に農業のやりくりのため中学校へ進まないこともある。そのため、現在学校に通って

いる長女、これから初等教育を受けることとなる次女三女が、これからどのような進路になっ

ていくのか、家計はやりくりできるのかという課題も残る。 

 とはいえ、今回インタビューをしたウェンさんのお宅は、コーヒー農家の中では平均的な所

得水準であるようだ。カプ村は村の中での協力体制が強い印象であり、家の境と関係なく遊ぶ

子どもたちの笑顔がとても印象的であった。ちなみに差し入れとして渡した日本のお菓子は、

あまり珍しいものではなかったようだ。 

Ⅱ ブーンさんの家計 

文責：牛山絢香 

 

ブーンさんを世帯主としたこの家は 5 女 3 男、8 人の子どもがいる 10 人家族である。ブー

ンさんは元々別の村に住んでいたが 1980 年頃兄が住んでいた関係でカプ村に移住し、以来こ

の地で暮らしてきた。この世帯の者すべての最終学歴は小学校卒であり、また一部は現在小学

校在学中である。初等教育後の子どもたちの将来について聞いてみたところ、現在在学中の子

どもたちは全員進学せず将来コーヒー農家になることが決められているそうだ。そこに子ども

たちの意思はなかったように思える。 

次に家畜について報告する。ゲストハウスからカプ村へ車で移動するときに道端で放牧され

る多くの動物を見てきたため家畜は多いのかと予想していたが、実際にこの世帯で飼っている

のは 1匹の豚と 15羽の鶏だけであった。この 15羽の鶏は家族から購入し、ここで育てている。

この家庭では家畜を売りはせず自分たちで消費する。市場でも食用の鶏は生きたまま売られて

いる。それに対して日本の家庭で飼われている動物の多くはだいたい食用ではないし、生きて

いる鶏から自分たちで調理することもない。これらのことから日本との食材の入手方法の違い

が分かった。 

この世帯のコーヒー豆の耕地面積は全部で 5ha、うち 4500 本のロブスタ種を植えたのが

2.8ha、カティモール種を 4000 本植えたのが 2.0ha、ティピカ種を 2000 本植えたのが 0.5ha

となっている。しかし実際にコーヒー畑を見学したところこの 3 種の苗木は混ぜられて植えら

れていたことから、正確に本数と面積を把握をできていない可能性があると考えられる。 

次にコーヒーによる収入について聞いたところ、アラビカ(実)2.5t を 2500kip/kg、ロブスタ

は 0.5ｔを 4000kip/kg の値段で、ティピカは 0.3t を 22000kip/kg の値段で売ったという。3
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種で合計 1485 万 kip の収入になっていた。前回家計調査を行ったカンプ―さんはコーヒー豆

をダオファン社に売却していたが、ここではダオファン社に売ることはない。これら 3 種のコ

ーヒー豆の買い手はすべて仲買人である。なぜ仲買人以外に買い手が無いのか聞くと、自分た

ちで作っている豆はあまり品質が良くないため買ってくれるのは仲買人だけだということが分

かった。買い取りの値段が少々安くても、育てたものを買ってくれる仲買人にむしろ感謝して

いるという。よって他で買ってくれない質も悪いものを買ってくれるため少々安くても売るよ

うだ。 

また、この家で特徴的なのは収入源の割合がコーヒー栽培 4 割、賃金収入 6 割ということで

ある。賃金収入を得る手段としては他のコーヒー農園へ年に 20 日ほど草刈り、年に 30 日ほど

の収穫、さらに家屋建築の手伝いがある。学校に通っている子どもたちも学校がない休日は草

刈りなどを手伝いお小遣いを得ているようだ。ところでどこで仕事を見つけているかというと、

市場で仕事についての情報を仕入れるのだそうだ。市場に何人か仕事を募集している人がおり

この人々が口頭で何らかの仕事を募集していて、もし働きたいときはそれに口頭で答える。こ

のように職探しにおいてもカプ村ではインターネットや広告を使ってはおらず口頭での交渉が

常識となっているため、自分の言葉でコミュニケーションをすることが必須である。日本のよ

うに自分の口で言わなくとも意思表示ができる環境ではない。しかし日本の人々もいくら高度

な連絡手段があるとはいえ、自分の口で意思表示をすることを蔑ろにしてはならないと感じる。 

次にこの家の支出について述べる。まずブーンさんの家庭は家計について何にお金を使うか

を家族全員で決定する。5ha 分の

土地税で一年に 10 万 kip を支払

い、他にも電気代や水道代まで調

べたことで医療費や教育費につい

て昨日との違いがありありと分か

った。たとえば 10 人家族の大所

帯の割に医療費は 200万 kipであ

ったり、教育費は現在学校に通う

子ども 4 人に対して 700万 kipで

あったりする。一方で、ノンルワ

ン村のカンプーさんの世帯では 5

人家族で 300万 kipを医療費とし
写真 2 ブーンさん一家 

（牛山絢香撮影） 
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て、学校に通う 3人の子どもに対して 700万 kipを教育費として消費している。このことから、

ブーンさんの家庭では前回の調査世帯より子どもの将来に対する投資または支援が経済的に少

ないと考えることができる。 

2 度目の家計調査によって、個々の家の考え方によってさまざまな支出先を自由選択できる

ことで、家庭のあり方に違いが出ることを知ることができた。先ほど挙げた教育面・医療面だ

けではなくそれは経済面つまり収入を得る方法にも関係してくる。そして個人の家の考え方は

コーヒー栽培への向かい方にも関わり、違った意欲で育てられたコーヒー豆はたとえ品種が同

じであっても買い手そして値段にも深く関係している。それが収入にもつながり家によって方

針や子どもの将来が決まってゆくと考えられる。 
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家計調査結果③プードムクワン村 

 

折戸夏菜、濱田彩 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

Ⅰ シーブンヘーンさんの家計 

文責：折戸夏菜 

 

１ シーブンヘーンさんの世帯の調査結果 

シーブンヘーンさんの家族構成と最終学歴は下の表 1 のようになっている。私たちの質問に

答えてくださったのは、一家の主であるシーブンヘーンさんであった。現在学校に通っている

のは、エックくんのみである。 

表 1 家族構成 

 名前（年齢） 性別 生年月日 最終学歴 

１ シーブンヘーン（56） 男 1957／3／10 中等教育 

２ ブンパーマー（52） 女 1961／3／9 初等教育 

３ トー（23） 女 1991／4／3 中等教育 

４ ロンマー（20） 男 1993／9／10 初等教育 

５ エック（13） 男 2000／4／25 中等教育 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

家畜は自家消費用に飼っている鶏が 11 羽いる。貯蓄のためなどではなく、家族で食べるた

めのものである。 

次にコーヒーの農地の面積は下の表 2 のように答えてくれた。だが、詳しく伺ったところ、

すべての種が混ぜて植えてあるということなので、はっきりとした数値ではないと言えるだろ

う。 
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表 2 農地面積、樹木の本数と種類 

 

（出典：調査データより筆者作成） 

 

収穫量は表 3 の通りである。アラビカ種のチェリーが 6000kg に対し 2450kip/kg と値段が

低いのは、そこからコーヒー豆を運ぶ手数料や車代に約 200kip/kg ずつ引かれたりしているか

らだという。この家庭がコーヒー豆を仲買人や AGPC に売らず、DaoHuang 社に売るのは

DaoHuang 社と取引していると、夏にお米の現物支給が得られたり、肥料や苗木がもらえたり

するからだそうだ。米と肥料は豆で返済するが、苗木に関しては 3 年で返済となる（利子はな

し）。JCFC にもティピカのパーチメントを 500kg、25,000kip/kg で売っていた。コーヒーの

他にも 13種類の様々な農産物を背の低いカティモール種と一緒に育てているとのことだった。

自家消費用もあるが、キャベツ 5000kg、白菜 500kg、チリ 500kg、コーン 5000kg、トマト

1000kg はそれぞれ仲買人に売っていた。ちなみに全体の収入は 7000 万 kip で、コーヒーとそ

の他農作物による収入の割合が 8 対 2 であるという。 

 

表 3 各種類別の売却量と売却額 

 アラビカチェリー アラビカパーチメント ロブスタ生豆 

 総量 平均価格 総量 平均価格 総量 平均価格 

DaoHuang 社 6000kg 2450kip     

仲買人   2700kg 13800kip   

AGPC       

（出典：調査データより筆者作成） 

 

またこの家庭では、他の人の家のコーヒー農園に赴いて賃金労働をしたり、草刈りや収穫の

ために人を雇っていたりはせず、自分たちの農園を自分たち家族だけですべて運営していた。

学校に行っている子どもも、土日だけ農園で働いていると言っていた。しかし、トイレを新し

く作り直したということだったのだが、その時には人を雇ったそうだ。この時のトイレの建築

 面積 木の本数 木の種類 

1 3.0ha 10,000 カティモール 

2 2.5ha 3,000 ロブスタ 

3 0.5ha 600 ティピカ 
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費は 1500 万 kip で、8 人を雇い、1 人 1 日あたり 70,000kip 支払ったという。雇った人はみな

同じ村の人だと言っていたが、それが親族なのかどうかはわからなかった。 

借金についても、一応聞くことができた。銀行から 5000 万 kip を利子 14％で 12 ヶ月借り

ていた。これはコーヒーの農園維持管理費に使うために借りたとのことだったが、今は完済し

たということだった。 

最後に子どもたちは将来何になるのかと聞いたところ、シーブンヘーンさんはみな将来はコ

ーヒー農家になると言っていた。 

 

２ 考察 

この家庭は私たちが、ホームステイした家庭だった。シーブンヘーンさんは大変明るく、楽

しい方だった。この調査から、実際、お金にとても余裕のある家庭ではなく、コーヒーでの収

入からひかれてしまう分があるので、手元に残るお金は少なくなるといったことを言っていた。

にもかかわらず、私たちが訪れたとき、とても気前良くもてなしてくれた。特に食事などは食

べ切れないほどの量であった。ラオス滞在中、食べきれないほどの量の食事が出てくることが

他にもあったり、そういうことはよくあるそうだ。私たちから見てみれば、お金がないのにこ

んなにしてくれなくても・・・とも思ったが、お金がないからといっても、もてなしに使うお

金は惜しまないといったラオス人の考え方なのであろうか。 

シーブンヘーンさんの家を訪れ、彼の話をみなで聞いた時、しきりに「ATJ がやってくれた」、

「ATJ に感謝している」と ATJ の支援のおかげだということを大々的に言い、その後、これ

からはもっとこうしていきたいと展望を語っていたが、そのように大きな感謝や、今回のよう

な大きなもてなし、そして更なる向上心を示すことでもっと支援をしてもらおうと思っている

のだろうかと思ってしまった。しかしそれと同時に、彼の向上心の高さに感心させられた。こ

のように熱心な人の方がもっと頑張って良質なものを作ってくれたり、期待に応えてくれそう

だなと思うので、支援したくなるということも感じた。 

この家庭では手数料や加工場まで運ぶ手間賃がかかってでも DaoHuang 社に売ることで夏

のお米の現物支給が得られたり、肥料や苗木がもらえたりするという利点を選んだようであっ

た。他の 2 つの家庭では有機肥料（果肉除去をしたときに出る果肉）を使っていたのに対し、

この家庭では先ほどの DaoHuang 社からもらった有機肥料を使っていた。それに加えて、化学

肥料も使っているとのことだった。 

このように、DaoHuang 社に売ることの恩恵や、ATJ の支援を受けることなど、うまく関係

を保ちながら自分たちのコーヒー農園を自分たちで運営していた家庭であった。 
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Ⅱ ノイさんの家計 

文責：濱田 彩 

 

１ ノイさんの世帯の調査結果 

 ノイさんの家は、3世帯が 1つの家に暮らしており、13人が一つの屋根の下に暮らしている。

それぞれ家を持っていて歩いて行ける距離だが、実家が一番暮らしやすいため、ここに集まっ

ているそうだ。この家は、ノイさんが所有しており、嫁の家に嫁いできた。この夫婦には子ど

もが 3 人いる。家はとても大きくて広く、大豪邸である。 

家畜は牛が 6 頭、鶏が 30 羽、アヒルが 4 羽、ヤギが 12 頭いる。また、池に子魚を 2000 匹

飼っている。ヤギは、親友から譲り受けて増やした。鶏は自分たちで食べるそうだ。家畜も、

少しずつ売っている。農園はいくつかに分かれており、ティピカが 3か所合わせて3haに10,000

本、カティモールが 5 か所合わせて 5ha に 15,000 本、ロブスタが 15ha に 27,000 本ある。 

次は収穫量について述べる。去年は、ティピカとカティモールを一緒に合わせてチェリーの

状態で 2500kg を 1kg 当たり 3500kip、ロブスタは生豆の状態で 26,000kg を 1kg 当たり

15,000kip でダオファン社に売っており、日本には売っていない。今年はティピカとカティモ

ールを混ぜたものでなく、種類ごとに分けて 10,000kg 売却したが、まだ取引途中であるため、

価格は分からないそうだ。そして、キャベツを 100kg 栽培しているが、これは売却せずにすべ

て自家消費用だそうだ。白菜は育てていない。他にチャイヨットというそれ自体に味は無いが、

味を濃くするための野菜、12 月頃に少し甘くなる小さな玉ねぎを育てている。 

出稼ぎについて伺ったところ、昔は村の中で収穫の手伝いのために、今では大学に通う子ど

もたちも連れて年に 2 回働いていたが、最近は収穫の手伝いをしていない。しかし、自分の農

園で多くの人を雇っている。草刈りについては 250 人を 1 人ずつ 1 日交代で 250 日分、1 日

40,000kip で雇う。また、カティモールの収穫に 19 人、これも 1 人ずつ 1 日交代で 19 日雇う。

これは食費なども含めて月払いだ。ロブスタの収穫は 1 か月 20 人を 2 か月雇い、1kg あたり

1000kip で雇っている。そして、借金についても聞いてみたが、今は返済済みであった。昔、

親戚から農園維持費と食費のために無利子で 4,000,000kip～5,000,000kip を借りていた。 

次に、生活費について述べる。米は年間 40 袋（2000kg 相当）を買い、土地税は年間コーヒ

ー農村に 2,500,000kip、家に 170,000kip を払っている。電気代は毎月 50,000kip～100,000kip

で、水道代は年間 11,000,000kip だであった。給水のために出来たパイプがとても重要で、そ

れなしでは生きられないと言っていた。医療費は年間 30,000,000kip と、多かった。去年、病
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人をタイまで連れて行ったために高くなったそうだ。今年は 12,000,000kip であったことと比

較すると、とても高いことがわかる。ガソリン代は１日に 100,000kip かかっていて、携帯代

金は１日 30,000kip だそうだ。除草剤や化学肥料は特別に買っておらず、草は手作業で除去す

るために人件費がとてもかかる。キャベツの種は 1 缶買っている。コーヒーの苗木は買わずに

自家製である。これは他人にも売らずにすべて自分たちの分だそうだ。肥料は 1 袋購入して、

他は果肉や牛糞を肥料にしている。草刈機や車、バイク、テレビ、冷蔵庫、携帯など、ほぼこ

こ 2、3 年のうちに買い変えている。 

  

２ 考察 

ノイさんの家は、他の家と比べても明らかに大豪邸であり、裕福にみえた。家を建てる際、

150,000,000kip を費やし、この中に家を建てるために雇用した人、家具代なども含まれている。

この家の人たちはほとんどがプードムクワン村で生まれ育ったが、1 人の男性だけ違う村出身

であったので、婿入りしてきたことがわかる。これはラオスにおいて一般的なことである。 

親たちは高校まで行っていて高学歴であるのが分かったが、子どもたちは今みんな大学に通

っていた。中でも、１人が今ベトナム語を勉強していて、これからベトナムに留学しようとし

ている。親は、自分が勉強していなかった分、子どもには行ってほしいといい、まだ小学校に

通っている子どもたちもできればみんな大学に通わせたいと話していたことから、教育にとて

も熱心であることがうかがえる。そのため、教育費が高いのもうなずける。 

家畜もたくさん所有していたが、これでも多くの量を売却したあとであり、牛は昔 70 頭飼

っていたそうだ。他にも、池は 4 つあったそうだが、大雨で壊れてしまい、今は 1 つしか残っ

ていない。ヤギも 4 年前は 40 頭もいたのだが、自家消費して現在の数になった。所有してい

る農園も広く、多くの人々を雇っている。とても多くの人を雇っており、人件費もとても多く

かかっていることが分かった。他にインタビューした 2 つの家庭は牛を所有しておらず、鶏が

10 羽、アヒルが 5 羽程度であったのと比較するとだいぶ多いことが分かる。 

次に作物についてだが、インタビューした他の家庭と比較すると、他の家庭ではキャベツ以

外にも玉ねぎやミントなど計 6 種類ほど自家消費用に育てている作物が多かったのだが、この

家ではキャベツ以外に 2 種類と、少なめであった。使用する肥料と苗木は自家製であり、すべ

て自分たちで消費するのにもかかわらず、食用の作物はあまり自給自足していないのが意外で

あった。 

カティモールとティピカをチェリー（実）の状態で混ぜて売っているのは初めてだった。他

の家庭では種類ごとにチェリー（実）の状態とパーチメントの状態に分けて売却することが一
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般的であり、他 2 つの家庭もそうであった。しかし、ノイさんの家庭も今年からカティモール

とティピカを混ぜて売るのをやめ、分けて売ることに変えたが、このことから何か収入などに

変化が起きるかは、まだ取引途中のために分からない。 

家具も、一通りすべて持っており、バイクが 4 台、テレビが 2 台、草刈り機が 2 台、トラク

ターは中国製の車が 1 台、携帯電話は 5 台と、他の家庭では所有しているとしても 1 台ずつで

あったために所有物からも裕福さが目立った。しかし、基本的にコーヒー農業に必要なものを

最初に 1 台ずつそろえて、ここ 2～3 年の間にそれぞれの数を増やし、冷蔵庫やテレビなど生

活の足しになるものを購入していることが分かった。 

追加の質問で、いつから、どうやってお金持ちになったのか聞いたところ、父母の時代は貧

乏であったそうで、お金持ちになったのもここ最近であり、まじめで勤勉な生活を心がけ、無

駄なものを買わないように気を付けているという。この家庭がこのような広い土地を持ってい

るのは、家主がコーヒーを売ったお金で他の人から土地を買い付けることで徐々に大きくし、

結果的に今の広大な土地になったそうだ。また、この家のインタビューが終わったあとに、ち

ょうど外で他の村から豆を売りに来ているところを見ることが出来た。この家は仲買人として

も儲けていた。お金持ちはこうして利益を増やし、どんどんお金持ちになり、仲買人に売る人々

はあまり高く買ってもらえずに貧富の差もそれに伴って大きくなっていくと実感した。 

 

 

 

 

  

写真 1 ノイさん家の外観 （濱田彩撮影） 
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個人感想 

ラオス、スタディツアーを終えて 

 

大 島 真 理 子 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

約 10 日間のラオススタディーツアーは本当に内容が濃く、1 日 1 日があっという間に過ぎて

いった。初めての海外ということもあり、景観や食の違いに驚き、防犯を一番に警戒していた

自分に反してラオスで関わった多くの方の人柄の良さに心を打たれ、そして自分の目で現地の

コーヒー農家の実態や誇りを確かめることができた。 

 スタディツアーを通じて学んだことは、大きく分けて 2 つある。 

まず、コーヒー農家の生産工程についてである。普段飲んでいるコーヒーを栽培している状

態から、加工や出荷までの過程を確認することができた。この経験から、1 つ 1 つの過程に人

の手が掛かっているということが理解できた。作業に時間がかかるということや、コーヒー栽

培という作業がその人々の生活に深く関わっているという点で、コーヒー栽培の重みを強く感

じた。また、仲買人との取引における課題なども、農村調査や実際のやりとりを通じて目の当

たりにすることとなった。 

さらに学んだことは、コーヒー農家に関わる組合、購入者、外部の多くの関わりについてで

ある。ラオスのコーヒー農業や生活における多くの困難や葛藤があり、それらを外部の援助を

支えに自らの手で改善し、解決している。JCFC の幹部の方のお話やいくつかの農村の例を見

ていくと、現地の方々との直接的な関わりや生活背景を理解した倫理的な問題解決はより効果

的で、持続的な開発を可能にしているということが理解できた。直接的な問題解決には、大企

業の寄付よりも多くの時間とコストを要することがある。しかしだからこそ、コーヒー農家の

方々はもちろん、ラオスの生活をよりよくしようという外部の方々にも、自らの手で問題解決

をしようという決意と、意志の強さを感じた。 

現在のラオスのコーヒー栽培では、脱穀機 1 つとってもベトナムから購入した機材を何も知

らずに使っていたり、コーヒー豆を乾燥させるために温室のビニールハウスを試験的に導入し

たりするなど、作業において粗さや試行錯誤もある。しかし、そこにコーヒーに対する愛情の

ようなものを感じたのを覚えている。作業 1 つ 1 つに関して自分のコーヒー豆をより良い品質

にするという熱意があり、成功した誇りをもとにさらに上を目指そうとする現地の方の思いを

強く感じた。同時に、家計調査後の Daohuang 社の工場見学で、それらが大きな音と共にあっ
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さりと機械化されたことに、悲壮感を感じてしまった。 

仲買人が豆を買って Daohuang 社に売ることも選択肢のひとつではあるが、ラオスのコーヒ

ー栽培の思いを広めようとする現地の人々、タイソン、ATJ の人との関わりがある手作業のコ

ーヒー豆やカフェは、私の中でとても印象的であった。こういうものを誰かと作ってみたいと

強く思い、人やコミュニティを現実世界でテーマにすることがどれだけ興味深いことかと感銘

を受けた。スタディツアーを終えた自分の感想は、ラオスの人と関わるという思いを少しでも

自分の中に残しておかなければいけないという思いと、日本で何かしなければという使命感、

そして何らかの形で人類学をさらに深く勉強していきたいという動機付けに繋がっている。 

さらに、今回のツアーを通じて社会学のインタビュー法や、ふり返り、語学を実践的に使え

たという感動もあった。興味を持ってバラバラに勉強していたことが、現実的に使えたと感じ

た時に、学問として 1 つに繋がったように感じる。またフィールドワークやグループワークを

通じて、1 人で学んだ時よりも多くの難しさがあり、同時に自分の欠点や学ぶことも多かった。

コーヒーという分野の他に、市場班から学んだ流通や諸外国とのつながり、食、教育などの分

野にも関連付けるという経験もあったが、まずはラオスと開発について理解を深めるために、

今後さらに多くのことを学んでいきたいと感じる。知識と経験の両面において、この大学 4 年

間で少しでも成長していきたい。 
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個人感想 

スタディツアーに参加して 

 

大 畠 真 優 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

今回のツアーでラオスに行き、直接ラオス人と会話をしたり、コーヒー農家の方々の働いて

いる様子をみたりコーヒーに対する思いを聞き、ラオスのことを今まで以上に勉強したいと思

った。 

今回、1 つの農園だけではなくいくつかの農家を訪れてそれぞれの農園を見学したり、

DaoHuang 社のような規模の大きな農園を見学したりして、家庭ごとに木の植え方や育て方が

違うことがわかった。森のように木が自由に生えている場合や、しっかり整備されて等間隔に

植えている場合があり、機械の管理や設備も家庭ごとに違っていた。これらの違いには、コー

ヒーにどの程度力を入れているのかということや取引する相手が関係しているのではないかと

家計調査を通じて考えた。 

例えば、DaoHuang 社や JCFC など複数の相手にコーヒーを売り、コーヒーだけで生計を立

てている農家は自分が育てている木の本数や豆の収穫量を正確に把握していたり、機械を効率

よく使用できるように工夫していたりした。一方、コーヒーの売却による収入が全体の収入の

40 パーセント程度の家庭は、質が悪くても買ってくれるという理由で仲買人にだけ売っており、

自分が育てている木の本数や豆の収穫量を把握しておらず、曖昧な回答だった。 

しかし、JCFC 代表のウアン氏によると豆の質が良くなかった場合、農民に指導するが改善

しない場合は組合をやめてもらうという。会計のカンプー氏の話では、カティモールの値段が

下がっているなか、高値で売れるティピカを植えて少ない量で 1 つ 1 つの質を良いものにする

ことを目指している。財務のノーム氏の話でも質の良い豆を求めているとわかった。したがっ

て、質の良い豆を作れず、仲買人に売っている農家が、自分のコーヒーに誇りを持ち質の良い

豆を作ることを目指し、フェアトレードをしている組織に売ることができるように考える必要

があるのではないかと考えた。 

たとえ買い取る側が良い条件を出したとしても、農民が買い取る側を信用していなければそ

の相手には売らずに、馴染みのある仲買人に売ってしまうので、農家と買い取る側の信頼関係

を築くことが必要だとわかった。ATJ は農民に 50 パーセント前払いをすることや安定して買

い続けることで、農民が安心して売ってくれるようになり、3 年後に振り返った結果、前払い
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の割合を 70 パーセントに引き上げられるようになった。こうすることで農民は仲買人から高

利で金を借りずにすむようになり、貧困をなくしていくことができる。このように良い循環が

できるようにするには、単純にシステムを変えれば改善するのではなく、それぞれの家庭の状

況を何度も調査して正しいデータを取得し、安定して買い続け、お互いに信頼できる人間関係

の構築することが必要なのだ。 

JCFC のノーム氏によると、農民から組合費はもらっていないが 2013 年から積立金制度を

行っている。これは一口 5000 キープ（約 60 円）を積立することで、親族が亡くなった時など

に香典がもらえる仕組みなのだが、あまり参加している人がおらず 48 村の中の一部しかやっ

ていない。保険の役割を果たすこの制度は、すべての人が参加すればより保険として上手く機

能し、金が足りない時期に仲買人から借金する必要がなくなるだろう。今は利用者が少ないこ

の制度を利用する農民が増えるように、積み立てる方法を変更するなどの工夫をして、効果を

発揮できれば農民の信頼を得ることにつながり、良い循環をもたらすことができると考えられ

る。 

また、今回調査した 3 家庭は化学肥料を使用しておらず、有機肥料を使用していた。他のラ

オスのコーヒー農家も化学肥料を使用していない家庭が多いならば、これは海外でラオスコー

ヒーを販売する際の強みの 1 つになると考えた。また、ラオス人の多くはコーヒーをあまり飲

まず、味の良さがわからないと言うが、国内での消費も拡大し、自分たちの作るコーヒーのお

いしさを実感できるようになれば、自分のコーヒー栽培に対する誇りを持つことができ、意欲

が増すのではないか。ウアン氏は DaoHuang 社と組んで、国内でのコーヒー市場を広げたいと

話していたので、具体的にどのように市場を広げようとしているのか知りたい。また、実際に

コーヒー農家の方と会って話を聞い

たり、工場や農園をみたりして、こ

のように作られているラオスのコー

ヒーを日本人にも知ってもらいたい

と思った。 

フェアトレードや農村支援につい

て、Jhai Tribe Coffee のタイソン氏

はただ援助するだけではなく、カフ

ェを作ることによってずっと支援し

続けていくことができると言ってい

たのが印象的だった。売り上げの 3

写真 1 コーヒーの実の選別作業を体験 

（大畠真由撮影） 
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分の 1 を学校教育や井戸の施設の支援に使用している話を聞き、このような支援の方法に興味

を持った。実際に村の学校や子どもたちを見たり、整備されておらず雨期に市場に作物を売り

に行くことが大変なために仲買人に売っている農家の方の話を聞いたりし、ゴミが放置されて

いる村の様子を見て、そのような状況がどのようにすれば改善するのか気になった。 

今後はフェアトレードについてより深く学びながら、ラオスやその他の国においてどのよう

な支援がされてきたのかを知り、一度きりではなく継続できる効果的な支援の方法を学びたい。 
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個人感想 

ラオスで見えたもの 

 

折 戸 夏 菜 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

 私がこのラオススタディーツアーに参加しようと決めたのは、コーヒーが好きだからでもな

く、ラオスのコーヒー農家の現状について自分の目で確かめたいと願ったわけでもなかった。

ただ、ゼミで習ううちにラオスという国について興味を持ったのと、色々な国に行きたいとい

う好奇心からであったと思う。大きな声で自分はこのために来たと言えるような具体的な目標

を持っておらず、このスタディツアーを終えるときには何か見つかるだろうかという程度にし

か考えていなかった。 

 ラオスに着き、まず驚いたのは道路のでこぼこさかもしれない。本当に予想以上だった。道

端の建物や、ラオスという国の仕組み、人々の価値観なども含め、目に映るすべてが気になっ

てしまった。先生に聞くとほとんど何でも知っていて、答えてくれるので、ついつい質問ばか

りしていた気がする。ラオスの食べものを食べたり、ラオスの伝統に触れたりして毎日色々な

新しいことが知れたり、体験できることが嬉しくて本当にすべてがいい経験や思い出になった。 

 村で調査したり、コーヒー農園を見学したり、実際に収穫体験をしたりすると、ゼミや事前

授業で習ったことが目の前で起きているということに気づくことができた。こうやって実際に

現地に赴き、現地の住民と話し、自分の目で見て確かめることが、こんなにも文献での理解を

上回ることを今回のスタディツアーでは学ぶことができた。しかし、同時にもっと理解してか

ら来るべきだったと思った。少し覚えていてわかるだけに余計に悔しかった。 

一方、このツアーでは 3 回に渡って家計調査を行ったが、当初私は社会調査の授業でも調査

対象者を目の前に自分の思っているように質問をうまく進めることができなかったので、英語

で調査なんて絶対無理だと思っていた。それでも 3 人いるし、何とかなるだろうと思っていた

が、それはやはり準備不足で、本当に調査票に書いてある項目を、書いてある通りに聞いてい

ただけだった。ただ聞いているだけになってしまったなあと思いつつ、他にどうすることもで

きなくて、先生に言われて落ち込んだ。つまり、調査 1 日目は最悪だった。しかし、3 日目を

終えたときの満足感は、今まで味わったことのないようなものだった。全然まだまだなのはわ

かるし、自分で言うのはどうかと思うが、1 日目から本当に成長したと思った。 

私は今回のスタディツアーを経て、コーヒー農家の現状について現場で学ぶことで「コーヒ
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ー農家を助けたい！もっとより良いコーヒーを作るお手伝いがしたい！コーヒーを中心にした

支援なり活動をしたい！」とはならなかった。確かにそれがラオスの人々のためになるならコ

ーヒーを利用して支援をしたいと思ったが、それがコーヒーでなくても良くて、あくまでコー

ヒーは支援の手段であり目的ではないということを思う自分に気づいた。 

 私もラオスの人々の貧困問題を何とかしてあげたいと思うし、それによって十分な教育を受

けさせてあげたい、そして教養のある大人になって、支援される国から今度は自分たちの力で

立ち上がれる国の基盤となれる人になってほしいとも思う。そんな最高のサイクルが実現する

のを手助けするために、私たちが今できることは何だろうか。 

私が感動したのはラオス人が煉瓦造りの家を建てることを人生の最終目標として、コツコツ

建てている姿であった。こうやってコツコツと物事に取り組める本質を持っているラオスの

人々だから、きっとうちに秘める意志の強さがあるのだと思う。その力を私たちがいかに自然

に、いかにうまく引き出していくのかがいちばん大切で、してあげるべきことなのだ。そうす

ることで支援されることが普通だと思っているばかりでなく、今回出逢った組合の幹部の皆さ

んのように、自分たちで立ち上がることのできるそんなラオスの人々になってほしいし、私た

ちが少しでも、一部の人だけでも、それの足がかりになるようなことがしたい。そのために私

はまず、今目の前にあるコーヒーとラオスについて向き合おうと思う。 

そのようなことももちろんさらに深めていきたいと思ったが、ラオスということにこだわら

ない私自身の目標として、一歩踏み出すことを恐れないということをかかげたい。それは、こ

のラオススタディーツアーという体験が

思わせたものであることは確実で、ただ

ラオスを見て回るだけでは決して思うこ

とはなかったであろう。英語での調査や

毎日のミーティングでの発表は辛いとも

思ったが、これを経てもっとできるよう

になりたいとも思った。今後は語学力や

文章力、発言力などをもっとつけていき

たい。 

       写真 1 パクソンの夕焼け 

        （折戸夏菜撮影） 
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個人感想 

ラオスで見たもの 

 

長 峰 ゆ い 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

１ 知識の中でのラオスと目で見たラオス 

 ラオスに行く前、私の知っていたラオスとは何だっただろうか。内陸国、多民族国家、社会

主義国、そして貧困。インターネットで検索さえすれば得られる知識である。日本とはまった

く正反対の国、その程度でしかなかった。 

 この地に着いて最初に気になったのは、予想に反したにぎわいであった。大きな市場に洋風

の建物、笑顔で話しかけてくる人たち。私が想像していたものとは違い、貧困国とは言っても

意外と発展しているのだ思った。ラオスでは人々は生活に困窮していて、お金はもちろん仕事

すらほとんどない状態であると決めつけていた私にとって、人々の明るさは予想外だったので

ある。 

 しかし、私が見たものは決して良いことばかりではなかった。そこらじゅうにあふれるゴミ、

農村で目の当たりにした貧困層。整備されていない道路も多いし、近くに病院があるわけでも

ない。「彼らの明るさの裏にはこういった状況がある」、そうおっしゃった箕曲先生の言葉は胸

に刺さるものがあった。 

そこで初めて、ラオスの人々を取り巻く環境がどんなものであるか知ったのである。 

 

２ 見えてきたもの 

 今回のラオス訪問で見えてきたものとは何か。町の様子、村の生活、人々の温かさ、彼らの

置かれている現状。そして貧困といわれている国。貧困とは何かということも改めて考えさせ

られた。 

私が見たものは、お金がないことだけが貧乏なのではないということだ。事実、彼らは現金

だけを頼ってはいなかった。野菜や肉はほとんど自給自足で、お米以外の大きな食費はかから

ない。そのお米代もコーヒー豆の売却による収益で買っていたり、借金も豆で返済していたり

もする。彼らは大地の恩恵を十分に受けているのだ。しかし、彼らはゴミや強い洗剤などが入

った水をそこらに捨てていた。自らこの恵まれた土地を汚染している。だが、他に方法がない

のである。ゴミを処理してくれる施設があれば、下水管が完備されていたらこの問題は解決す
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るかもしれない。道路が舗装されていて、公衆衛生がしっかりしていればもっと楽な生活がで

きるだろう。十分な電力供給もあるかわからない。個人の力ではどうにもならないことだ。彼

らには国の強力な後ろ盾がないのである。 

フェアトレードに関していえば、まだよくわからない。私たちにとってはよく思える仕組み

だが、生産者にとってはどうだろう。JCFC 幹部の人の話では貧困が少し減った、仲買人から

お金を借りなくなったなど、何らかの影響を与えていることがわかった。しかし同時に、完璧

なものでもないこともわかった。JCFC の意向として豆の品質が求められない家庭は抜けても

らうという話を聞かされた。やはり、制度からこぼれ落ちる人たちがどうしても出てきてしま

うのだ。また、私が目にした農民の間での経済格差もある。フェアトレードや JCFC が経済格

差の是正をする機能を持っていないとしても、それではお金持ちの家庭が大きな利益を得るだ

けかもしれないし、コーヒー豆の値段が少し上がったくらいでは収穫量の少ない貧しい家庭に

とってはフェアだと言い切れるだろうか。彼らが貧しさから抜け出せるとは言い切れないし、

経済格差がどんどん広がってしまって、フェアトレードという制度が骨抜きにされてしまった

りしないだろうか。 

今回のツアーでは彼らの思うフェアトレードを確かめることができなかったし、フェアトレ

ードが大きな成果を生み出したとは思えなかった。 

 

３ おわりに 

 ラオス農村での体験は、普段できるものではない。全部が楽しく過ごせたわけではないが、

すべてが私の宝物になった。 

調査ではわからないことばかりで、たくさんの不安を抱えながら挑んだのを覚えている。し

かし、この調査の 3 日間で自分の成長を感じることができた。もちろん正確な返答を得られな

かったり、質問の意図とは違った答えが返ってきたりなど、失敗は多々ある。 

農村のホームステイではラオスの文化に触れ、ラオス人が私たちに仲間意識を持ってくれた

かもしれないと思い、少しうれしかった。 

ラオスについては知ることができたこともあるが、それ以上に知らないこと、疑問に思うこ

とが増えた。それは、私がなぜ？どうして？という好奇心を掻き立てられたからだろう。その

姿勢が私にとって一番成長したことではないか。まだまだ知りたいことはいっぱいあるし、調

査での失敗でこうすればよかったと反省する部分も出てきたし、箕曲先生からの指摘でちょっ

と悔しい思いもした。ラオスでやり残したことは、たくさんある。 
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写真 1 ラオスの子どもたち  （長峰ゆい撮影） 
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個人感想 

ラオスでの生活を終えて 

 

濱 田 彩 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

    

ラオスについて初めに感じたのは、日本の生活環境との大きな違いであった。道路は整備さ

れておらず、車線がない道ばかりで、車に乗っていても揺れがひどく、いかに凸凹道なのかが

わかった。おまけに、砂ぼこりもとてもひどい。にもかかわらず、バイクかトラックで移動し

ている現地の人たちでマスクをしている人は、とても少ない。一方、車窓から家はさまざまな

種類があり、貧富の差がよく目立つ。牛や豚、鶏などが自由に歩き回り、痩せこけている動物

が目立つ。あとで肉を食べてみたが、やはり固かった。また、外出先にあるトイレはまったく

綺麗ではないのにお金を取るのが一般的で、日本のトイレはとてもきれいで無料であるありが

たさを実感した。そして、夜の道は街頭が一切無く、信号もないため事故が起きそうで危なさ

を感じた。しかし、その分、空一面に広がる星がとても綺麗だった。こういった光景は、日本

ではなかなか見ることはできず、すべてが新鮮だった。 

ラオス人の商売風景を見て思ったことがある。市場で食事をしていると物売りの子どもや女

性がやって来るものの、あまり押し付けがましくないようにみえた。市場で働いている人々も、

営業時間であるにもかかわらず寝ていたり、話していたりと、商売をしようという気がさほど

無いように見えた。私は、ラオスという国は貧困であるというイメージからお金に対して貪欲

であるのかと思っていた。というのは、貧しい国に訪れた際、現地の人々は、日本人観光客を

見るとお金を持っていると思って、物を押し売りしてくるというのはよく聞いていたからだ。

しかし、ラオスではそのようなことは無かった。押し売りもよくないことではあるが、このよ

うな商売をしていて店は経営できるものかと疑問に思った。 

家計調査に行った際に聞いた、家と家の仕切りがなく、大事な貯蓄である牛をとられたりす

るという話からも、ラオスの人びとの大雑把さを感じた。自分の住んでいる近くの空地で勝手

に小屋を建てて商売することが出来るなど、インフォーマルセクターというものを初めて自分

の目で確認した。また、日本人は時間に追われているが、ラオスで過ごした時間はとてもゆっ

くり流れているように感じた。例えばラオス人は待ち合わせ時間に 1 時間ほど遅刻するのが基

本であると箕曲先生から聞いていたが、私は正直、時間に追われずのびのび生活できるのはい

いものだと思った。しかし、時間にもラオス人の大雑把さを感じることが出来た。 
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JCFC の幹部の方々に実際会って、お話を聞いて、農民に良質な豆を生産してもらうために

いかに多くの対策を練り、農民自身が生産から加工まですべてをとりおこなうことで自信と誇

りを持てるようにするのが大切なのが分かった。これは、先ほどのラオス人の大雑把さから、

出荷することが出来ればなんでもいいというように、加工手順から面倒な工程を省いて出荷し

てしまうということがあるからだ。確かに、価格が上がらなければ生産者たちがそう思うのも

よく分かる。しかし、良い豆を生産することで付加価値をつけることが出来るということは、

農民たちのやる気も変わっていき、徐々に農民が自主的にやることが増えていて、進歩してい

ることがよくわかる。例えば、村ごとにコーヒー豆のテイスティングテストをすることで、味

や収穫量など総合的に 1 位を決めるということだった。日本であればより良いものを欲しいと

思うから、1 位を決めることでそこの村のコーヒーだけが売れてしまうのではないかと思った

が、コーヒーの味の好みは人それぞれであり、それほど大差は無いので、いきなり 1 位の村だ

けが売れることはないと考えていることに驚いた。しかし、このコンテストによって次は自分

の村を 1 位にさせようという競争心が芽生え、その結果付加価値がつくことになるため頑張ろ

うと思わせることが出来て、いい方向に向かっているのがよく分かる。また、良い品質の豆を

作れない村は組合から抜けてもらうというのも厳しいが、何でもいいから豆を出そうとする村

人に品質の重要性を自覚してもらう手段として、このテイスティングの試みは機能するだろう。 

そして、今ではラオスのコーヒーは国際市場には十分販路を広げたが、国際市場価格の下落

というリスクに対応するために、一定価格で小売りできる国内向けの商品を販売することで、

安定した売り上げを確保するような計画も出てきているというのも初めて知った。また、ほと

んどの村では、3 種類のコーヒーの木を混合して同じところに植えているが、これでは花が受

粉する際に交じってしまい味が変化してしまうために、徐々にエリアごとに分けて植え直すよ

うに対策がなされているのも知った。JCFC が設立されたことで、様々な外国からの注目を集

め、農家は順調に農園経営ができるようになるかもしれない。 

 家計調査では 3 つの世帯を調査したが、最初は自分たちが何を知りたいのか見失い、調査項

目だけを端的に聞いていたが、数をこなすうちに質問がその場で自然と出てきてその人の生活

の背景が見えてきた。そこに調査の意味を感じた。 

ホームステイでの体験は、民族衣装を着させていただき、夕食時にはアヒルの首絞めを行っ

たが、現地の人はとても慣れていて、自分ではとても出来ず、日本では見たくないものを見な

いでもぬるく生活出来ていると知り、改めて命の大切さを思い知った。翌朝、コーヒーの収穫

手伝いを１時間体験したが、1kg 収穫しても報酬が 10 円くらいだと知った。私は偶然日本に

生まれたから、このようなコーヒー農場での労働をしなくとも、他に生きる手段はたくさんあ
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る。しかし、ここでは、生活するために毎日毎日暑い中、コーヒー生産の同じような作業工程

をすると考えると、生活は厳しいものであると実感した。また、現地の人は朝とても早く起き

て朝食作りや家の掃除をしている。皿洗いを手伝ったが、水を 1 回 1 回汲んできて、冷たい水

に手を入れるのは辛かった。次の日も私たちの昼食のためにアヒルの首絞めを行い、その日の

昼食で食べさせていただいた。また、私たちが来た歓迎のしるしと、旅立つ人に向けて無病息

災を願うためのバーシーという儀式もしていただけたので、現地の人はおもてなしを大切にし

ているのだと感じた。 

今回は初めての海外であり、食文化に慣れずに苦戦した。一方、寒暖の差がとても激しく、

体調を崩して１日無駄にしてしまった。だが、今回のツアーでは、実際に現地を訪問すること

で、教室内の勉強だけでは得られない経験をたくさんした。例えば、シーブンヘーンさんの家

でホームステイすることで、現地の人の時間の感覚が身についた。一方、ラオスの農民と実際

に話してみると、将来のことをあまり考えていないために、いい意味でも悪い意味でもいかに

楽観的なのかがわかった。さらに、現地の人は、どこの土地が肥沃なのかをよく知っていると

いう点も驚いた。これらのことは現地まで行かずに本を読んで調べようとしても、知ることが

できないであろう。 

このツアーで良い品質のコーヒーが日本に届けられている過程を見ることが出来て良かっ

た。コーヒーが出来る一連の過程をダオフアン社の大規模な工場で見ることで、大量の水を使

っていること、工場が 2 つに分かれていること、そこでは主にラオス人ではなくてベトナム人

が働いていることを知った。ラオ

ス人は自分たちの農地があり、仕

事もベトナム人の方がよく出来る

からだそうだ。しかし、このまま

でいいのだろうか。貧困という問

題の解決法としてフェアトレード

があり、コーヒーの輸出も広がっ

ているにもかかわらず、現地では

ベトナム人が働いているというこ

とで、ラオスの金が隣国へ流れ、

貧困の直接解決にはならないので

はないだろうかとも感じた。今回
写真 1 通訳のエーさんと運転手さんと国境前で記念撮影 

（大畠真由撮影） 
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ラオスへ訪れたことで新たな関心が増え、自分の勉強不足さを実感した。単に現在の日本と訪

れたラオスを比較して、日本に住んでいることはとても幸せなことであると感じてしまった自

分がとても恥ずかしくなった。日本も少し前までは現在のラオスのようであった時代があり、

発展が速く進んだ結果に現在の日本がある。ただ違いだけを比較していた私は、自文化中心主

義の意識が全く無かったことに気付かされた。どうすればラオスが現地の人々にとってもっと

いい国になるだろうか。これからは、発展途上国や貧困についてよく勉強して、ラオスの問題

とラオスのコーヒーをより多くの人に知ってもらえるように励みたい。そして、将来ラオスの

人々にもコーヒー農場だけでなくて、あらゆる選択肢が与えられるようになってほしい。 
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個人感想 

ラオススタディーツアーの感想 

 

牛 山 絢 香 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

 

 2013 年 12 月 19 日の昼、ラオスへ向けて成田空港を出発した。タイを経由してラオス入国

をしたばかりのときは、初めての地にとても緊張していた。 

スタディツアーでは、3 つの世帯で家計調査をさせていただいた。家計調査とは家族構成や

収支の内訳、使い道を調べることで各々の家庭の経済状況を知ることができるものだ。さらに

これを深く聞いていくことで、フェアトレードの支援がコーヒー農家にどのような影響を及ぼ

しているかを知ることもできる。 

 しかし、自分は日本でもフィールドワークの経験は数える程しかなく、さらに家計調査を行

った経験は一度も無かった。一世帯目の家計調査に臨んだときには、質問の仕方が尋問のよう

だったため、内容もただ記録を取る形になってしまった。その反省を活かして次からの調査で

は、より深く家計に踏み込んでいくことを目標にして、自然で言葉が途切れない会話にできる

よう努めた。そのおかげか各世帯で子どもの教育費用の掛け方に違いが見られることや、家計

のやりくりは女性がやりくりをする日本とは違い、家族全員でやりくりをする家庭が多かった

ことなど、多くの点で自分の過ごす家庭と違うことが分かった。このことによってラオスのコ

ーヒー農家の方たちの生活の現状を知るだけではなく、これからの子どもたちへの展望などに

も違いが見られた。家の中に迎えてもらって質問をしていったため、生活風景も見ることがで

きた。 

 

すべての家庭の家計調査が終わった後に、シーブンヘーンさんのお宅にホームステイをさせ

ていただいた。夕食では私たちが日本食の親子丼を作って振る舞った。自分が日本で使ってい

るような調理器具が不足していたり、屋外のたき火で調理したりとなれない作業だったが、楽

しく作ることができた。 

そのあとは早朝、空が未だ暗い中での皿洗いをしたとき、暖房器具に慣れてしまっている自

分に気付かされたり、村の散策では年月をかけて自分の手でレンガを積み上げて家をつくって

いくことを知って驚かされたりした。なぜこのようなことが出来るかというと、村人一人一人

が子どものうちから他の家造りに参加しているからであり、建築業者でなくとも自分で造れる
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のだそうだ。生涯においてこのレ

ンガを積み立ててゆくことで家を

造り、それが完成して初めて一人

前と認められるそうだ。ここでい

ったい自分は生涯何を目標にして

いるのかと考えたが、それは今の

ところわからない。どうすればい

いか考えたところ、自分はまだま

だ知らないことだらけだと気づき、

ラオスの人びとがレンガを積み上

げるように、私は経験を積み上げ

ていきたいと思った。 

一方ではシーブンヘーンさん宅

の裏にあるコーヒー畑で、収穫も手伝わせていただいた。1 時間半ほど収穫をしても、1 人で 2

キロ程しか収穫することができなかった。この 2 キロのチェリーを売っても、20 円ほどの労賃

にしかならない（仲買人に売った場合は 54 円程）。収穫期が過ぎて付いている実の量が比較的

少なかったとはいえ、予想以上にコーヒーによって利益を得ることの難しさを実感した。 

このホームステイによって、自分が普段生活の中で時間や道具に囚われていること、ラオス

と日本では食べものや信仰、文化が違うことなど、多くの点に気づくことができた。いつも平

然と過ごしていた生活が、他の地域では当たり前ではないことを実感した体験だった。短い間

ではあったが、迎えてくれる優しさは、田舎に住む自分の祖母のように暖かく居心地がよかっ

た。 

 

ホームステイの後には、ラオスのパクソンでアメリカ人のタイソンさんが営むジャイコーヒ

ーハウスも訪ねた。タイソンさんはアメリカでラオスのコーヒー農家への支援をしており、特

に教育のための支援金を集め、パクソンでこのカフェを開いたそうだ。さらなるラオスコーヒ

ーの発展のためには、豆を他の外国人の方に知ってもらうだけではなく、農家の方たちにラオ

スコーヒーの味を知ってもらうなど、農家の方への教育が不可欠だとお話し頂いた。ラオスへ

来た外国人向けに、ここで作られるコーヒーについての紹介をしたり、コーヒーを作る過程を

体験してもらうツアーも行ったりしていた。人に何かを知ってもらうためには、自分自身の目

で見てもらい、興味を持たせることが重要である。したがって、自分も人に何かを伝えたいと

写真 6 自分たちで収穫したコーヒーの実 

（牛山絢香撮影） 
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きには、楽しみながらこの支援をしているタイソンさんのように、より興味を持ってもらえる

ような紹介の仕方を考えたい。 

組合幹部のカンプーさんのお話では、これからコーヒーの味を知っていきたいという意思が

あることや、自分たちだけで新たな取引先を見つけて交渉していることが分かった。さらなる

高品質コーヒー生産への道に JCFC やタイソンさんの貢献が現れていると感じられた。 

 

このツアーで出会った方たちは、労働への姿勢や生活様式に至るまで私たちとは違うのだと

実感した。さらに実際に現地の人びとにお会いしたことで、物事の取り組み方さえ違うにもか

かわらず、私たちの常識の中で勝手に貧困の解決策を考えても思い通りの支援ができない可能

性があることに気付かされた。本当に現地の方たちのためになる支援とは何かを考えさせられ

た。日本との違いを知る体験では、座学で得られない発見と同時に調査に行ってからわかる座

学の大切さを感じた。 

今回のツアーに参加したことでコーヒーのフェアトレードがなされるまでを自分の目でみ

られただけでなく、現地での暮らしやコミュニケーションなど日本にいてはできない経験をす

ることができた。今回の貴重な体験は自分の力ではなく、家計調査や農村で私たちを受け入れ

てくれた方々や、親切にして下さった通訳の方や運転手の方、引率してくださった先生方、そ

の他多くの方々の協力あってのことである。ツアーに参加してそれを実感し、感謝したいと思

った。この体験を糧にして今後は、興味関心のある異文化理解や社会問題の全体像についての

勉強につなげていきたい。 
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ラオス研修報告 

 

三 石 庸 子 

東洋大学社会学部 

  

ラオスという国に入国したのは、今回が初めてである。往復ともタイに一泊して、国境を越

えるというスケジュールであり、首都ビエンチャンどころか、飛行場も経由していないので、

のんびりした田舎風の生活しか見ていない。また、私たちが滞在した所は、ラオス全土で唯一

コーヒー栽培をしているという南部の高原地帯であり、ラオスの農民の典型的な生活を体験し

たということもできない。季節についても同様で、私たちの滞在期間は乾季であり、雨季では

まったく別世界になるらしい。 

しかし、そうした限定条件のあるたった 9 日間の旅であるが、「ラオスへ行ってきた」とい

う実感がもてる研修であったと思う。私の体験したラオスらしさを述べてみると、1. 人が優し

い、2. 犬、猫がかわいい、鶏や牛も身近である、3. 食事がおいしい、新鮮な野菜が多く、も

ち米がおいしくて、料理は手作り、4. 対日感情がよい、日本政府やＮＰＯの援助を受けている

ためか、5. 貧富の差がめだたない、一度だけお金をせびる老婆に出会ったが、物乞いではなく、

何か話があったのだと思い違いをしたほど、といったところである。以下は具体的な活動報告

である。 

 

＜国際理解コースの学生たちの市場でのフィールドワーク＞ 

22 日目的地のパクソンへ行く途中、メコン川支流にある大きな町であるパクセへ寄り、有名

なダオファン市場を見学。大勢の人で込み合うこの市場は、ラオスでも有名である。 

23 日早朝から、国際理解班とキャリア班に分かれて、調査を開始。私は国際理解班に付き添

って、学生 5 人と通訳 2 人と合計 8 名で、地元パクソンの市場へ出かけた。市場で英語は通じ

ない。学生たちが話し合い、まずは市場の地図作りをして全体像をつかもうということになり、

行動を開始。午後はマーケット周辺の店を経営しているラオス人から聞き取りをした。夕食と

全体ミーティングの前に、国際理解班だけで集まり、今後の方向性などを話し合った。これま

で国内では古着をめぐる調査をしてきたので、できたら古着を対象としたいということになっ

た。その後も毎日ミーティングを行う。 

24 日は、1 時間ほど車に乗って、初日に立ち寄ったパクセの大型市場へ調査に出かけた。パ

クソンの品物と比べて、高価なものが多く、外国人観光客も多い。古着を扱っている店を探し
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出し、15 年も商いをしているというカンボジア人の女性から、聞き取りをした。パクソンでは

地元の農民は忙しいので市場の店はベトナム人が多いが、パクセではラオス人が市場内の店を

やっていて、市場の外に品物を持ち込んでいるのはベトナム人であるなど、違いが分かってき

た。また、一番上質の品物はタイ産、次がベトナム産であり、私が最初にデザインがかわいい

と感じた品物はほとんどベトナム産であることがわかった。ラオス産は、最近ラオスの工場で

生産されるようになったというフリースとジャージである。 

25 日は全員でコーヒー農家へ一泊しに出かけた。午後から雑貨店も開いている村長さんの家

に調査に行き、そこで奥さんが古着の販売もしていることがわかった。 

26 日の午前午後は、国際理解コースはパクソンの市場へ、私はキャリアコースに合流。 

 

＜コーヒー農家での生活体験＞ 

25 日は全員で、キャリア班の調査地である山の奥へと向かう。ひどいでこぼこ道を、ホーム

ステイをさせていただく家のあるプードムクワン村へ行った。前庭にはコーヒー豆が干してあ

り、その下を鶏が自由に動き回り、外の道には子連れの牛が自分たちだけでゆっくりと移動し

ながら草を食べていた。向かい側は小学校で、ちょうど昼になり、一度食事に家に帰っていく

子どもたちとも、挨拶を交わすことができた。 

夜は、学生も私も初めて、生きた鶏をしめて、料理した。学生たちが日本から準備してきた

親子丼を作った。夜は村の年長の方に来ていただき、宗教的な儀式をしていただいた。 

26 日は、朝早くから学生たちが昨日の皿洗いをして、洗剤を山ほど入れて洗い、水は地面に

捨てるなど、その土地らしい暮らしに触れることができた。日が高くなり、朝露が消えてから、

家の裏手にある畑でコーヒーの実を摘む体験をした。 

 

＜コーヒー関係のビジネスに関する学習＞ 

26 日午後パクソンへ戻り、アメリカ人のタイソンさんの経営する店で、コーヒーの焙煎を見

学し、パイソンさんから、この地のコーヒーが世界的にみても質が高いことや、ソーシャルビ

ジネスとは何かなどの話を聞いた。英語で通訳もなかったが、三人の学生が英語で質問し、ま

た質問に対しては英語で答えていた。 

27 日は、国際理解班は市場へ、私はキャリア班に同行し、コーヒー農家の組合である JCFC

の幹部から話を聞いた。午後は全員でダオファン社の工場へ行き、赤い実の皮を水で洗い流す

過程、実を干す様子などを見学した。 

28 日は帰国の出発前に、JCFC の組合の財務担当の方が見え、新たにタイや韓国からの販売
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の話がきているなど最新の情報を伺うことができた。 

学生は、ラオスという見知らぬ土地で、人々と触れ合い、大きく視野を広げることができた。

とくに調査を通して、具体的にコーヒー栽培、市場での商売、古着の流通のようすなど、日本

にいては知ることができない情報を入手し、一定の研究成果をあげることができた。また、英

語やラオス語でのコミュニケーションに慣れて、英語で質問し、意見を英語で述べることがで

きた。最終日には通訳なしで、ラオス語の本を片手にインタビューする学生も出た。学生３人

という少人数で通訳が一人ついた小さなグループ行動がよかったのではないかと思う。 

ホームステイ先のシーブンヘーンさんや、JCFC の組合の方に言われたことは、ラオスで苦

労してコーヒーを育てている人びとの存在を日本で広く伝えて、ラオスのコーヒーを宣伝して

くださいということだった。それに応えて来年からキャリアコースでフェアトレードの実践を

ぜひ行いたいと意思を固めてきた。 

 

 

 

 

 

ບົດລາຍງານທັດສະນະສຶກສາ (2013) 
 

ທ່ານອາລິຮິໂລມິໂນ, ຈານສອນມະຫາວິທະຍາໄລໂຕໂຢຢ ່ຍ ່ປ ່ນ, ໄດ້ດໍາເນ ນງານທັດສະນະສຶກ

ສາ ໃນຄັງນ ້ແຕ່ວັນທ ່22ຫາວັນທ ່28 ໃນເມຶອງປາກຊ່ອງແຂວງຈໍາປາສັກ. ນັກສຶກສາ11ຄົນແລະ

ອາຈານສອນ2ຄົນທ ່ມາຈາກປະເທດຍ ່ປ ່ນ ແລະ ນ້າຍພາສາ4ຄົນ ໄດ້ລົງໄປ3ບ້ານ, ຄື

ບ້ານໜອນຫຼວນ, ບ້ານກະເຟ ແລະ ບ້ານພ ດົມຄວນ ສໍາລັບເກັບຄໍາຂໍມ ນເສດຖະກິດຄອບຄວ

ຂອງສາວສວນກາເຟ 

 

ຫຼັງຈາກກັບຄືນໄປຍ ່ປ ່ນແລ້ວ, ນັກສຶກສາບອກວ່າ ຂໍຂອບໃຈທ ່ມາຊ່ວຍທັດສະນະສຶກສາ ພວກ

ເຮົາໄດ້ສາມາດຮຽນອາໃສຂອງສາວສວນກາເຟ 
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第３部 

（株）資生堂「大学ブランディング」ワークショップ 
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資生堂未来椿プロジェクト概要 

 

箕 曲 在 弘 

東洋大学社会学部 

 

Ⅰ プロジェクト参加の背景 

本プロジェクトは 2013 年 4 月の授業開講時点では予定になかったものの、(株)資生堂経営企

画部で働く箕曲の後輩から 6 月頃に提案があり、キャリア分野の演習目的に合致するプロジェ

クトであると判断したため、参加させていただくことになった。一度、箕曲が(株)資生堂本社

に赴き打ち合わせを行い、プロジェクトの主旨などの確認を行った。後日配布された実施概要

には、以下のような開催趣旨が記されていた。 

 

資生堂は 2012 年に 140 周年を迎えることができました。これを機会に、これまで私たち

を支えてくださったみなさんへの感謝の気持ちをこめて、各部門が自分達のできることを基

点とした社会貢献活動を行なっております。 

私たち経営企画部は、｢私たちのブランディングスキルを活用して、これからの日本、こ

れからの世界の未来を担う学生のみなさんにお役立ちする｣というテーマのもと昨年より活

動をしておりますが、今年度は｢自分たちの大学をブランド化する｣ことで自分たちの大学、

ひいては自分自身の良さに気づいていただこうというワークセッションを行います。 

 

 本プロジェクトは、大学生にブランディングスキルをワークショップ形式で学んでもらうこ

とを目指しており、CSR 活動（企業の社会的責任に関する活動）の一環として行われるもので

ある。2012 年からスタートした本プロジェクトではあるが、2012 年は早稲田大学、慶応義塾

大学、一橋大学などの学生が、(株)資生堂本社に集まり、「自分をブランド化する」という趣旨

でワークショップを経験した。2 年目となる 2013 年に東洋大学も参加させていただき、テー

マを「自分ブランディング」から「大学ブランディング」に変えて、12 月に同様のワークショ

ップが開催された。 

 

 当初、キャリア分野のなかから参加者を有志で募ろうとしたが、参加の意志を表明してくれ
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た者は 11 名中数名しかいなかった。参加に躊躇していた者のなかには、「自分にできるかどう

か不安」といった意見があった。ここから学生たちの自己肯定感の低さがうかがえる。こうし

て尻込みすることによって、さまざまな機会を活かして経験値を高める者とそうでない者との

差が開き、将来的に他人がよくできるように見えてしまい、自己肯定感がさらに低くなるとい

う悪循環に陥る。やはり、キャリア分野では受講生の自己肯定感を高めることを目的にすべき

だと再確認した。 

 そこで、ワークショップの開催日程が月曜になったことを受け、キャリア分野の授業を一回、

このワークショップへの参加に切り替え、受講生を全員参加させることにした。残念ながら潤

間有美が別の用事と重なってしまったため、参加できなかったが、受講生 10 名を 2 チームに

分けて、第 8 回目と第 9 回の授業時間内に以下の事前授業を行い、第 10 回目の授業でワーク

ショップに参加した。 

Ⅱ 事前授業 

 事前授業ではまず箕曲が①ブランドとは何か、②ブランドの社会学的意味について解説した。

ここでは具体例を挙げながら、ブランドに関する基礎的な知識を共有したうえで、ブランドの

役割や機能を理解するだけでなく、現代の消費社会のなかでなぜブランドが必要とされるよう

になったのか歴史的に振り返る説明を試みた。このような説明をすることで、なぜ経営学部で

はなく社会学部の授業でブランディングのワークショップを実施するのかというミスマッチの

問題に応えることができると考えた。ちなみにこの際、見田宗介著『現代社会の理論』（1996

年、岩波書店）と山田登世子著『ブランドの条件』（2006 年、岩波書店）という 2 冊の社会学

的、文化史的観点から書かれた著作を紹介した。 

 続いて、2 班に分かれて、(株)資生堂側から提供されたワークシートを配布し事前課題に取

り組んだ。 

 

１． ３C 分析 

東洋大学について３C（顧客 Customer、競合 Competitor、自社 Company）の観点から分

析した。先方からの指示は以下の通りだ。 

 

1) 顧客 Customer：皆さんの大学に来て欲しい人、入学して欲しい人はどんな人ですか？ 

2) 競合 Competitor：ライバルとなる大学はどこですか？  
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※“顧客”を奪い合うと考えられる大学を挙げてください。   

※“顧客”の求めていること、やりたいことを考えると必ずしも“大学”だけではないか

もしれません。できるだけ幅広く考えてみましょう。 

 3) 自社 Company：自分の大学の紹介をしてください。  

※歴史や学部構成などの一般的な情報を振り返ってみましょう。 

※自慢の設備や名物先生、特徴的な制度などアピールになるポイントを探してみましょう。 

※逆にこの点は他の大学に比べると足りないというポイントもあれば考えてみましょう。 

※自分自身がなぜこの大学を選んだのかということからヒントが見つかるかもしれませ

ん。あるいは、友人や家族に自分たちの大学の印象や特徴をヒアリングすることも有益

です。 

 

 以上の指示に従って受講生がアイディアを出していった。自分の大学紹介では、自分たちだ

けではなかなか見つけられないため、次の週までに事務職員や教員などに聞き取り調査に行っ

てくるように指示した。 

 

２． PEST 分析 

続いて、次の週までに、今後“大学”や”大学生“に影響を与えそうなニュースや情報の中

から、気になったものをなるべくたくさん集めてくるように指示した。さらに、第 9 回目の授

業の前半で、集めたニュースや情報を PEST（P:政治、E:経済、S:社会、T:技術）の領域に分

類してもらった。 

Ⅲ ワークショップ当日 

 ワークショップは 2013年 12月 2日（月）

17：30～21：00 の間、資生堂銀座ビル 3

階、花椿ホールにて開催された。当日は、

慶応義塾大学が 3 チーム、上智大学が 1 チ

ーム、東洋大学が 2 チームという全 6 チー

ムが参加した（別日に早稲田大学など他の

大学が参加した模様である）。 

 はじめに(株)資生堂経営企画部の砂賀氏

写真 1 ワークショップ当日 

（箕曲在弘撮影） 
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より、企画の概要説明が行われ、その後、班ごとに実践演習が行われた。各班には(株)資生堂

の社員が 2 名加わり学生のサポートに当たっていた。 

 

(ア) 現状分析のまとめ 

事前課題の PEST、3C の項目をポストイッ

トに書き出し、SWOT（強み、弱み、機会、

脅威）として整理して、現在の各大学が置か

れている現状を整理し、共有した。 

 

(イ) ターゲットを設定する 

事前課題を参考に、「ターゲット」を設定し

た。そのターゲットがどんな人なのか、デモ

グラフィック要素（性別、年齢、居住地、所

得水準など）の設定とサイコグラフィック要

素（価値観、行動様式など）の設定をした。 

 

(ウ) ミックスタイム（ワールドカフェ） 

他のチームのテーブルに移り、これまでの内容を共有した。

各チーム 1 人はテープルに残り、自分たちのテーブルの議論

を説明した。他のチームメンバーからの客観的な意見、コメ

ント、質問を取り入れて、「現状分析」の内容を見直すととも

に、「ターゲット」像をより具体的に描いていた。  

 

３． ベネフィットを考える 

ターゲットに提供する具体的なベネフィットを考えた。各

大学が、ターゲットに対して提供できることを、機能的ベネ

フィットと情緒的ベネフィットに分けてできるだけ多く挙げ

た。 

 

４．信じられる根拠（RTB） 

写真 2 現状分析 

（箕曲在弘撮影） 

写真 3 アイディアボード 

（箕曲在弘撮影） 
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ターゲットが具体的にベネフィットを実感する場面を想像し、その場面を簡潔に箇条書きに

した。その中で、「特に重要だと思うもの」「競合に対して優位性があると思うもの」「ユニーク

だと思うもの」をピックアップした。 

 

５．ブランドコア 

これまでに考えたベネフィットから、それ

ぞれの大学をワンフレーズメッセージとして

表現した。 

 以上のワークショップを経て、最後に一枚

の模造紙にまとめられたプレゼンシートを見

せ、各班の代表が 1 分間でプレゼンテーショ

ンをした。その後、参加者全員が投票したい

班のプレゼンシートにシールを貼り、獲得票

数の多い班を決めた。東洋大学以外はみな

3 年生で、しかも「慶應」や「上智」とい

った名だたる大学が集まる中、１位は東洋

大学の 1 班であった。もう一チームも 3 位と大健闘した。最後に(株)資生堂の下森氏より閉会

の挨拶があり、3 時間半に及ぶワークショップは無事に終了した。 

 Ⅳ 総評 

 ワークショップ後の受講生の感想の中には、「偏差値は関係ないんだ」という意見があった。

このことに気づいて自信を持ってもらえれば、このプロジェクトに参加した意義は間違いなく

あったといえよう。東洋大学以外の多くのほとんどの班は、グローバル化に対応すべく海外の

大学を競合と考え、どこも似たようなプレゼンテーションをしていた中、東洋大学だけは女性

や高齢者という層をターゲットにして大学のユニバーサルアクセス化に対応するアイディアを

出すなど、際立った特徴を打ち出していた。どちらも非常に納得のいく結論で、メンバーが楽

しみながら力を合わせて、アイディアを出していった様子がうかがえる。最後は「女性のミカ

タ」というキャッチフレーズが印象に残った１班が優勝したが、やはりプレゼンテーションを

魅力的にできるかどうかが最後の決め手となった。 

 この経験を経て、ターゲットを絞って問題解決をする思考法が学べただろうし、どういうプ

写真 4 プレゼンテーションの様子 

（箕曲在弘撮影） 
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レゼンテーションをすれば魅力的になるのかも理解できただろう。ここでの学びは間違いなく

今後の活動に活きるだろうし、各々の将来のキャリア形成に何らかの影響を与えることになる

だろう。 

次のパートは参加者のひとりである芝山文香による報告である。箕曲のプロジェクト概要説

明を踏まえて学生の目線によるプロジェクト報告を読んでもらいたい。 
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資生堂未来プロジェクト報告書 

 

芝 山 文 香 

社会学部社会文化システム学科 2 年 

Ⅰ 事前課題 

（株）資生堂の未来椿プロジェクトでは事前課題として 2 つの班に別れ、渡されたプリント

に従って話し合いをした。まず 1つ目に今後の大学に影響を与えそうな事柄やニュースを政治、

経済、社会、技術に分類して書き出す作業を行った。私たちの班では「センター試験の廃止」

や「東海大学の 12 億所得隠し」、「電動バイクテラモーターズがシニア世代を採用した」など

のニュースがあげられた。そして 2 つ目に自分の大学についての現状分析を書き出す作業を行

った。 

自分の大学を企業として考え、お客様（Customer）、競合（Competitor）、自分たち

（Company→College/University）の 3 つの現状について書きだした。「お客様」の項目であ

げられたのは「駅伝が有名」という点から「スポーツができる人」、「大学の格を上げてくれそ

うな人」、他には東洋がグローバルな学生を育てることを目標にしているという点から「海外の

学生」があげられた。競合であげられたのは「日本大学」、「駒沢大学」、「専修大学」だった。

日東駒専と言われるほどこの 4 大学は学力が近いからであり、一方で将来のやりたいことがは

っきりと決まっている人では、専門学校を選択して進学する人もいるからだ。 

「自分たち」としてあげられるものはたくさんあった。みんなが口を揃えて推したのはテレ

ビでも紹介されたことのある食堂だった。他には大学内がとてもきれいなことも挙げられた。

6 号館の地下のトイレは個室のパウダールームがあるため女性に魅力的な部分ではないか、と

いう話しあいになった。そして、この時私は東洋大学でシニア世代の人が授業を受けているの

を見かけたことがあるのを思い出した。幅広い世代が授業を受けられるという点でアピールポ

イントになるのでは、と思い意見した。 

この事前課題を通して、自分たちが当たり前に通うようになっていた大学のことを客観的に

見ることができた。そして、東洋大学にはたくさんのアピールポイントがあることに気がつい

た。また、自分がなぜこの大学に行きたいと強く望んだのかを振り返る良いきっかけにもなっ

た。 
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Ⅱ ワークショップ当日 

１ ワークショップ前半 

資生堂の社屋はとてもきれいで最初入るのをためらうほどだったが、資生堂の方は親切そう

な人ばかりで笑顔で 2 階へと案内してくれた。2 階の会場となるホールの中では資生堂の方と

学生が挨拶を交わしている最中で、とても賑やかな雰囲気だった。スーツの学生が多く、偏差

値の高い大学が多く参加していることもわかっていたので、みんながとても賢く見え、自分は

他の学生に比べて積極的に動けるかとても不安だった。けれども、席について自分の班で一緒

に話し合いをする資生堂の社員の方々をと挨拶しているうちに徐々に不安は消え、できるだけ

発言をして頑張ろうと思った。班のみんなの雰囲気もとても良く和気あいあいとしていて、安

心感があった。緊張感は大きかったが自分にできることをなにかしら見つけて無駄な時間にな

らないようにしよう、と思った。 

ワークショップが始まるとまずは仕事の分担をした。グループの意見交換の時に班に残り発

表する係、みんなの意見を一つの紙にまとめる係、最終的にまとまった意見を一分間のスピー

チで発表する係、があった。私は書記を担当することになった。 

 次に事前課題で行ったことを社員の方と一緒にたくさんの付箋にもう一度書きだし、さら

に意見を加えていった。続いて大学の長所と短所を書きだした。そして大学に関係してきそう

なニュースから、自分の大学をアピールできる糸口を探した。東洋大学はいわゆる中堅大学で

あり、競う相手であった慶應義塾大学や上智大学には学力やグローバル化を推したところでは

到底かなわないだろう、という意見がでた。また、スポーツに関しても東洋大学が抜きでて有

名であるとは言い難く、アピールポイントにするには難しいという意見もでた。注目されたの

は高齢化社会である日本の企業がシニア世代を採用したニュースと、東洋大学はシニア世代も

授業を受けている長所だ。今日本では、少子高齢化問題として盛んに叫ばれているので、とて

もタイムリーな長所ではないかという意見がでた。中堅大学であれば定年退職をしたあとでも、

気軽に学べる場としてシニア世代も通いやすいのではないか。 

次にそのターゲットに自分たちがたくさんのことを提供することにより、そのターゲットは

どのような気持ちになるかを考えた。学校に来ることでシニア世代は交流が増えるので恐らく

ホッとする、安心感を覚える、といった気持ちになるだろう。また、学校に通うシ二ア世代は

仕事を辞めていて、生きがいがなくなってしまった想定と高い学ぶ意欲を持っているという想

定をしたので、「やりがいができた」、「楽しい」、「わくわくする」といった気持ちになるだろう。 
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２ ワークショップ中盤 

そして、ここまででまとまった意見を他のグループの人たちに聞いてもらうワールドカフェ

という試みを行った。私は 2 つ慶應のグループのブランディングアイディアを聞きに行った。

最初に聞いた慶應グループのアイディアでは、「医学部があること」や「学費が安い」、奨学金

制度が整っているので「仕事をしながらでも通いやすい」という長所があげられていた。他に

も慶應の男子は他大学の女性から人気があるなど、私たちの大学からはまったくあがらなかっ

た長所がたくさんあげられていて、それぞれの大学に特徴があることをしみじみ感じた。この

ワールドカフェでは発表が終わった後は、他グループの聞き手側との意見交換が行われ、聞き

手は感想を述べたり、質問したりした。同じ慶應大学の別のグループの学生は、同じ慶應大学

でも付属高校上がりであるかないかだけで学生の中にも意識に大きな差があることを述べてい

て、発表を行った学生もとても共感していた。その学生によって大学の長所と思っている部分

と短所と思っている部分は変わってくるようだ。 

私は働きながらでも通えることをアピールポイントとしている部分が気になった。東洋大学

には二部制度があり、夜間でも授業をうけることができる。その点慶應大学よりも優れている

と思ったので発表した。他には短所として建物が古い、とあげられていたがそれは歴史がある

建物と捉えれば長所にもなるのではないかと思い発表した。 

 次にもうひとつの慶應大学の発表を聞いた。このグループでは、施設が充実していて最先端

の情報が学べることをアピールポイントとして出していた。このグループの発表は具体的では

なく、漠然としていることが指摘されていた。このとき資生堂の偉い方が「アピールポイント

が明確で何かひとつにちゃんと絞れていないとインパクトはとても弱くなる」とおっしゃって

いたが、それがとても印象に残った。 

 

３ ワークショップ後半 

 その後各自のグループに戻り他のグループから指摘されたことを踏まえ、ブランディングを

よりよいものしていった。また他のグループで聞いたことを報告しあった。私たちのグループ

ではシニア世代をターゲットにすることへの反応がとてもよかったので、このままこのターゲ

ットに絞ってブランディングを進めていくことになった。 

 次に、そのターゲットに自分たちの大学に来てもらうために他の大学と違うところを探した。

私たちの大学には、他の大学にあまりない社会学部があることがあがった。社会学部は宗教や

哲学など頭で考えることよりも心で学ぶことが多く、特徴がある学部だ。退職後のシニア世代

が経済や法学を学ぶことよりは、社会学部で学ぶことのほうに魅了があるのではないか。この
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ときに社会学部がある大学として立教大学や早稲田大学があげられたが、東洋大学の入りやす

い偏差値ならば敷居があまり高くならないという点と、巣鴨が近く帰り際に立ち寄りやすいと

いう点をアピールすることに決めた。 

Ⅲ 結果発表 

最後に各グループの発表を行った。紙にまとめたものを基準に一分間のスピーチが行われる。

どのグループも一分間ではなかなか収まりきらずコンパクトに発表することは難しいのだな、

と感じた。 

私は正直、自分たちのグループはターゲットがはっきりしていたし、そのターゲットにたい

してアピールすることも明確であったので優勝できるのではないかと思っていた。すべても発

表が終わったあと、一人に 2 枚シールが渡され自分がよかったと思うグループの発表用紙に貼

る。私は東洋大学のもうひとつのグループと上智大学のグループに貼った。東洋大学のもうひ

とつのグループは発表がとても印象に残っていて一人ではなく、みんなで団結して発表してい

るところがとてもよかったのでシールを貼った。一方、上智大学のグループはターゲットがわ

かりやすく、それについてアピールするポイントもはっきりしていたのでシールを貼った。 

 結果、優勝したのは東洋大学の別のグループだった。私たちのグループは 3 位だった。一所

懸命やったし優勝できると思っていたので、とても悔しかった。しかし、優勝グループから学

ぶことはたくさんあった。発表内容はもちろん大事だが、発表の方法によって与えるインパク

トの大きさがまったく変わることを学んだ。手振りや身振りを加えて発表していた点が、他の

チームと大きく異なり、優勝したのだ。 

 最後に全員で集まり、集合写真を撮って解散した。資生堂の社員の方々や優勝グループの人

たちにも、とてもよいブランディングだったと褒めていただき、とても嬉しかった。 

Ⅳ 感想 

 私は最初この企画に参加するとなったときに、ブランドの意味さえわからなかった。ブラン

ドとは単に値段が高いものを指すと思っていたが、数多くあるものから差をつけ売り上げを伸

ばす企業の戦略であることを知った。そしてこのブランディングという作業を始めて行い、タ

ーゲットをしぼり、更にそのターゲットにむけてアピールしていくという手順がいかに緻密な

作業であるかを知った。色々なことを客観的にみて、その長所と短所をみつける。長所はいか

に伸ばせるかを考え、短所はどのようにして長所に変えられるかを考える。このことをつねに
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頭に入れて生活していきたいと思った。 

そしてこのプロジェクトに参加してから自分の中で変わったことが 2 つある。1 つ目は東洋

大学に通いながら、いいところを自然に探し友達と共有するようになった。前までは何となく

通っていたが、様々なことを意識しながら大学に通うようになってから、学校にくる意識も少

し変わってきた気がする。2 つ目は、買い物に行くときに同じものでも違うところを探してか

ら買うようになった。 

そして、これからもっとこの資生堂のプロジェクトで学んだことを自然に意識するようにな

れればいいと思う。私は将来やりたいことが何も決まっていないし先のことは本当に漠然とし

ていたが、のように社員同士の仲がよくて意見を遠慮せずにぶつけあえる会社で働くことがで

きたらいいと感じた。 

 今回学んだこれらの手順は、将来どの企業に就職したとしても使える知識であるはずなので、

よい体験ができたと思う。しかし、今このように思い返してみると、忘れてしまっていること

があまりに多く、少しショックだった。あのプロジェクトの後は、たくさんのことにやる気が

満ちていたのに、結局はその刺激を徐々に忘れてしまう。刺激を忘れずにいるためにも、つね

に刺激をくれる場所を求めて行動することが大切である。また似たような機会があれば、必ず

参加したい。私はまだインターンに参加してことがなく、このような経験をしたのは本当に始

めてだったため、この体験をした後になにも経験せずに就職することは、せっかくのインター

ンという制度を無駄にしてしまっている。まだ興味のもてることや具体的にやりたい仕事は決

まっていないが、何かしらのインターンの受入先を探し、経験をつむことが必要だと思った。 

そして、自分には知識が足りないために、ついていけない話がたくさんあることも感じた。

上智大学の学生と資生堂の社員さんが話し合いをしているところに私も少しいたのだが、ニュ

ースなどをあまり見ないためについていけない話題が所々あり、とても恥ずかしい思いをした。

大学に入ってから新聞も本も読まずにいては、どんどん世の中の動きに置いていかれ将来恥ず

かしい思いをしたり、就職の時に困ることがあったりするだろう。新聞は表紙の一面だけでも

必ず目を通し、ニュースはこまめに見ることを心がけようと決意した。 
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社会文化体験演習（キャリア分野）公開講演会 

食べもので生産者と消費者をつなぐ 

――発展途上国の貧困問題と民衆交易―― 

 

小 林 和 夫・名 和 尚 毅 

（株）オルター・トレード・ジャパン 

 

 本稿は、2013 年 11 月 22 日（金）に開催された公開講演会の内容を収録したものである。

本講演会では、（株）オルター・トレード・ジャパン（ATJ）の小林和夫さんと名和尚毅さんを

お呼びし、「食べもので生産者と消費者をつなぐ――発展途上国の貧困問題と民衆交易――」と

題して、社会問題をビジネスの手法を用いて解決する活動について話していただいた。ATJ は

ソーシャルビジネスという言葉が普及するよりもずっと以前から、開発援助という 1 回限りの

支援がもたらす限界を乗り超え、持続可能な支援を実践してきた企業である。本講演は、ATJ

が掲げる民衆交易とはどういった考え方かを説明していただいたうえで、具体的にフィリピン

のバランゴンバナナと東ティモールのコーヒーを例に活動の内容について紹介していただいた。 

Ⅰ オルター・トレード・ジャパンについて 

小林 皆さん、こんにちは。私、オルター・トレード・

ジャパンの小林［和夫］と申します。今、箕曲先生から

「一風変わった会社」というお言葉を頂戴しましたが、

確かに、できてから 24 年になりますが、株式会社なの

にまだ一度も配当を出したことがないということも一風

変わっていると思います。儲けを 100％考えているわけ

でもない。どちらかというと、私たちは全く黒子であっ

て、特に第三世界、あるいは南の国の貧しい生産者がど

うやって自分たちの暮らしを作っていくのかということ

を応援したいと考えています。あるいは、食べることを

通して自分たちの食べ物のあり方や、自分たちの食べ物

がどこから来て、アジアの人たちとどうつながっている

のかといったことに関心のある日本の消費者の人たちに、

図 1 小林和夫さん 

（高橋典史撮影） 
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安全・安心で意味のある食べ物を提供する。そういったフェアトレードの会社です。「社会的企

業」という言葉が最近あります。私たちは自分たちがそうだとは言いませんが、そういったカ

テゴリーに入るようです。 

 オルター・トレード・ジャパンは一応株式会社ですが、私たちはよく、フェアトレードの会

社です、と説明します。扱っている商品は、バランゴンバナナというフィリピンのバナナやマ

スコバド糖というフィリピンの黒砂糖、エコシュリンプというインドネシアのエビ。これらは

みんな商標です。東ティモール、ラオス、中南米のコーヒー。パレスチナのオリーブオイル。

それから、一風変わっていますが、ゲランドの塩。これは南の国ではなく、フランス・ブルタ

ーニュの塩です。あるいは、その加工品。最近ではインドネシアのパプア領からカカオを輸入

していて、今年から本格的に発売します。 

 皆さん、「フェアトレード」という言葉を知っていますか。最近の調査ではフェアトレードと

いう言葉を知っている人は 50％ほどいます。皆さんと同じ 10 代の後半から 20 代の方は 60％

くらい知っています。その中で、より正確にフェアトレードはなんぞやということをしっかり

理解している人は今 25％います。たぶん若い人たちの間でフェアトレードという言葉は徐々に

浸透しつつあるので、皆さんも関心があるかと思います。現在、年商は 15 億円で、働いてい

る者は 20 名程度です。私は古株のほうで、今日来ている名和［尚毅］のように、20～30 歳く

らいの社員も数名います。 

 私たちの会社ができたのは 1989 年です。その前に私たちの運動の前史、プレヒストリーが

あるのですが、私たちの会社の DNA を作っている運動は二つあります。一つは、南の国の人

たちの貧困や飢餓をなんとかしたいという、いわゆる国際協力運動です。それにかかわってい

るのは NGO のグループですね。フィリピンのネグロス島の飢餓をなんとかしたいという日本

の NGO が私たちの基盤の一つです。もう一つ

は、生協と言っていますが、日本の生活協同組

合のスピリット、考え方、事業モデルです。実

は、私どもの会社は株式会社ですが、90％以上

を生活協同組合が出資してできました。残りの

10％は、私たちの会社を応援したい、資金を確

保したいという思いに応えてくれた個人の方々

です。そういう流れの中でオルター・トレード・

ジャパンは 1989 年に株式会社としてスタート

しました。 

写真 2 フィリピンの農村の様子 

（資料提供 ATJ） 
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Ⅱ 国際協力運動 

 国際協力運動のほうからお話しします。フィリピンには

最近大きな台風が来て、多くの方々が亡くなったのを知っ

ていますか。中部にネグロス島という島があります。ここ

はサトウキビの島として有名です。これは一面サトウキビ

の畑です。サトウキビの生産は今はタイなどが主流ですが、

今から 25 年前は東洋一、アジア一の製糖工場と言われて

いたものです。彼らの主食は米ですが、水田ではなくて、

沖縄のようにサトウキビの畑が広がって、製糖工場が各地

にありました。写真 3 が収穫の作業です。 

 なぜここにサトウキビがあるかというと、これも歴史が

あります。サトウキビというのは決して彼らの主食になり

ませんよね。今から 150 年ほど前、フィリピンはスペイン

の植民地でした。当時砂糖は非常に貴重でした。まだ今み

たいにテンサイ（砂糖大根）はありませんでしたから、砂

糖は南の地域でサトウキビを作ってヨーロッパへ持っていくんです。スペインはネグロス島の

大きな土地をどんどん囲い込んでいきました。それまで作っていた水田やトウモロコシなどの

野菜の畑はつぶされて、サトウキビ畑が作られて、ネグロス島の人たちは農園で働く人たちに

なりました。でも、皮肉なことに、ここでできた砂糖は決して国内で消費されることはなく、

すべて欧米に行っていました。最近までアメリカが主でした。農地の 60％はサトウキビです。 

 これの非常に怖いのは、サトウキビが順調に売れているときはいいのですが、売れなくなる

とここの経済、地域の経済がつぶれてしまうことです。実際に 80 年代サトウキビの価格は世

界的に暴落して、わずか数年で 8 分の 1 に暴落してしまいました。ちょうどこのときトウモロ

コシから作る人工甘味料が発明されたんです。お砂糖に代わってコカ・コーラやいろいろな食

べ物に人工甘味料が使われて、砂糖の需要が減ってしまった。サトウキビを作っても儲からな

い、あるいは赤字になってしまうということで、多くの砂糖農園が閉鎖されました。しかも、

その砂糖農園を持っているのは本当に一部の人です。この写真のお父さんのような人たちの多

くは日雇いの労働者です。決して会社で働いているサラリーマンではなくて、1 日働いてなん

ぼという非常に賃金の低い、悪い条件で働いている人たちです。 

 この人たちが職を失ったので、1986 年に多くの子どもたちの飢餓が深刻化します。それに対

写真 3 さとうきびと労働者 

（資料提供 ATJ） 
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して、世界的なキャンペーン活動が行なわれました。日本では募金活動があって、それを集約

したのが日本ネグロス・キャンペーン委員会という NGO です。ですから、私たちの前身、あ

るいはネグロスとのつながりは、もともとはこの飢餓をなんとかしたいというところから始ま

りました。 

 最初はお金を集めました。1 年目は 7500 万円集まりました。そのお金を現地に持っていっ

て基本的なニーズである食料支援をしたり、衣服や医薬品を買って飢餓に苦しむ子どもたち、

家族に渡していく。でも、ずっと募金を続けて、食料を送ることはできませんよね。彼らもそ

の思いは同じです。ずっと日本からの募金をもらって暮らしていきたいわけじゃない。ただ、

自分たちは食べ物を作れないんです。なぜなら土地がない。ずっとサトウキビしか作っていま

せんから、農業技術も途絶えてしまっています。米や野菜を作ることもできない。生産手段が

ない。土地もない。種や肥料もない。ないない尽くしなんです。これは非常に構造的な問題な

ので、彼らの思いに応えるためには 1 年、2 年ではなくて、10 年あるいは 20 年くらいかかわ

りたいと思ったんです。 

 会社ができる前の市民グループでは、緊急救援からいろいろな支援を展開していきました。

一番最初は援助ですね。彼らが本当に困っているときには援助の手を差し延べる。それから、

食料支援。自分たちで作物を作りたいという声に応えて、農業研修をしたり、資材を配布する。

なんとか自分たちで食べ物を作れるようになると飢餓からは免れます。 

 けれども、まだ問題があります。せっかく作った作物ですが、販売できないんですね。フィ

リピンというのは本当に貧困の格差が大きいんです。一部の金持ちが土地を独占していて、残

りの 70％はいわゆるロークラスの、なんとか一日暮らしていく程度の人たちです。日本は今、

正確にはわかりませんが 80％かそのくらいはミドルクラスですが、それに比べると本当に一部

の金持ちが土地を持っていて、マーケットや流通手段を独占しています。ですから、せっかく

私たちの仲間がいろいろな作物を作っても販売することができない。自分たちの手でマーケッ

トへ持っていけないんです。トラックを持った金持ちが村に来て、安い値段で買いたたいてし

まう。 

 ですから、次に私たちは、生産だけではなくて、彼らが自分たちで流通や販売できるような

仕組みを一緒に考えていきました。集荷・運搬して、物によっては倉庫を作って保管し、市場

で販売する。もちろん資金が必要です。トラック、倉庫、事務所を整備する。会社を作る。そ

の資金も応援する。 
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Ⅲ マスコバド糖 

 私たちは現地にオルター・トレード・コーポレーションと

いうパートナー団体の会社を作りました。一番最初の商品が

この砂糖です。マスコバド糖と言います。皆さんは普通白い

砂糖を食べることが多いと思いますが、白いのは精製してい

るからです。この砂糖は単純に、サトウキビの汁を煮詰めた

ものです。今は大規模な製糖工場がありますが、昔は自分た

ちの村に小さな製糖工場がありました。サトウキビは絞ると

甘いんですが、糖度が高いので数日たつと酢になってしまう

んです。ですから、すぐに煮詰めて砂糖にしないといけませ

ん。砂糖作りは、この昔ながらの方法でやっています。資金

を応援して、掘っ建て小屋みたいなものですが工場を作る。

それまでは農園主という社長さんみたいな人がいて、その人の命令で働いていましたが、自分

たちで自分たちの会社を持って、砂糖を生産して、フィリピン国内、日本に販売するようにな

ったのです。 

 それまで商品を作るという経験がなかったので、最初は大変でした。マネジメントするとい

うのが初めての経験で、今なら笑えますが、日本に来た砂糖にたばこの吸殻が入っていたこと

がありました。たばこを吸いながら仕事をしているからです。髪の毛が入っているとか、蚊が

入っているとか、ハエが入っているとか、500 グラム入りなのに 500 グラム入っていないとか、

信じられないような問題がいろいろ起こりました。ですが、日本の生協や砂糖を作っている人

たちの知恵とアイデア、技術をおかりして改善していって、なんとか販売できるような砂糖に

してきました。 

 実はこの砂糖は、最初はフィリピン国内ではなくて、主に日本で販売するようになりました。

日本の生協さんとの出会いがあったからです。のちほどお話ししますが、日本の生協さんは募

金をするのではなくて、彼らが作った商品を正当な、まっとうな、フェアな価格で買うことで

彼らの暮らしを応援したいという気持ちがあったんです。これを買うことは、イコールそこで

働いている人たち（工場で働く人、サトウキビを作っている人たち）が正当な対価を得られて

暮らしが成り立つと考えたんです。かわいそうだとか、なんとかしたいと思って募金するだけ

ではなく、彼らが汗水流して、自分たちの手で作ったものを買うことで彼らの暮らしを支える。

そういった仕組みを 1987 年から作りました。ですから、私たちの会社は 1989 年にできました

写真 4 マスコバド糖 

（資料提供 ATJ） 
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が、一番最初の商品はこの砂糖です。現在、年間 4000 万円ほどの売り上げがあります。 

Ⅳ バランゴンバナナ 

 今、私たちの商品の中で一番大きな売り上げがあって、年商 6 億円ぐらいになるのはバナナ

です。バナナの販売は 1989 年から始めています。私たちはこの砂糖で、募金ではなくフェア

トレードという形で、生産者が品質の確かな砂糖を作ることに寄り添いながら応援し、まっと

うな価格で買い上げました。その関係が彼らの暮らしを変えていくということを、砂糖を 2 年

間取り扱うことで実感してきました。けれども、砂糖は日本ではたくさん販売できないんです。

消費量がすごく少ないからです。これに代わる商品はないのか。日本にニーズがあって、ネグ

ロスの人たちも生産できるものはないのかと探して見つけたのがこのバナナです。 

 なぜバナナを始めたかというと、幾つかの理由があります。まず、バナナはネグロスではど

この家でも必ず持っています。私がよく例えるのは、日本の柿です。今はあまり食べないと思

いますが、農家だったら、柿の木はどこの家にもあると思います。それを販売するかというと

そうではない。自分で食べたり、近所におすそ分けしたり、親戚にあげたりというものです。

フィリピンの人にとってもバナナというのは同じようなもので、家には必ず何本かあるんです

ね。非常に栄養価が高く、地下茎で増える。ミョウガとかと同じですが、黙っていても生えて

きます。子どもも食べやすい。季節がなくて、年じゅう実がなります。向こうの人にとっては

なくてはならないものです。そして、誰でも持っているものです。では、これを商品化できな

いか。 

 現地にバランゴンバナナというものがありました。これは山バナナで、山のほうにあるので

あまり流通していませんでした。私た

ちはこれに目をつけました。25 年前も

そうですが、フィリピンは日本にエビ

をたくさん輸出しています。でも、フ

ィリピンの人たちはエビをほとんど食

べていません。市場に行くと、バケツ

に入った頭だけを売っています。私が、

「なぜ頭だけで身のほうはないのか」

と聞いたところ、「それはみんな日本の

人たちが買っていくからです。日本人
写真 5 手洗いされるバランゴンバナナ 

（資料提供 ATJ） 
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は金持ちですから、世界から物を買いあさっている。フィリピンの人たちは作っているけれど

も、決しておいしいエビを食べることができない。頭はだしが出るので市場で売っているんで

す」と答えてくれました。そういう現実を見てきました。 

 私たちがバナナを売うことで、フィリピンの人たちが食べられなくなっては困る、それはフ

ェアではないと考えました。ですから、あまりフィリピンの中で流通されていない、日本に持

ってきてもあまり困らないような、山にあるバランゴンというバナナを選びました。ちょっと

酸味があって日本人好みというのも理由です。このバナナは農薬を使っていない自然のバナナ

です。日本には農薬漬けのバナナしかありませんでした。その中で農薬漬けではないバナナを

求める声も高かった。ニーズがあったんですね。そういったこともあって、砂糖の次にバナナ

を日本の皆さんに届けられないかと試

行錯誤しました。バナナは取り扱うの

が大変です。非常に腐りやすい。日本

のバナナはだいたいフィリピンから来

ていますが、畑で収穫してから 3 週間

かかります。その間に腐らないように

するのは実はすごく大変です。 

 これは始まった当時の、ないない尽

くしの頃の様子です。集荷して持って

きて、最初に洗います。フィリピンは

洗濯機がないので、たらいで洗濯しま

すが、村中のたらいを集めて、村のお

母さんたちが自分たちで洗いました。

山にあるバナナですので、山道を来る

中で押されて、皮に傷がついたりして、

日本に持ってきたときは真っ黒でした。 

けれども、2 回ほど試行錯誤する中で

いろいろな方法を見つけて、これを商

品化していきました。 

 私たちは年間 2000 トン、6 億円ぐ

らい扱っています。これが産地です。

山にあるバナナです。バナナの木はわ

写真 6 バランゴンバナナの栽培風景 

（資料提供 ATJ） 

写真 7 パルシステムの配送車 

（資料提供 ATJ） 
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かりますか。後ほどスーパーで売っているバナナがどのように作られているか皆さんにお見せ

しますが、後ろにあるのはコーヒーとか、いろいろな果物の木とか、トウモロコシだったりし

ます。そういった中で私たちは余っているものをおすそ分けしてもらっている。 

 日本に持ってくるには熟度低めの 85％くらいで抑えないといけません。黄色いものは日本に

輸入できませんので、少し硬めのバナナを収穫します。山道を運ぶのは大変です。30 分、1 時

間くらいかかります。馬やろばに乗せて運んで、ようやく集荷所まで持ってきて、ここで品質

チェックをします。細かったり短かったりするバナナはここではじかれます。そして、新聞紙

に包んで梱包します。これは現在のパッキングセンターですね。もうたらいは使っていません。

地域に幾つかパッキングセンターがあって、そこで洗われています。そこで箱詰めされて日本

に持っていきます。 

 今私たちのパートナーの生産者は 3000 家族くらいいます。ルソン島、この前の台風で大変

だったネグロス島、パナイ島、ボホール島。ボホール島は 1 カ月くらい前に地震がありました。

それからミンダナオ島。この五つの島からバナナを持ってきます。 

 彼らの暮らしは、バナナを日本の皆さんに送ることで確実によくなっています。バナナは季

節がないので、定期的に販売できるからです。決して収入そのものはおいしくないです。1 カ

月で 1000 ペソぐらいです。日本円に直すと 2300 円です。なんだ、と思うかもしれませんが、

現地の物価でお米 40 キロくらいに当たります。日本でもそうですが、農業には季節があるの

で、毎月定期的に米が買える現金収入があることは精神的にも物理的にも大きな支えになりま

す。このバナナを日本の人に売ることができる。そのルートができることで彼らの暮らしが成

り立つ。私たちはそれを支えてきました。 

Ⅴ 生活協同組合 

 では、このバナナを誰が買ってくださっているかというと、実は店舗では売っていません。

少なくともイオンとか大きなスーパーでは売っていません。量も限られていますし、値段も高

いです。販売してもたぶん売れないかもしれないのですが、日本の生協さんで売っています。

首都圏ですと生活クラブ、パルシステムがあります。聞いたことないですかね。牛さんのマー

クのトラックが町なかを走っていませんか。皆さんのご家族が首都圏にいたら、家で生協の宅

配便をとっているかもしれません。あるいは、大地を守る会、らでぃっしゅぼーやというとこ

ろもあります。これは生協ではなく、会員制の産直団体です。このようなところが私たちのバ

ナナを買ってくださっています。カタログに載せて、これを注文していただきます。 
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 ここで生協について説明します。私たちは最初は社会的信用という言葉を使いましたが、皆

さんもこれから大学を出て仕事を見つけていきます。いろいろな働き方があると思いますが、

大きく分けると政府、行政のような公的セクターがあります。日本では公民と言いますが、「公」

か、会社に勤めるかという分け方があります。もう一つ忘れてはいけないのは「民」です。民

というと民間という言葉に集約されてしまいますが、市民もありますね。協同セクター、ある

いは市民セクターというものです。どちらかというと儲けよりは、自分たちの地域が抱えてい

る問題をみんなで協同して助け合っていくグループです。NGO や NPO、生協もそうです。 

 生協は消費者が支え合って、よりよい暮らしを実現する非営利の協同体です。非営利といっ

ても決して儲けないということではなくて、儲けが出ても、それを一部の株主に大きく分配し

ないということです。利益が出たら、次の再生産に回したり、たくさんの組合員さんに分配し

ます。 

 会社というのは一部の株主がたくさん資本を出して、儲けたら株の出資に応じて利益が分配

されますが、生協は違います。組合員が出資して事業資金とする。利益が出たら事業に再投資

する余剰は組合員に分配する。出資金は辞めるときに戻ってきます。彼らがやっているのは、

安全・安心なものをみんなで共同購入する運動ですが、それにはたくさんの資金がかかります。

その資金を自分たちで出し合って、自分たちで利用する。これが非常に面白いのは、決してお

客さんになるのではなく、自分たちが困ったこと、やりたいことにお金を出して、人を雇って、

生協という仕組みを作っていったことです。 

 「社会運動であり、事業である」とありますが、もともと日本に生協ができたのは 1960～

1970 年代です。この時期日本ではたくさんの食品公害がありました。森永ヒ素ミルク事件とい

うのは、粉ミルクにヒ素という猛毒が入っていて、赤ちゃんが命を落としたり、後遺症が残っ

たりした事件です。ほかにも水俣病などがありました。皆さんは生まれていない頃ですが、今

とは違った食品公害がありました。お母さんたちにとって一番ショッキングだったのは、粉ミ

ルクという商品の中に入っていた、粉ミルクを信用できないということでした。自分の子ども

に何を与えればいいのか非常に困るわけですね。 

 そのとき、会社や外の人に依存するのではなくて、自分たちで自分たちの食べ物を作ってい

きたいと考えた、主にお母さんたちが集まってできたのが生協です。お母さんたちは直接酪農

家に行って、牛乳がどのように作られているかを見て、その牛乳を共同で購入します。運んで、

瓶詰めすることを瓶詰め工場にお願いする。そのためにお金が必要なので、出資する。それが

原点です。一つの問題があったら、みんなの知恵を出して解決していく。そのための仕組みで

あり、組織です。 



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

185 

 

 同じとき、『複合汚染』［有吉佐和子、新潮社、1975 年］という本が有名ですが、農薬問題が

ありました。今もそれは続いていますが、皆さんが食べているお米や野菜にはたくさんの農薬

が使われています。お百姓さんがそれで健康被害を受けている。残留農薬があって、非常に心

配です。では、農薬を使っていない野菜をどうやって手に入れればよいのかと考えました。今

ならスーパーにありますが、当時は残念ながら売っていませんでした。 

 そこで何人かのグループになって、お百姓さんに相談をする。農薬をできるだけ使わないよ

うにしてください、と直談判する。農薬を使わないのはなかなか大変です。手で除草しなけれ

ばならない。病気が起きたらどうするのか。失敗したらどうするんだ。全部農民の人と話して

条件をつけていきます。「じゃ、私は草取りを応援します」「もし病気が起きたら、そのときは

最低限この農薬だったら使ってもよしとしましょう」「被害が出たら、私たちはそれを補償しま

す」「逆に、豊作だったらみんな買い取ります」。そういった直接の関係を作って、自分たちで

納得できるような商品をどんどん作り出していきました。これが日本の生協運動です。 

 これはパルシステムという生協の注文書です。こういったものは全部消費者の代表が産地に

行って、本当に農薬が使われていないのかとか、いろいろな栽培基準をしっかり自分の目で確

かめて共同購入しています。その代わり、たくさん買うことで値段は安めにする。安全・安心

なものを納得価格で買いつけていく。それは消費者のためにもなるし、生産者にとっても、有

機農業で見栄えの悪いものを作るのは大変ですが、そういったものを作っていかれる。生産者

の暮らしも応援できます。 

Ⅵ フェアトレード 

 私たちのオルター・トレード・ジャパンのバナナもマスコバド糖もこの考えに沿っています。

産直と言いますが、顔の見える関係を作って、納得する作物を作ってもらって、それを組合員

図 1 輸入国別の日本へのバナナの輸入額 

（資料提供 ATJ） 
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がみんなで共同購入する。そういった仕組みを国境を越えて作ったのが、私たちのマスコバド

糖とバナナです。 

 私たちのバナナは非常に見栄えが悪いです。値段も高いです。これがうちのバナナですが、

500 グラムで 268 円です。キロでだいたい 500 円です。今度スーパーで見てください。キロだ

と普通 200 円ぐらいですね。2～2.5 倍高い。それでも買ってくれます。なぜかというと、自分

たちで作り上げたものだからです。安全・安心ということがわかっている。生協の代表の人が

毎年のように産地に行って、それをしっかりと確かめて、生協で報告する。あるいは、これを

買うことでアジアの人たちの暮らしを応援できる。それがわかっているからこそ値段が高くて

も買ってくれる。オルター・トレード・ジャパンはその橋渡し役です。物を持ってくるのと同

時に、生産者の思いを消費者の皆さんに届けて、反対に、消費者の声を生産者に届けていきま

す。「おいしかったよ」とか、「安全・安心なものがあってよかった」とか。年に何回か、生産

者と消費者の直接の交流をアレンジするのが私たちの仕事です。 

 私たちのフェアトレードは、実際にやっていることはそうですが、いいことをやっていると

いう意識はあまりありません。このバナナを扱うことで、日本の皆さんにもう少し考えてもら

いたいことがあるんです。このバナナを私たちはメディアと呼んでいます。日本の食料は 60％

が海外から来ますから、海外の人がそこにかかわっています。スーパーのバナナも、「安くてお

いしいな」とか思って買っていると思いますが、それぞれにストーリーがあります。それを皆

さんにお伝えしたいと思っています。 

 例えばバナナというのは、今から 30 年ほど前に、『バナナと日本人─フィリピン農園と食卓

の間』［鶴見良行、岩波新書、1982 年］が岩波新書で出版されました。これは日本のバナナが

どこから来ているのかということを調べたものです。先ほど言いましたが、日本のバナナの

90％はフィリピンから来ています。バナナの輸入は、戦後 60 年代になって急激に増えていま

す。これはフィリピンから来ています。 

 では、フィリピンでどのようにバナナが作られているのでしょうか。一番南のミンダナオ島

にバナナの農園があります。これはタベコ農園で 4000ヘクタールあります。山手線の中が 7200

ヘクタールなので、4000 ヘクタールというとその半分以上ですね。そこにバナナしか植えられ

ていない。ドールとかデルモンテとかいろいろあります。私も二度ほど行ったことがあります。

そこに行くと、セスナ機が飛んでいます。何をやっているかわかりますか。すごく広いので、

空から農薬を撒いているんです。バナナは 1 年間で実がつきます。1 年の間に、主に防カビ剤

ですが、農薬を 40 回撒いています。地上では皆さんより若いような人が除草剤や消毒剤を撒

いています。これはよろしくないですね。非常に環境被害がある。水、土、空気を汚染してし
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まう。また、働いている人たちの健康被害もあります。がんになりやすい。腎臓、肝臓、皮膚

がん、男性だと無精子症で子どもができない、といったことが多数報告されています。日本に

持ってくるまで 3 週間かかると私は言いましたが、その間に茎が腐ってばらばらにならないよ

うに、最後にまた防腐剤をかけます。これはポストハーベストと言います。 

 それが日本のスーパーに普段並んでいるバナナです。海外から来るいろいろな物がどのよう

に作られているかということは、知っている方は知っていると思いますが、なかなかわからな

いんじゃないかと思います。これは決して生産者のためになりません。私たちが食べるときも、

残留農薬があって、ちょっと体が心配です。特にお母さんたちは自分の子どもにそういうもの

を食べさせるのは不安です。ネグロスのバナナのように手に入りづらかった安全・安心なバナ

ナを買えて、生産者の暮らしも応援できる。そのお互いさまの関係を作っていけないだろうか

というのが私たちの考えです。 

 私たちはよく「コトからモノへ、モノからコトへ」と言っていますが、皆さんもいろいろな

思いがありますよね。いろいろな社会問題がある。ネグロスの飢餓がある。アジアの貧困があ

る。なんとかしたい。NGO を作って募金を集めるというのは一つの手ですが、私たちはコト、

例えばプランテーション・バナナには問題がある、ネグロスの人たちの貧困という問題がある

というときに、プランテーション・バナナの批判をするだけではなくて、対案を考えます。オ

ルタナティブ（もう一つの案）を提示できないか。この場合は、フィリピン・ネグロスの人た

ちが自分たちの裏庭に持っている、農薬漬けではないバナナを日本に持っていくことを事業化

する。これをコトからモノへ、と言っています。問題解決するときに、一つの事業を興してい

く。事業をすることによって、その問題を解決する。同時に、そのモノはメディアです。バラ

ンゴンバナナを手にとってくださった人が、「なんだ、これ汚いな」とか、「値段が高いな」と

かではなく、そこから普段食べているバナナのコトを考えていくということですね。モノとコ

トをつないでいく。 

 私たちは「民衆交易」という言葉をよく使っていますが、いろいろな社会問題は善意だけで

はなかなか解決できません。飢餓で最初の年に 7500 万円の募金が集まりました。2 年目は 4000

万円、3 年目は 2500 万円です。だんだん関心が薄くなってしまいます。それはある意味で仕

方のないことだと思います。では、どうやって自分たちの思いを持続させていくのか。そのと

きにコト、思いをモノに変えていくことが私たちの会社です。 

 私からは、オルター・トレード・ジャパンがなぜできたかということ、扱っているバナナな

どの背景についてお話しさせてもらいました。名和からはコーヒーのフェアトレードについて

お話しいたします。コーヒーについては箕曲先生もかかわっていらっしゃいます。 
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Ⅶ コーヒー 

名和 皆さん、こんにちは。オルター・トレード・

ジャパンでコーヒーを担当している名和と申しま

す。よろしくお願いします。今箕曲先生から紹介

ありましたとおり、私は今年の 3 月まで 2 年 3 カ

月ぐらい東ティモールという国に駐在しておりま

した。現地のコーヒー生産者と直接一緒に働いて、

おいしいコーヒーを日本に届ける取り組みをして

おりました。これからコーヒーのお話をさせてい

ただきます。 

 こちらは世界地図です。真ん中に北回帰線と南

回帰線の間の帯がありますが、これをコーヒーベ

ルトと言います。この間でコーヒーはできます。

熱帯やサバンナのように乾期と雨期が分かれてい

る気候でしかコーヒーはできません。日本でも沖

縄の一部で作っているようですが、すごく高いそうです。僕も飲んだことがないですけれど。 

 まず簡単に、コーヒーという製品が好きな方？ 皆さん、飲みますか。1 年生だから、まだ

少ないかな。さっき小林から砂糖の話がありましたが、コーヒーも国際市場価格がすごく変動

します。今の価格は 2 年前の半分以下に落ち込んでいます。皆さんがコーヒーの生産者だと想

像してみてください。自分が、例えば 100

キロのコーヒーを一生懸命作りました。

2 年前はこれだけの収入を得られたけれ

ども、今年は同じだけ働いて、同じだけ

いいものを作っても、半分以下の価格に

なってしまうということです。そういう

現実があります。 

 それから、コーヒー生産者からコーヒ

ーを飲む消費者に渡るまでには、仲買人

だとか、輸出業者、輸入業者、焙煎業

者といった本当にたくさんの業者さん

図 2 コーヒーベルト 

（資料提供 ATJ） 

写真 8 名和尚毅さん 

（高橋典史撮影） 
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が入ります。それぞれがマージンをとって、価格が上がっていきます。コーヒー生産者から消

費者に届くまでをよくブラックボックスと呼ぶのですが、生産者が得られる収入は少ないのに、

実際に 1 杯のコーヒーは、皆さんスターバックスなどに行かれると思いますが、1 杯 400 円と

かの高い値段ですね。このギャップはすごいです。結局、生産者と消費者が全然つながってい

ない。私たちはコーヒーを飲んでいますが、誰が作っているのかは全然わからない。逆に、生

産者もコーヒーを自分たちで仲買人に売りますが、誰が飲んでいるのか全然わからない。そう

いう構造があります。 

 ちなみに、日本は全世界の輸出量の約 1 割を輸入している世界第 3 位の輸入国です。1 位は

アメリカ、2 位がドイツです。日本は本当にコーヒー消費大国と言っていいと思います。これ

は意外かもしれませんが、コーヒーは石油に次ぐ国際相場商品で、世界に大きく影響を与えて

いる作物です。 

 これから、私が行った東ティモールと箕曲先生が行ったラオスの話をさせていただきます。

これが弊社が扱っている東ティモールコーヒーとラオスコーヒーです。ちょっと回してくださ

い。東ティモールはどこにあるかご存じの方はいらっしゃいますか。知っている人？ 本当に

知らないですね。 

 僕も行くまでは知らなかったんですが、東ティモールは東南アジアにあります。インドネシ

アのある場所はわかりますか。インドネシ

アの東のほうにあって、オーストラリアの

北にある小さなティモール島という島です。

これがタイで、これが東南アジアで、イン

ドネシアで、ここが東ティモール、これが

オーストラリアです。この小さな島の東半

分が東ティモールです。西半分は西ティモ

ールといって、インドネシア領です。植民

地時代のいろいろな名残があって、こうい

うふうになっています。 

 国のことを簡単に紹介します。人口は

110 万人くらいで、面積で言うと岩手県ぐ

らいの本当に小さな島国の東半分です。通

貨は米ドルで、主要産業は石油と天然ガス

です。それが国の経済を支えてはいますが、

図 3 東ティモールの地図 

（資料提供 ATJ） 
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次いで大きいのがコーヒーです。経済状況はまだまだ厳しいです。小さい頃、新聞で見たこと

があるかわかりませんが、東ティモールは 21 世紀になってできた初めて国です。2002 年に独

立を果たしました。それまでは大航海時代から 400 年間くらいポルトガルに植民地支配を受け

ていました。そのあと、今度はインドネシアに軍事侵攻を受けて、25 年ぐらい支配されていま

した。独立闘争で 2 万人ぐらいの人が死んだと言われていますが、その人たちの犠牲の上によ

うやく 2002 年に独立を果たしました。でも、経済的にはまだまだ苦しく、統計上のデータで

すが、現状で人口の 70％の人々が 1 日 2 US ドル以下で暮らしています。2 ドルは今の為替で

197 円くらいですね。 

 栄養失調の子どもが非常に多くて、これはちょっと残酷な写真なんですが、赤ん坊が亡くな

ったところを撮らせていただいたものです。乳幼児死亡率も日本の 10 倍近くで、まだまだ栄

養状態の改善が非常に大きな課題の一つになっています。石油と天然ガスはとれますが、それ

に頼り切っていて、ほかの国内産業は全然育っていません。商店に行っても輸入品ばかりです。

製造業もありません。2002 年に独立したばかりで、その前 400 年以上虐げられていたわけで

すから、本当にゼロからのスタートです。これからが正念場の国です。首都はディリという場

所で、こちらも現金収入を求めて、東京のように人が集まってきます。けれども、雇用がない

から現金収入を得られなくて、失業率は 40％近くになっています。 

 そんな中で私たちがしている取り組みは、コーヒー生産により加工度の高い加工をしてもら

い、より多くの現金収入を得てもらうことです。おいしいコーヒーを日本に輸出しようという

ことから始めています。この取り組みをすることで、村の住人同士の交流や村と村同士の交流

が生まれ、人と人のつながりができ始めました。 

 これは、実際に生産者の一人、オイレオ集落のピントさんのコメントです。「人里離れた山奥」

とありますが、グレノという県庁所在地から本当にひどい山道を 3 時間ぐらいかけて行ったと

ころにある村です。そこにうちの会社がコーヒーを買うことになって、「コーヒー収穫シーズン

前に借金をしなくてよくなった」というコメントをいただいたりしています。 

 コーヒーは国際市場価格も上下しますが、表年と裏年があるので作柄が安定しません。この

年［2011 年］は本当に壊滅的でした。私は現地にいましたが、全然コーヒーがとれない。生産

者の生計を支えているのはコーヒーなので、とれないと本当に食べていくのが大変なんです。

そういう事態を受けて、うちの会社で緊急支援ということで、翌年度のコーヒーの代金を前払

いするという形で主食の米とか乾麺を支給しました。これはルシオ君といって、僕と同い年ぐ

らいの現地スタッフです。そういう取り組みによって、高利で借金をしなくて済んだという生

産者のコメントもいただきました。 
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 コーヒーというのは、今ご説明したとおり、国際市場価格の波も大きいし、生産量の波も非

常に大きいんですね。安定していない。では、安定した暮らしをするためにどうしたらいいか

というと、コーヒーだけに頼らない暮らし作りをしていかなければならない。農業の技術の習

得であるとか、家庭養鶏の取り組みも始まっています。コーヒーは 1 年のうちに 3 カ月しか収

穫できません。ですから、ほかの 9 カ月は収入がないのですが、鶏を育てれば年間収入が得ら

れる。家計を支援する意味でも、鶏というのは非常に重要な家畜だと思います。そのほか、農

業の技術の向上のための有機堆肥を作る。先ほど小林からフィリピンのバナナの話がありまし

たが、フィリピンの生産者をこちらへ呼んで指導してもらう。あとは、村単位の生産者グルー

プの中に女性グループが形成されていて、彼女たちも取り組みもしています。コーヒー以外の

副収入を得るために食品加工しましょうということで、自分たちのところに植わっているオレ

ンジでワインを作って販売が始まっています。 

 生産者と消費者をつなげる、と先ほど小林も言っていましたが、顔と顔の見える関係にして

いく。生産者は誰が飲んでいるかがわかって、飲む人も誰が作っているかわかっているという

関係を大事にしたい。ですから、彼らが売っているコーヒーがどのように日本の消費者の皆様

に届くかというところを生産者の皆さんにプレゼンしています。それに対して生産者の方から

は、「普通はコーヒーの時期に仲買人が買いに来て、あとは 9 カ月来ないけれども、こういう

情報をくれるのは ATJ だけだ」というありがたいコメントもいただきました。 

 ATJ は消費者と生産者をつなげる黒子の役割を担っています。消費者と言ったときに、コー

ヒーを焼く人もいます。ここで紹介させていただいているのは、まめ福さんという関西にある

ワーカーズ・コレクティブの団体です。普通の会社と違って、メンバーが 7 名いますが、その

全員が出資し、全員が経営責任を持っています。メンバーの合議制の下に事業を運営していま

す。これは生協の組合員さんで構成されています。そういう人たちが集まって、生産者、現地

のスタッフと一緒に交流しながら、一緒においしいコーヒーを作っていく。こういった取り組

みもしております。 

 東ティモールの人々とともに実現したいことを最後にまとめました。東ティモールで非常に

重要な資源であるコーヒーを売ることによって利益が生まれます。利益を出して、東ティモー

ルの人々の持続可能な自立した暮らしと地域作りをしていきたい。以上が東ティモールの説明

です。 

 次に、ラオスについても簡単に説明します。ラオスはどこにあるか知っている人？ ラオス

のほうが知っている人が多いかな。東南アジアで、タイの東のほうにある内陸の国です。海は

ありません。コーヒーは南のほうのボラベン高原というところで結構作っています。地図帳に
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あるので、もしよかったら後で見てください。ここの生産者組合と出会って、そこで箕曲さん

にすごくお世話になりました。 

 この国は、日本と違って社会主義国家です。宗教は仏教です。経済的には最貧国の一つとさ

れていますが、本当に素朴と言ったらいいのかな、笑顔が素敵な国だと思います。こちらも同

じようにコーヒーの抱える問題点、不安点は収入です。特にコーヒーシーズン前にお金が尽き

てしまうので、高利子の借金をしてしまう。小規模な生産者は売り先がないことによる弱い立

場にあります。その中で ATJ が 2009 年、4 年前に生産者協同組合の JCFC（Jhai Coffee 

Farmars’ Cooperative）というところと出会いました。JCFC は当時つぶれかかっていたくら

いに財務的にも機能していませんでしたが、コーヒー生産者によるコーヒー生産者のための民

主的な組合を作りたいということで協力関係が生まれました。 

 ATJ はコーヒーを JCFC から輸入していますが、こちらから一方的にこの価格でしか買わな

いというのではなくて、話し合いを踏まえて買い取り価格を設定しています。コーヒーシーズ

ン前に現金が底をついてしまう生産者の実態に対応して、代金の 50％を前払いしたり、JCFC

が運営していけるための管理費のプレミアムを支払ったりということをしております。あとは、

おいしいコーヒーを作ってもらうための設備の支援もさせてもらっています。 

 JCFC と ATJ の間でも、生産者の要望の聞き取りをして、収量増加とか、環境保全を目指し

ています。ティピカという品種のコーヒーなんですが、苗を植えるための資金の支援も一緒に

やっております。そんな中で死にかけていた JCFC の評判はラオス国内でもよくなってきてい

まして、いろいろな生産者が JCFC に入りたいと言ってきたり、JCFC のコーヒーを買いたい

というお客さんが増えたりしています。そういう形で非常に大きく発展しているという結果に、

今のところつながっております。 

 以上、駆け足になりましたが、終わります。ありがとうございました。 

Ⅷ 質疑応答 

箕曲 ありがとうございました。今から頭の中を整理してもらって、10 分くらいの質問タイム

とします。 

 

発言者 1 社会文化システム学科 1 年のウチカワと申します。黒子の存在と説明なさっていま

したが、現在社会貢献しているフィリピン、東ティモール、ラオスの活動が終わった場合、ほ

かにこの国に行きたいというのはありますか。 
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小林 質問ありがとうございます。あまり決まっていないです。いい加減なんですよ、うちの

会社。 

 あのね、結局人との出会いなんです。行き当たりばっかりというわけではありませんが、フ

ィリピンもたまたま大変なことに遭って、それがかわいそうというのではなくて、フィリピン

の中で、自分たちが飢餓に苦しんでいること、あるいは貧困の格差を直したいという気持ち、

正義というのかな、そういう熱い気持ちを持っている人たちに出会った。バナナの生産者もそ

うなんですが、その中で、なんとかしたいというよりは、この人たちと協同でやっていきたい

という気持ちがあって、この事業が続けられてきたのかなと思っています。 

 エビもそうですが、人との出会いによって、結果的にこうなってきたんです。日本とアジア

を考える中で、『エビと日本人』［村井吉敬、岩波新書、1988 年］という本の村井先生との出会

いがあったり、環境破壊しないようなエビはないかとインドネシアをぶらぶら歩いているとき

に、ハシ・アブナーさんという篤農家みたいな養殖の方との出会いがあったりした。今日は時

間配分を間違ってあまり説明できなくて申し訳ありませんが、この人とならやれるというよう

な出会いがあって、やっているわけです。 

 今年から始めるパプアのカカオも、津留［歴子］という ATJ の社員が 10 数年ほど前パプア

に 4 年間ほどいて、パプアの人たちのいろいろな苦労を見て、何かやっていきたいと考えた。

それがようやく実現しています。 

 いろいろな形の人との出会いがたくさんあって、その人たちの暮らしをなんとか変えたい、

その人たちとずっとつながっていきたいという思いがあって、では、そこにどういった資源が

あるのかと考えてきました。それがバナナであったり、カカオであったりしたということです。

エビはちょっと逆なんですが。ですから、今後どういったものをやるかというのは、あまり決

まっていません。ただ、行き当たりばったりだけだといけません。バナナとエビだけでは会社

的には苦しいです。コーヒーが第三の商品ですが、新しい商品を探していくということはして

います。 

 私たちが扱っているバナナ、エビ、コーヒー、カカオもそうですが、普通のスーパーに並ん

でいる普通の商品との関係性は非常にアンフェアだろうと考えています。普段何気なく食べて

いますが、その陰にはカカオだったら児童労働があったりします。そういうことは自分たちは

許したくない、そういう関係を作りたくない、という大きな思いがあります。 

 自分たちのアイデアの中には、お茶をやりたいとか、パームオイルをやりたいとか、カカオ

はもともと考えていたものですが、やりたい商品はたくさんあります。でも、その産地を探す
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というより、いろいろな人と出会って、そこにどういった資源があるかということでやってき

ました。いろいろな思いはありますが、どこでどういう形で実現するかというと、いろいろな

人と出会って、その人にほれる、この人とならやっていけるということになれば、そこで事業

化を始めていくのではないかと思っています。 

 

発言者 2 本日は貴重なお話をありがとうございました。国際地域学科 1 年のサナダといいま

す。今回、フィリピンが台風で被災しましたが、支援先が被災したら、どのような対応をとっ

ているのでしょうか。 

 

小林 ご質問ありがとうございます。フィリピンは 10 月にボホール島というところでマグニ

チュード 7.2 の地震がありました。11 月には、津波のような高潮がレイテ島やサマール島を襲

って、もしかしたら 1 万人ぐらいの犠牲者が出たのではないかと言われています。 

 私たちは物だけの関係ではなく、生産者の思いと消費者のいろいろな思いをつなげていく役

割を担っていると考えています。今回、日本のたくさんの皆さんから、あの生産者は大丈夫か

と問い合わせをいただきました。私たちがやっているのは、そういった日本の皆さんの思いを

形にすることです。今回については募金活動を始めています。今回はタクロバンというところ

がすごく大変で、私たちのバナナ生産者がいるネグロス島やパナイ島はそちらほどは大変では

なかったのですが、やはり高潮に追われて、命からがら西の村へ逃げた人もいます。パナイ島

では生産者の 90％の家が壊されました。バナナはほぼ壊滅です。これから 8 カ月間は収穫でき

ないという情報が入っています。ですから、彼らの家を直したり、収入のない 8 カ月間の家計

の補助をしていきたいと考えています。たぶん 700 万円規模になるのですが、普段から消費者

の皆さんがつながっているからこそ何かしたいという気持ちになるので、募金ということで形

にしていきたいと思っています。 

 ちなみに、オルター・トレード・ジャパンのホームページを見ていただくと被害状況が見ら

れます。振込先もありますので、皆さんも善意の気持ちを表すことができるのではないかと思

います。 

 

発言者 3 東洋大学社会学部社会文化システム学科のエンドウと申します。質問が幾つかあり

ます。まず、バランゴンバナナを収穫して、山から下ろしてきてトラックに積む際に、細いバ

ナナだとか短いバナナだとかを除いて日本の会社に送っているということでしたが、細いバナ

ナや短いバナナはどうするんですか。 
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 二つ目は、先ほど名和さんが東ティモールでコーヒーの試飲会をしているときの写真があり

ました。そこで向こうの人が「苦くて薬みたいだ」とコメントしていたので、エビと同じく、

日本にたくさん送って、現地の人はそんなにコーヒーを飲んでいないのではないかという疑問

がありました。 

 あとは、先ほどコーヒーが回ってきましたが、紙っぽい素材で梱包されていたので、酸化し

て味が落ちるのではないかと思いました。以上です。 

 

小林 細い、あるいは短いバナナは、日本に持ってきても追熟しないんです。固いまま黒くな

ってしまうので外しますが、そういったバナナは現地の販売先がありますので、そこで販売し

てもらっています。 

 

名和 二つ目の質問ですが、現地の人もコーヒーを飲みます。ただ、日本はすごくコーヒーの

品質が厳しいんですね。だから、品質のよいものを日本に届けて、自家消費用にはもう少し品

質の劣る加工方法で生産者の皆さんは作っています。ただ、飲むときは砂糖をたくさん入れて

飲むのが習慣なので、「日本ではブラックで飲むんですよ」と紹介して飲ませると、「うわっ、

何これ？」という反応になります。 

 三つ目の質問ですが、包材はそう見えますかね。中にアルミ箔があるので、保存は効きます。

ただ、そう見えるのであれば、参考意見としてフィードバックしたいと思います。ありがとう

ございます。 

 

箕曲 ありがとうございます。包材は手作り風ということもあって、クラフト地のものだと思

います。そうですよね。そういう意図もあります。 

 この辺でいったん締めに入りたいと思います。現在、フィリピンの台風の影響でバナナ生産

者も結構被害を被っています。小林さんは台風の直後から現地の情報を収集するのに大忙しと

いう中で来ていただきまして、本当に感謝しております。ここで聞ける情報は本当に貴重な話

です。当事者の方々に話していただくと非常にリアリティがあって、僕が話すよりも皆さんの

印象にも残るのではないかと思います。 

 最後に、一言ずつお願いします。 

 

小林 言いそびれましたが、フェアトレードと民衆交易は違ったふうに言っていますが、私た

ちの会社がどんどん大きくなればとは全然思っていません。将来的には私たち ATJ がなくなっ
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てもいいような社会を目指したいと思っています。バナナをどんどん買うということではなく

て、そのバナナで現地の人たちが収益を出して、地域のいろいろな食料を作っていく。地産地

消と言いますか、そういった仕組み、小さな循環を各地で作っていくことを応援したいと思っ

ています。 

 それを私たちフェアトレードと言っています。どんどん買えばいいというのではなくて、買

ったものでどうやって現地の人たちがつながっていくのか。そこにどのようにかかわっていけ

るのか、そういったことをやっていきたいと思っています。 

 

名和 皆さん、これからまだ 4 年間大学生活があると思いますので、よい大学生活を送ってく

ださい。 

〈以上〉 
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The Management Philosophy of Jhai Coffee House 

 

Tyson Adams 

Jhai Coffee House Founder 

 

This report is the transcription on the special lecture by Mr.Tyson Adams who is a social 

entrepreneur helping small-scale coffee farmers in Paksong, Lao PDR. He has been 

supporting Jhai coffee farmers cooperative (JCFC) by selling their Typica coffee to 

American people for several years. Then, he launched a coffee shop as a new project from 

November 2013 during his stay in Paksong. In order to acquire the hint on our new plan for 

supporting JCFC, we learnt his philosophy of the management about Jhai Coffee House. 

This lecture was held at his shop in Paksong on 26th December 2013. 

Ⅰ What is the social business? 

Male Interviewer 

Could you explain about the social business? 

 

Tyson Adams 

Yeah, social business.  So, 6 years ago I come to Laos as a backpacker, tourist, and when I 

was in the North of Laos in Luang 

Prabang, I had a dream, an actual 

dream when I was sleeping that I was 

going to import a lot of coffee to Seattle 

and provide education support to the 

community.  We came down here to 

Paksong and met the community and 

so when I was back home in America I 

had my business structured as one bag, 

one book.  So, what that means is that 

for every bag of coffee I sold in America, 

Figure 1  Mr.Tyson Adams  (Minoo 2013) 
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I would take a part of the profit and I would buy a book and we would put in books into the 

Laos villages that were growing the coffee to support education. 

Over the last few years, we have put in eight libraries into the schools that grow 

the coffee here for the JCFC.  Those books are story books for the children to promote their 

imagination, to develop their ability to read better, and also textbooks for their families as 

well, so that the children can actually have a textbook, so that they could follow along 

because right now the teachers just teach and the children have no textbooks or books to 

follow along. 

Over the course of a few years I sold coffee in Seattle to promote education support 

to Laos students, Laos children.  That is part of social business.  Have you heard of 

Muhammad Yunus? 

 

Male Interviewer 

Muhammad Yunus, Grameen Bank. 

 

Tyson Adams 

Grameen Bank, microcredit.  Muhammad Yunus, he grew up in Bangladesh, some of the 

honest people in the world also live in Bangladesh, and what he created was like 

microloans to the poor, so he would lend out a little bit of money, get a group of women 

together, say maybe 9 women, you guys would start a business together and then if that 

business was successful you pay back your loan little by little. 

Over the course of last 20 years he has helped millions of people actually get out of 

poverty, so they become very, very poor at the beginning and now they have their own 

businesses, so he lends to the poor and then they pay those back.  But there are lots of 

challenges with microcredit because the way that you have to think about it is – let’s say 

you know 10 people, how many of those people out of 10 do you think can create a business 

and actually make it running and do well.  Maybe only 1% out of those 10 friends.  So, not 

everybody can be an entrepreneur.  Some people maybe they don’t have that as a skill set, 

maybe they are better at doing something smaller. 

Sometimes he would lend money to the poor and they could not repay their loans 

or maybe they take that money and they spend it on a TV or medical bills or something, so 
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they would not be able to repay their loans.  Now, what he is doing which is better than 

micro-levels is what’s called social business, so social business is a business that’s set up to 

solve a problem, a humanitarian problem.  Let’s say, a village has no clean water, you set 

up a business that is a for-profit business to address clean water.  Here’s the village over 

here, maybe they are starving, they don’t have any food, you set up a business that helps to 

promote everybody can have food, or let’s say this village over here, lots of people don’t have 

good eyesight, they need glasses, you set up a for-profit business that helps people to have 

eyesight. 

The reason why social business is so good is because many, you know, non-profit 

organization or non-government organization, NGO; many NGOs, they raise money, let’s 

say in America or Japan.  They come to Laos, they put in a school or they put in a water 

well.  Well, that money and now it goes away.  Because it only has one life, so buy the 

dollar – let’s say, I live in America, I have a non-profit organization, and someone gives me 

money.  He gives me money to put in a well in Laos.  I come to Laos, I put in a well.  Now, 

there’s clean water for kids.  That’s good, right.  Everybody says, yeah.  That is good.  

Clean water for children, but that money goes away.  Somebody else now has that money. 

The difference is that now RE lends me money to build a social business, so I build 

the JHAI Coffee House; it generates its own money.  That’s what Muhammad Yunus 

believes is that a charity dollar or a non-profit dollar or an NGO dollar, you take it and you 

create a business that actually has a social cause as its mission.  For us, we are built to 

take 100% of our profits and help clean water for the community.  When Hewett lent me 

this, I built JHAI Coffee House.  Now we have many tourists come through.  We generate 

revenue and with that money we can take it and we can put it in clean water wells. 

Now, I am not dependent on a donation and I’m not dependent on somebody giving 

me money to put in clean water.  I have my own for-profit business that is built to solve a 

problem.  There is only one – I would say – one big issue is that – let’s say he gives me 

money, I build business, it becomes very successful.  Lots of people are creating social 

businesses, but then they also take money for themselves.  Because the business grows, it 

has a social cause, and so they think – oh, well, there is a lot of money, so now I can take 

some, put it in my pocket, buy a nice house.  That’s not a social business. 

Muhammad Yunus, he defines social business because he built it as 100% of 
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profits go to the cause, go to the problem, go to the challenge, the issue, whatever it is that 

you are trying to do, so if that’s to bring clean water to Laos, and that means that yes, I still 

can pay my employees, I can pay myself, but it’s the wage that I would be running here in 

Laos.  I don’t hear myself in American wage, I don’t pay any of my employees in the 

American wage.  I pay everybody a local wage enough to run the business, but everything 

that is beyond that, all the money that’s beyond that, you then help the clean water issues 

in Laos, so making sure that every village and every school has clean water, so that the 

children are not getting sick and getting diarrhea. 

In Laos, diarrhea is the number 2 killer of Laos children under 5.  So, diarrhea 

causes many, many deaths in children.  So, having access to clean water and washing your 

hands is very important.  What we do is we take all the profits from this business and we 

teach the children how to wash their hands correctly and we also make sure that they have 

water pomp like that when we’re over there in the schools.  So, we haven’t done that yet, 

but in the next few weeks we are going to be making sure that all the JCFC Schools have 

clean water, so that you could clean 

water or you can take water right out 

of the river; it’s very, very dirty and 

you could put through that layer filter 

and it drips down very, very slowly and 

children can drink that and they can 

have clean water. 

I can continue talking, but 

before I go any further, does anybody 

have any questions or any comments? 

Ⅱ Why did Mr.Tyson come to do social business in Laos? 

Female Interviewer 

Why did you decide to come to Laos with a backpack? 

 

Tyson Adams 

Figure 2  Listening to the lecture (Minoo 2013) 
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I quit my job.  I was working as a salesman in America because I was just on the phone 

and making lots of money.  I was making more money than I needed, but I didn’t feel like I 

was making any – I didn’t have progress.  I didn’t have – I wasn’t happy because I also 

studied a lot about happiness and basically what they say is that once your basic needs in 

life are met and you make more money, you actually have a diminishing return on 

happiness, which means that you become less happy.  People that make millions and 

millions of dollars, they actually are more stressed out and they are also less happy than 

people that have just a small amount of money.  I realize that in Laos and in South East 

Asia there are lots of people that make lots of money, but there are also farmers who have 

their basic needs met and they are smiling, they are waving, and they are very happy 

people.  I think that having a job that makes you feel good inside is more important than 

making lots of money because if I lived in Seattle still right now I could make a lot of money 

if I wanted to.  I could work at a corporation and maybe $100,000 a year if I wanted to, but 

I don’t want to because I like to live here. 

I think that the reason why I chose to come to South East Asia is – I don’t know – 

very happy people.  I like Buddhist culture, very nice, people are friendly.  When you live 

in one place like Japan or Seattle and then you come to another location you realize that 

you don’t need everything.  We don’t need fancy clothes and nice cars and all these things 

and you come out to these villages and you see that people live on very little amounts of 

money and yet they still are very happy.  Family is very important, and so I think that – 

yeah, like sometimes we are focused on growing, growing as a country or a business or even 

a family, but maybe not necessarily for the right reasons and maybe you don’t become 

happier if you grow more money. 

For me starting a social business is amazing because when you see those kinds 

pumping the water and planting it and having a good time, you know that you are doing 

the right thing.  It’s for the good reason.  When you go around into The Bolaven Plateau, 

you see many new schools and that’s good on one level.  One another level, I think maybe 

not so good because they might have a brand new school, but no toilet, no water, no books, 

no pencils, no supplies, no art, and so maybe you fix one problem, but maybe the bigger 

problem is something else.  And so lots of NGOs, they come in, they build a nice school, 

they take pictures, they go home, they say, “Hey, look what we did, look what we did, we got 
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the school for this community.”  But does a child have a more – is the child having value 

education?  Maybe not, maybe it’s the same. 

The thing to understand when doing community development or working in a 

third world country is you should not – in my opinion you should not do charity work.  If 

you cannot measure your impact, so measure how good you are doing.  For us, it’s quite 

simple.  We go to a village like say…, we meet with the family members, we say, “Okay, 

how many children here are sick, how many children here have in past. How is the weight 

during childbirth, you know, you ask them all the hard questions.  You start to understand, 

this particular community has no clean water and lots of children who are getting sick, 

they get diarrhea and then what you do is you put in clean water, and you put in some 

standard education and then you come back 6 months later or a year later and you do the 

same questions.  Okay, now is the community doing better and if the community is doing 

better then you know that your cause or your business is doing the right work if maybe 

nothing has changed and the children are sick then you know that something is not okay. 

The thing with building a school is there is no way that you can measure impact.  

You cannot measure if a child is becoming more intelligent because there is no standardized 

test.  In Japan, you take test every 

year, you know where you stand in 

terms of how smart you are and 

getting grade from the teacher… 

 

Tyson Adams 

…that you see in the world.  They’re 

very challenging sometimes.  That 

kind of explains most of it, but do you 

guys catch the meaning of all that, do 

you understand?  Yeah. 

Ⅲ What do you do after Mr.Tyson go back to home town? 

Female Interviewer 

Figure 3 Roasting show in Jhai coffee house 

(Minoo 2013) 



社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

203 

 

What are you going to do after you go back home? 

 

Tyson Adams 

Well, in the rainy season, in June, it rains so much, so no tourists come to Laos.  So, I will 

go back home and then during those 3 or 4 months there won’t be very much business here, 

and so Jackie will stay here, Thao, he can work and he can still be here.  Then maybe I’ll 

come back after it stops raining and then start again.  We’ve signed a 3-year lease on this 

building, so I can also find other people in America or other friends that want to come and 

volunteer to live here and they can also run the business if I want to stay at home. 

That’s one part of it.  The other part is that there is coffee.  Coffee is obviously a 

big part of the way in which the farmers earn money.  For us to take a good quality coffee 

go to America, send it to people with our roasters, say, “Hey look, we got good coffee in Laos.”  

Then if they buy coffee from the JCFC then that creates more money into the community.  

I might be travelling around and talking to people in the US about the coffee here, about 

the community, about our project, and about how if they do business with us; all the profits 

are going to go back into the community.  That’s my plan for now.  I also can build 

websites, I can do web designing if I need to, so I can also make money that way if I choose.  

I have many different things that I can do. 

Also there are many companies out there that are studying social businesses and 

they need people to consult, so maybe I will consult them on starting business and maybe 

let’s say in Brazil we want to start a similar business, so I can also – we go to other places 

in the world and help set up businesses where it’s centered around creating a good thing for 

the community.  That’s the opportunity. 

Ⅲ How did Mr.Tyson acquire the fund for the project? 

Male Interviewer 

How did you get the budget in order to run this shop? 

 

Tyson Adams 
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I have a 501(c)(3)2, which means non-profit organization in the United States, which is tax 

deductible, which means that people can give me money just like an NGO.  Like lots of 

people, friends, family, they give me money and then I built this.  As long as I explain to 

them that I’m building JHAI Coffee House, that it’s going to generate revenue and I let 

them know then there are no problems raising money. 

We did like crowdfunding, like Kickstarter, Indiegogo, you know those.  Like you 

can launch a business on the internet and then it gets funded by many people, so go to that 

website.  I can also email you our campaign, so we raised $15,000 on the internet by – we 

sold many things, we sold t-shirts like this and coffee cups and we sold vacation packages 

for people to come visit us in Laos and volunteer.  We saw many, many things that we 

raised $15,000, so then we have enough money to start the business and then we also ran 

an auction – do you guys run auctions in – almost unheard in Japan?.  Basically, we get a 

team of people and they go out and ask businesses to give us something for free.  Maybe a 

t-shirt, backpack, airline miles, and then we have a big auction and then we sell that to all 

the supporters.  In one night we raised $20,000 and we had about maybe 150 people 

showed up.  So we were able to raise money.  It takes time to develop an idea, but if you 

have a non-profit that people would like to donate to then you can raise money very easily. 

I would say that the most important thing to understand is that – you know Tom 

Shoes, have you guys heard of Tom Shoes?  For every pair of shoes that you buy, they give 

a pair away to help people with no shoes.  It’s a good model, I guess in some ways, but you 

also have to think about does it create dependency in a community – explain it like this.  

Let’s set that aside for now.  We will just talk about the water. 

We want to put in clean water in the village, right.  We come out and we say, “We 

want to put this clean water well in your village.  Do you guys need clean water?”  

Usually they say, “Yeah, we need clean water, of course.”  If we were to just give them the 

clean water for free then maybe they don’t take care of it, maybe they don’t treat it very 

nicely, and maybe they break it, maybe when it breaks they don’t fix it, right.  Foreseeing 

your project on a community is not good.  That’s actually the wrong way to do it.  What 

we do is we make the communities put in their own money.  Let’s say the pump, it is $1500.  

                                                         
2 501(c)(3) is one of the provisons in the Internal Revenue Code (IRC) of USA. 501(c)(3) is 

the provison to prescribe the duty-free privilege of non profit organization.  
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We make the community pay 15%.  They come, and say here is the village chief and then 

here’s the family, so the village chief goes to the all the different families in the village and 

he says, “We need to raise 15%.”  That’s about 2 million kip.  Then they each take a little 

money from every family and then the village chief takes all that money that he has it and 

then he says, “Okay, we have 15%.”  Then when JHAI Coffee House comes to the village, 

we say, “Okay here’s 13 million kip, you guys put in 2 million kip, together now we have 15 

million kip, and then we build the project together.”  They treat it as their own, they put in 

their own money for it, we put in money into it, and then it stays good, it stays safe. 

Many, many NGOs come in and they just go to school or build whatever they want, 

but the community doesn’t have to put any money in, so it’s very important that if you’re 

doing development work, that the community also puts in their own money because that 

means that they truly want the clean water pump and they will invest in their own health 

for the future. 

That’s a really important piece.  Going back to Tom Shoes, they sell a pair of 

shoes, they give a pair away, but the communities that they give shoes to, they don’t have to 

put money in, and so it’s not very good because it makes the community dependent on the 

donor. 

Our job as the developed world, we are trying to help a developing country like 

Laos, and so what that means is that we empower them to empower themselves so that 

means that they need to invest in their own future by putting in money.  Giving out things 

for free is not good because it creates that to be dependent on us and we feel, “Oh, great, we 

took photos, we are cool.”  Then we go home, we post them on the internet around 

Facebook and we say we saved the day, we saved the community.  No, we cannot think 

about the communities out there, we cannot think about people that are farmers there, 

they are equal to us.  If we see them as equal then we don’t think we are above them, they 

are not below us, we are same-same. 

The reason why I say that is because they don’t have education, because maybe 

they live in a very really bad house, that doesn’t mean we are better than them, so we must 

help them to pull themselves up, but don’t force our ways on them.  We don’t want to force 

our money on them, it’s not good.  I think that those are important things to think about 

because most people, they just think give money, give money, give money and that would 
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help, but it never helps. 

There is a saying that says don’t give a man a fish, give a man a fishing pole, but 

it’s better to say, don’t give a man a fish, teach him how to fish.  What that means to me is 

that if I teach somebody how to fish that’s better than giving him a fish to eat for dinner 

because then he can fish for himself.  Same concept.  If you go into a community, you 

make them invest in their own future and that’s better than just putting it out there or just 

forcing money around…. I think that basically covers it for the most part. 

Ⅳ About language problem 

Female Interviewer 

I have a question.  I came to Laos for the first time and I felt really powerless because I 

can’t speak Lao.  Did you have any language problem or trouble? 

 

Tyson Adams 

Yes.  One thing that Jackie3 and I have had to deal with is that I am dependent on him.  

That becomes very, very challenging because sometimes I want to say something to a 

community person or to a village chief or to a worker and maybe the way that I would say it 

in America would be not good to say in that way, so I have to tell Jackie and then Jackie has 

to change it and then say that to the community member or to the Lao person and that’s 

been very hard on our relationship.  We’ve had to have some really challenging 

conversations, vulnerable conversations because sometimes I get upset about something for 

example when we were building this coffee shop where idea of quality is very low in 

comparison to my idea of quality. 

As you can see I wanted this place to be beautiful, I wanted it to be art, but when 

we hired the workers they wanted to make it Lao, they wanted to make it basic, very, very 

similar to what they are used to and so what I would say you need to change that or that’s 

not good enough then they get upset and they say okay, you need to pay more money and 

then I have to tell Jackie that I don’t want to pay more money and then Jackie is in the 

                                                         
3 Jackie is a Lao counterpart of Mr.Tyson. “Jackie” is a nickname. His real name is Thao 

Tongpachan. 
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middle of having to talk to the workers about that.  That becomes really frustrating and 

very challenging.  It’s been hard on our relationship, but the last few weeks we have been 

doing much better.  It’s like even Ari4 , he speaks Lao, which is great.  If you can 

communicate that’s great, but also they think differently, so it’s not only just okay we now 

we can speak the same language, but they live in a different world and they think about 

things differently.  What’s important to them – it may take 4 or 5 years of living in Laos, 

speaking Lao to understand not only the language, but then like how they actually take in 

the world in the language they think.  No matter how well you know the language, you 

probably don’t understand the way that they think about it.  Their family or their lives are 

just weird little cultural things or holidays or things that you just don’t get.  That’s a very 

frustrating thing and also for me to be dependent on Jackie is – it’s hard on both of us 

because in America I’m very in 

dependent.  I can do everything 

myself.  I don’t need to do anything 

with anybody else.  I can do it all 

myself. 

So, here I have had to be 

very patient and apologize a lot and 

realize that a lot of things are done 

very fast, but Laos is slow.  It’s 

like…, which means just relaxing, 

relaxing, hanging out, so very hard 

to convince. 

Ⅴ About Lao costomer 

Female Interviewer 

This restaurant is for tourists because when I looked – a lot of people are tourists, so lot of 

people customer, so Lao people don’t come. 

 

                                                         
4 “Ari” refers to Arihiro Minoo, the organizer of this study tour. 

Figure 4 Coffee rorsting was finished 

(Minoo 2013) 
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Tyson Adams 

They do, but not to eat.  They like to come, drink coffee, and drink beer.  But, we have 

music, so the Lao people come and like the music and they have a good time and it’s fun for 

them because there’s not a lot to do in Paksong.  But the menu that we have they’re not 

used to eating and they don’t – they’re used to paying very small amounts of money for food 

because they can go to the market and make it themselves for very, very cheap whereas 

tourists and western people, they have been travelling they eat Lao food everywhere and 

then they get here and they say, “Oh wow!  Western food, I want that.”  So, we charge a 

little more because people are excited to not eat Lao food every single day.  But we don’t 

really make a lot of money on food like the amount of ingredients that we have we probably 

only make about $1 or maybe $2, so about 50%.  But on coffee we make much, much more.  

Coffee is where you make all your money.  Every $1 cup of coffee, the price for us to buy 

that coffee is maybe only $0.10.  We can make 90% on coffee. 

That’s where the majority of the money comes in from the café is through coffee, 

not through food.  With beer and 

drinks you don’t make too much money.  

You have to track all your expenses 

and know how much you are selling 

and what your expenditures are, so I 

am developing Google Docs or I guess 

Excel Spreadsheets so I can keep track 

of how much money goes in and out, so 

that we know, but yeah, you have to 

take some accounting and finance 

classes to learn those skills. 

Ⅴ Learning is most important for empowering farmers 

Female Interviewer 

I saw it is difficult to manage the social business because social business has to achieve two 

different aims of the economic gain and support for people.So I saw – the bussiness 

Figure 5  Dripping coffee by Lao staff 

(Minoo 2013) 
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promotor should not only give the money to people, but should be related by heart, 

connected by heart. 

 

Tyson Adams 

Well, that’s what jhai means.  It means heart.  Jhai means heart in Lao, so that’s good.  

The Lao people, the JCFC, they grow coffee, so to buy their coffee, it supports them as 

farmers.  The most important part is to treat them like people, not just treat them like a 

commodity.  Lots of coffee companies around the world just buy coffee and they just think 

of farmers as less than them.  They just think of them as a product, but they are real 

humans, real individuals, and they are putting love and time directly into their trees and 

into their coffee, so to treat them like humans is very important because they are putting 

their life into one little mean that makes us wake up in the morning or have a nice cup of 

coffee.  A lot of people when they drink a cup of coffee and they take a sip, they don’t think 

all the way back through the process of coffee.  For example, in America, coffee on average, 

it changes hands 17 times before you drink it.  That’s the average, which means that the 

farmer grows it, sells it to a middleman, sells it to another middleman, sells it to a company, 

goes through a fair trade, goes through organic, goes through shipping company, goes 

through roasting process, goes through barista and then maybe it’s to you – 17 people later. 

The reason why I share that with you is because for us we roast John’s coffee.  He 

brings it in from Nam Luang or Seebun Heeng5 that you met yesterday.  He brings the 

coffee right in here.  We roast it, farmer to cup, you get to drink.  There’s more money 

than states in the community.  If you have many people in between, many people taking 

profit out of that coffee, so it’s important to understand that when you drink coffee you’re 

drinking somebody’s hard earned like life’s work and you should experience it with respect 

and with honor and also with knowing that there could be farmer sitting right here.  

They’ve dedicated their life to producing good quality coffee for you to enjoy, to have.  

There’s always a disconnect between farmer and a cup of coffee, but to make it as personal 

as possible is important. 

Telling the story of one farmer is important so that people understand what that 

farmer’s life is.  But, also to share that you’re empowering that farmer, you’re not just 

                                                         
5 He is a representative of Puu Dom Kuwang village’s production group.  
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treating him as your supplier.  To be human is to understand and we are all working in 

unison together, we are working together.  Creating social business is very important and 

I think that more people should start them.  But giving back in a – here’s another thing 

that’s beneficial for all community.  When Seebun Hang and all the other farmers come 

here, they bring all their coffee, 17 village chiefs, we roast all of their coffee individually 

and then we try to – just like you guys tried today – it’s like first time that those farmers 

ever had their own coffee in their whole lives.  They have never tried their own coffee.  

Why is that important?  The only way that you can improve coffee quality is that farmers 

actually understand the end product, the actual coffee that they drink. 

In Ethiopia, in Africa, coffee farmers have been drinking coffee for 500 years.  The 

reason why the coffee quality is very high is because the farmers understand quality.  

Quality is very important to them.  In Laos, people don’t drink coffee, they drink tea.  

Bringing the coffee farmers that they need to try their own coffee is very important.  It 

helps them to understand why they’re doing what they’re doing.  Seebun Hang brought in 

27 kilograms of coffee and we looked at all the bad beans, so we had to pull them up.  All of 

a sudden, now he only had 23 kilograms of coffee; 4 kilograms was not good coffee.  That’s 

not because he is trying to steal from us or trying to do anything wrong, he just doesn’t 

understand that every single bean must be good.  If one bad bean is in there, it makes 

your coffee taste bad. 

In his mind, he gets paid his whole life based upon quantity, so if he has 27 

kilograms, he gets more money.  He only has 23 kilograms, he gets less money because he 

has been paid not by the quality of coffee, but by the quantity of coffee.  Our goal also is to 

help farmers to teach them what is quality coffee and how to ensure that all of their 

farming practices create good coffee.  We have to teach them, okay, we got 10 beans, wow, 

6 of them are bad, only 4 are good.  Then we say, “Okay, see these 4 beans, these are the 

ones that we are willing to pay double the amount of money that you guys are being 

currently paid, but we only want to buy these ones.  These ones tastes very bad. 

In Ethiopia, they know that because they drink coffee.  In Laos, they do not.  

Education is just as much important as anything.  Educating farmers and….  In my mind, 

about ATJ, yes you can help out with washing stations or water all those such things, but 

bringing in coffee professionals to spend time with the community’s teaching I think is the 
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best –in my personal opinion – it’s the best way to help.  It’s not to give out free things, it’s 

about really taking extremely high profile coffee professionals around the world 

consultants that know about coffee taking a piece of what your business is, for example, 

ATJ or whoever, taking a part of that money and setting aside hiring these consultants, 

having them come to Laos, spend time with farmers to teach them better farming practices.  

That’s the best way that you can spend your money because then the farmers have more 

knowledge, they have better producing coffee, you have better coffee in Japan, everybody 

wins, and the farmers and people like Lao, there’re people that really care about us, they 

are willing to teach us how to grow better coffee.  Education is the most important thing 

for farmers because they just don’t know.  They just don’t know how to do it because they 

don’t – there is no ….  You can get them a washing station or all these different things, but 

if they don’t have education then they might not even use them correctly. 

Did you show them the washing machines where you put the cherries through and 

then the beans, the parchment comes out, you showed them that? 

 

Male Participant 

Yes. 

 

Tyson Adams 

Some of the village chiefs, they have the blade too close, so they may do it and cuts the bean.  

Well, one bad bean, and it cuts the bean.  It was a good bean, but they just didn’t have it 

addressed it right.  It’s a simple solution.  You just loosen it a little bit.  Now, it’s not 

cutting the beans.  But, if a farmer doesn’t have education, they don’t know that that one 

bean being cut ruins the coffee. 

I think that for your project, of course, you can do whatever you would like but I 

think creating some marketing and some information around preserving a certain amount 

of money to higher coffee professionals to help educate farmers is the best way that you 

could spend your money in Laos.  It’s the best way you can help farmers.  You can…, yeah, 

but more so just education.  Education is very, very important. 

 

END 
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記入例 

 私は、過疎地域のコミュニティ開発に対する関心を深めるために、さまざまな文献をまとめ

ると同時に、○○地域を事例とした開発計画を○○地域の人びととともに構築していくことに

挑戦したいと思います。 

 こう考えたきっかけは、○○地域でのインターンの経験にあります。私は夏に 2 週間、△△

という団体を通じて、○○地域で地域振興に関するインターンシップに参加しました。そこで

は、○○地域の一般家庭にお世話になり、地域が抱える問題を内側から理解することに務めま

した。この体験から私は地域の過疎化が大きな問題になっていることに気づきました。聞くと

ころによれば、地域の高齢者の割合は 50％を超え、集落によっては 80％以上に上ると言いま

す。町役場の人は、この結果、医療や福祉が必要としている人全体に行きわたらなくなると指

摘していました。 

 この問題は、決してこの地域にのみあてはまるわけではありません。現在、日本では高齢者

の数が多くなり、最近では、限界集落という言葉も生まれました。限界集落とは、農業や儀礼

の担い手がいなくなり、将来的に消滅するしかない集落を指します。つまり、○○地域の問題

は、広く一般的な問題であり、多くの人が取り組んでいかねばならない問題だということです。 

 そこで私は、限界集落におけるコミュニティ開発に関心を持ちました。この関心を深めるた

めに、私は、今年、さまざまな文献を読んでまとめつつ、○○地域を事例とした開発計画を○

○地域の人びととともに構築していくことに挑戦したいと思ったのです。そのために私は以下

のプランを立てます。すなわち、①さまざまな地域のコミュニティ開発の動向や方法に関する

文献収集、②○○地区の歴史や今日の社会状況についての文献収集、③地域開発に関する新聞

記事収集という 3 つの大きな目標を立てます。同時に、ブログを開設し、そこで読んだ文献に

ついて書評を年間 20 本書くことにします。一方で、夏には○○地域を再び訪れ、役場の人た

ちや町の人たちとワークショップを開き、地域の課題を明らかにします。 

このようなプランを立てて、文献のまとめや開発計画の立案に挑戦し、過疎地域におけるコ

ミュニティ開発に対する関心を深めていくつもりです。 

 

↑ 

別にここまで真面目でなくてもいい。 

・インターン先で見た夜空が美しかったから、それを伝える活動をしたい（写真にとって Fb

やブログで伝える。夜空鑑賞会を開く。星座に関する知識を深めて、説明できるようにする。） 
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・過疎の村に行ったけど、そこで尋ねた先のおばあちゃんが音楽を聴くのが生きがいだといっ

ていたのを聞いて、音楽に関する活動をしたい（楽器ができるなら、仲間をあつめて演奏旅行

に行く。楽器ができないなら、演奏できる人を連れて行ってコンサートを開く。その地域に行

くのが大変なら、似たようなニーズはたくさんあるはずなので、別の場所でもいい）。 

 

→結び付けられれば何でもいい。これくらい柔軟に考えないと、将来の人生設計はうまくいき

ません。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年度 社会文化体験演習活動報告書 第 3 分冊（キャリア分野） 

「体験型教育プログラムによる地域連携の推進」プロジェクト 

現場を知る、キャリアを築く 

――国内外の体験学習を通して 

 

●発行日―――― 2014 年 3 月 5 日 

●編集――――― 社会文化体験演習（キャリア分野）担当教員 

箕曲在弘、（井沢泰樹、小林修一、高橋典史、本田宏治、三石庸子[50 音順]） 

●発行――――― 東洋大学社会学部社会文化システム学科 

〒112-8606 東京都文京区白山 5-28-20 

東洋大学社会学部 山本須美子気付 

  TEL 03-3945-8771 

  FAX 03-3945-7626 

●印刷――――― 新村印刷株式会社 

  〒102-0073 東京都千代田区九段北 3-3-5 

  TEL 03-3264-6514 

* 本報告書は、東洋大学社会学部社会文化システム学科の社会文化体験演習教育プロジェ

クト活動の一環であり、東洋大学教育・研究活動改革支援費により出版されたものです。 

COPYRIGHT©2014 By Department of Socio-Cultural Studies, Toyo University 

All Right Reserved 



 

 

 

 


